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曾 告 ( 見 翠 舎 遁 知 )

諜 報 の遁 り木曾舎勢幹事合主催 に よる見皐 合下記 の週開催行:{展開

申込方法制j熟覧の上笹11参加下され皮 候

第 一 見 翠

1 時 五月十八日 ( 土) 年後二時 晴雨不論

l 集 合 所 東津製謹株式曾社 此花匡草間町三O

市電堂島大橋北詩文は舶 津橋 下車、 堂昆川北通に沿ひ

下天1制1前を粧て左折

1  見 堕 東洋製慨車問工場( 工場と製館行梓 )

1  申込方法 n復 J 、ガキ の事、返信: ; . e参加! 章代りと 致し候問 常 卜l 受附

え御持参下 され度

1  締 切 五 月十四 日‘ 何人 員に 制限 あり 満員 となり? こる場介は jザl

11 前にでも先着順により締切中 候

1  参 加 者 本見皐は本曾曾員、終身賛助員、特別賛助員に| 悦る

第 二 見 筆

l 時 五月二十五日 ( 土) 午後二時 附附不論

f， 集 合 所 ク' リコ株式曾社 阿淀 川 恒 徒 ｉｉｾ ￌＧ千島 町 五三

学? 線一一塚本騨南口より，J g Iこ向ひ徒歩約十] ，:分

|仮仲間道一一歌島橋下卓北に向ひ徒歩約十分

1 見 堕 グ リコ製菓工場( 工場と製荒行程)

1  申込方法 H 復ノ、ガキにて御申 込みの事( 第一見撃と 別 に願上候〉

返信を参加章に代へ申候問常 11 受附え仰持参下され度

1  締 切 二十 11中の事刊人 民に制限あ り尚 LJ . となり 1: る;場介は光

着 lilfi により期 卜i 前にでも締切 '13候

迫 げ，i 本見皐令を以て五 月 例 奮 iこ代へ l判民

各IJ 注 意 と各11 1額ひ

1  すべて 代人 の参加i は御断 申上候

1  合員主主は工場内整理の都合もあ り必す着用下されj主候

1  雨見原 ｊｾｾ ¥S'-j l j - : ; . e以て姐知 に代へ別 に案内版差上げす候

一一一一一…………一一〈一、…一一/ / 一一-

王象 而 合勢幹事長より恥願申上居ｻ廃合員 ｱ 倍力 ｉｉ ｾ 動に就 て は積 々

絢j援助 を頂き肘り仮; へ共尚 一!脅の御協力に よ り此際是非ー名宛

の柱¥i 来日介 を切望いた し候

枇 圏 法 人 日 本 建 築 協 曾



「建 築 材 料 集 成」対行珠告

世に建築材料に関する型録、案内書の類は星の数程ある

が、我々建築家がし、さ使用 L ゃうとする場合、その何れを

用ひてい= か迷はざるを得ないものが齢、くなし、。三〉にお

し、て川建築材料陳列場に於いては、我々建築家の 宣a 際に使

用 L たる経験を基にして、信頼 Lf 号べき 「生きた材料案内」

ごも謂ふべき「建築材料集成」 の刊行を、下記の如き要領

により企て〉ゐる。

もとより建築材料は多種多様に渉り彰済として霊きる庭

を知らず、我々の企園するとの刊行事業も、その途遠き感

あるが幸にして協曾々員はもさより、材料業者仁おかれで

も我々にー管の力を奥えられ、我々のこの劃期的の事業達

成に援助されんことを切望 L て止まない失第である 。

?な

- 韓 裁 紙面46倍剣の大きさ、ノレーズソーフ式になし後から の綴

込に便な らしか。

・分 類 各工事別、各材料別により分類す。

・内 容 l 種目に つき 1放 を使用し、用途・性質・使用法・市場

品寸法及111格・製造所又は産地・販責l苫など詳細に記入

・ 配 布 先 協合今員はもとより、内地建築業者、更に外地( 満洲・支

:Jfln 建築業者に配布する予定

RH和 15 年 5 月

日 木 建 築 協 舎

建 築 材 料 陳 列 場
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ｾ ｾ 拭 ｾ［Ｚ＿ ｜ｾＧ ｭ

これから の日本にとっ て一ばん大切な こ主は、我々大和民族が束J l a の民族全轄

の心からな傘敬と親愛左右? 受ける様にすることである。都市の風致や美w現主云i 、

問題が決して現下に於ては閑人の仕事主考へられないのは嘗然であるのみでなく

寧 ろ、我々 にとって最も重大な仕事の一翼をな すも のであることが明である。こ

う云」、事にこ そ民族の素質やfeU' a' が言葉通ぜぬ異邦の人にも 1! J l かに示されるので

あるから 。我関土の美しさは云ふ までもない。従って園土の美 しさを保持すべく

風致、保存に多大の注意が械はれつ〉あるのであるが、吾ノ争力 tおそれるのは官余り

に自然の美に? こより過ぎることなきかにあ lる。自然を自然のま〉にしておいにも

のは風致とは全〈反封のものであ る。例へば北海道の斧を入れぬ原始林を見ょ、

これは凄批であって風致とは全 〈別のものである。自然 そのものを風致主 考へる

人があるならば、 家へ闘っ てー幅の 山水霊を床にか〉げられよ。そこ lこは必す¥

路か、橋か、建築か或は舟か、つまり人の造つにものを護見せられるであらう。

繰返 して云ふ 、風致と は自然ではな い。自然主 適合 し? こ人工である。風致は保存

すると共に常に創造して行かねばならぬものである。そこに園土主民族主の誇が

ある。更に都市美観に到つてはも早疑ふべくもない創作である。そしてその大牛

の仕事は建築家に委帰せられるの である。調逸人は速 く* 1'(=に来って美しい都、

青島を作りロ シア人 はその園土の東端に美 しきハルピンを建設 し? このである。高

" 皆云五、北京は美 しい都で あると、高人皆は云は十新京は美 G し、都になっ? こと。

我々は民族の誇l J Iこかりで、美しい都を建設して行かねばならぬ。勿論これは

? 朝一タの事業ではな い。 最も深き鹿は我閣の建築家の建築事術の修練にまでさ

かのぼ らねばなるまい。 更に吾々は建築家の美に釘する訓練の不足のみなら子園

民全謹の審美限の低下に劃しでも充分の戒心をせなげればならないのである。前

途は遠いが一歩一歩やって行かう。 I ローマは一日にして成ら 子」

1  v  



都 市 美 の 潟 に す る 建 築 表 彰

菊 池'1藁

I  

都市 を構成する個々の建禦物工作物の設計に嘗つては、如何なる首事者技術者も 、共の

外視形態に付て十分意を用ゐるのである。調』、迄もな 〈建築物工作物は共']) 用途本来の目

的使命を主眼とし、所謂質問主義を本旨 主するのであるが、併し夫は同時 lこ外観形態美を

考慮するこ、左右? 妨げない力みか、寧ろ外観形態美を無硯恒目見しでは、本来の賓n J の目的に

も背馳する場合が多いのである。此の如 く個々の建築物工作物に付て、美樹に考慮を拶t，ふ

に拘 ら宇都市全瞳2コ綜合建7交を考慮する都市計重に於て美加 を目的とする こと に付て如何

にも消極的であ り開心力Z少な いこと は、都市問題に興味を持つ者の大に遺憾 k する所であ

り、 之が匡正改善 iこ付て工犬する所あって然るべきである。都市計霊は交通、衛生、( 米安

経済等tこ閥し、永久に公共 D安寧を維持 し、又は稲利を? 増-生する鴬の重要焔設 D 計者であ

ると 定義 せられて居るが 、 此 η 中に都市 の美視を都 市計 干 ＡｴｊＩ主 ｮｾ とする意味が殆ど考へら

れて居らない。精々 の所者I1市計者( 主性みよい都市を建設する、又は生前の快適或は幅利精

進主云i 、概念 乃中に 美明 も合まれて居る 主謂』、 のである。 l或は環境の風致を段損せしめな

いとか 、 環境の え ｾ，加 Ｑ ＱＺＧ (J1li壊せしめ ないと 云ふ械 めて消極的な微温的な制限規定を以て、者I1

市美の問溜が終 って居るかに見 える 現在のilil J度地設に封しては、甚し〈物足りなさを感ぜ

ざるをf辱ない のである。

11 

雑馬は一日にして成れるも のではな いと よd 、言集がある 。人I i ¥l の最も大きな事業は都市

の建設である。都市は文l切の精華であると去五、 のは、作時代の文化や市や智力技術。最高

潮は都市に於て護怖されることをな ｉ 米する。文明叉は文化と都市とは切り出Ａｾして考へるこ

主主? 得ない。問より都市や文明をうじ11ft する思; f ' J ;1! 立、 } i < から今にmt. 、て組めて有力である

孝子修 e "告が放と !宅落と祉合惑も都市に於て 11立つ Dであるから、 ソドムシ ドンの都市は兇lま

れであれと、敵を愛することを強調する宅占: の 1¥1で さへも、激し い言葉が伎はれて居る。

夫れ程に ゾ ドムシドンの都市は救ふべからさ「るものとは雌されて居つTこ。 .!.!Xは天 D 悠に fi'え

ってポンペイの都合は、 ヴエスピオ の噴火で! 1 J : l もれてしまっTこ。古* 大火業火: 叫是々大都

市 を襲ひ 、 大自然 ｊＩｾｴＮＺＩ 或は特Ｚ二人 の 術集居住する大都市に於て ｩ 参与与を ｪ 呈しくするので 、時

には之を天誌天の警め であるとして、世代悪風岡|谷雨1:令 JJE. のH' ¥I懲である かに 謂はれる 。如

何なる時代にも ｴｾ 心の作 ｦ ｈｊ ｪ ｡ 旬、道 ￭ Ｚｾ｜ J) 向上風俗 の際化のnには、行らゆる機内1: ' t足へ千f ら

ゆる事象を利月 j する必要があること は、議論m捻地はな い。 fi¥・しながら冷静二巧へれば都

v 2  



市それ自開には何等罪がある詳はない。ヨチヨチ歩行〈幼-]i' f1; ; 時倒すると 、大 地 を打? で

懲らしめる のであるが都令生前に作五、脊修腐敗F問 J じの他のIlil :側 法 ) 1:: 旅攻撃するが篤に

!H! もない都市そ のもの を児l旺迫害するこ主は、不合);1¥!.であり失蛍である。

l

 

l

 

l

 
都 市美乃鴛にする現行の制 度施設は、 極めて負制であり消極で ある。件ては森林法の風

致保安林乃1 I ;IJ 度がIIjt ーのものであっ? こ。都市左森林、森林に闘する規定が都市美の鴛に許可

品

Ji J されるこ U 立、意外であると思はれるのであるが、大正五六年頃井上東京府知事は、

時 J) .JI:[ 京市郊外現在は市域内に入つに所の景勝地; 引高守2池畔や洗足池畔等の立木を} 弧致f-*

安林に編入して、伐探開墾に制限を力11へる方法が i宋られ? こ。都市美を問題とする人々は

信IJ 見注識あ る井上さんの如き先先地方n・の苦心経験に大に数へられ る所があって然るべき

である。都市計割法が制定せられて後も 、風 致地区風紀地 院の制度の如きは、多年記文に

明治 ｲｊｩ ｬ｜ｬＧ ，Ｇ｜表参道後裏参道の風致維持 ー の魚 、 風致地区指 〉 に の手続ｾＮ ｬＪつ ｦ ここ主力Ｚ 、 風 致地区

{i;附

属して之 を祈 nJ する の風がなかっ? こ。 '̂ fi :者の復興局計書課長とし て、東京都市計査として

も二等地 三等 地指 定鑓更 に絡まる利 ｦ 諮問題の如きも 、 都市計 ｾ ｮＺｊＭ Ｎ の 公明正大な 手続に 依つ

て根絶すべきである左云ふ祭者多年 の主 張は、未 Ｍｲｾ 貰現するに至らない。明治二十年頃本

恐ら〈は 11月治以降1 ) 前途有: e . ; の宵年製徒の風紀1住民{ の上lこ、此の根浮遊廓移料躍i芸大民汎

な灯影響を及ぼし ｔ こものはあるまいと為、はれる。孟母 ・三遂を 逆 ｬ こ行つ＿こ棋な好砂 ｾｊ である 。

郷根洋の立立ー廓を＿ 、 東京 ｬ 針は洲崎ｾ立地に移縛して教育施設の多い本郷界限の ｪ 引じを岡つ＿こ

風致 のIi可題lま守i? 悶々民性の呆づ 〈問であり、秋作品棋の風光 明細は岡民の誇 りとする所で

同立公開法の制定を見。風致地匿の指定の如きは全凶作地に普及椛行するに五つ fこ。美槻

ｉ 也医 力 指定はｦ［Ｇ［ ｊ 少な 、 い ゃ うである が 、牧 ｾｦ Ｇ イ Ｈ Ｑ の多年配慮せら れ ｔ こ 美 ＱＱ 弘容脊 Ｎ委員併の ＺＡ［ｉ ｊ 度も

ある。都市計委11法市街地 建築物法が :!il J:之せ られ、 一方lこは史蹟名勝三天然記念物保存法ゃ、

ｉＡＧＮＪｾ て、兎も角 者 Ｑ｜ 市 の 風致景矧に付て漸次考 ｬ むを初 ＱＱ ってボる ｦｴｦ￭ 向は 、 宥取し得られないこ

同

とはない。

Ａ武致地 ｅ 吉ーの指定は、現存の風致維持ー ｦｾ イ手 に賓のある工 作物 ぶ設 世や伐木 ι ｉ Ｉｩｬｬ 乃形状鑓更

られな小νいLいh、、。 美支剣矧矧!引矧抑!悦ω誕W仙州t地也削E院問疋切馴馴削叫の似釧州州:1出巾1，1刊 船l

風致を持守し叉はf街何勾期i術悶の韓; 泳支枕を民すと認むる&伽吃k き弘、共乃訓l除徐脚去却p附附附改剃ω(l修l疹 叫 多

を制限する消極(1") 7) 効果がある丈の事である。問よ り積極 的iこ風致美抑の明進は期待し得

の風 致ｾ ｾ 存し又は終 ｈ 荷の鰹去誌を ｊｙｉ す ｫ 認むるとき、 ｊ ｊ｟Ｚ のｾＩｴ ［ ｈ Ｎ のもき更を命 十ることである Ｐ

Ｍｕｾ 三は美 細 工 ｬ て 必 要あ りと 認むるどき美 Ｚ Ａｉｬｬ ｩ 地医 内 に 一 定のｊＡｦｮＺ ｊ 或を指 定 し 、 共 の 医域 内 の 建築

することである。第二は美矧地区内に建築する建築物7 ) : むほに闘する設計ーであって、環境

3 v  

物 の尚 、軒高 又は外 ＱＱｴ の 材料及 主 色 を 指・， ｴ する の である。ｾｾ 三の 貼カ ［ｾ Ｙ ＱＱ か都市 美 精進 の 偵
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極的の効果が期待し得られ るかも 知れないが、第一第二は現欣 ，J) 悪化を防止する消極的の

効果 しか期待 し得 られない。都市美1闘を段損する蹴背物は別途に取締 る。俗悪建築物で都

市全鵠が悪化する傾向があっても之を如何 とも鴛し得な い。勿論美槻地区に闘する 制度や

規定が消極的で美観増進に 附ど期待が出来な いのは、法1! 1I Jの干渉する 範囲が必要最少限に

止ま るこ とか ら来る ので、 都市美都市景観に闘係する如き 、天 建築大工作物は必す建築笹

祭の許可否? 受ける機併がある ので、共の際都市美の見地か らする 修正示唆制限の作用を講

すもるこ k が可能である 。都市美|問題は風致地区や美概地E支の如き 一局部の施設よ りも、 都

市計霊乃至市街地建築行政の全面的の活用に期待する所が一層多大であると 思はれる。

V  

都市は建築物の集合である。 各時代の文化の最高潮は都市建築物tこ表現せ られる 。一隊l

の盛衰は共の代表都市の盛衰で判断せられる。 咲 く花の匂ふが如き 平城京の建設 には、七

堂伽藍八重桜天然の風光と 堂塔伽藍、極 めて調和主主tJ!¥¥の妙 を得て奈良燃が'J熔j の文化 石?織り

成し ?こ。子安城の結構は勿論、都の守りと してのijil ll 枇働閣、夫々 lこ形跡の地軸を占めて、

天然の風物と建築造替と は、融合調和 して都市美の精進に容興 して居 る。 域主1¥の殻達 しに

時代の千代田城大阪城 の構 築の如きも 、河海平野のII IHこ無二の好風致 と雄大な闘舵治安の

象徴?こるかに見える。雄大なる理想も熱烈なる f判官渇仰の信念も 、耐1]1蹴批麗の建築物に依

って表現せられる ので、 盈代を象徴する雄大な建 築物が、向数少な いこと は遺憾 左せき' る

を得ない。明治神官内外苑帝都復興法建設物一丸のがj 附近の近代建築、市街景矧の年々 に己主

まって行く中 lこ、 どれ丈り現代都市住築の誇 りと じ得るものが教へ得ら れるこ とで あら う

かＮ古人 が京都雄 倉 の五 山、 高野 山、 比叡 山、 ｾ ｊ 山 八幡、久能山 日 光共の他全国主 ｉ ｊ る ｎｪ Ｇ J )  

名山幽谷に 、風光天然の景勝 と建築の人工左相f {c 1 ) 相扶げて、景説の優秀向上渇仰 }) 信仰

蹄依の宗教的な神玄な効果を泉げて居る例を見ても都市美の需に する建築反術の任務は、

想家 され るのである 。

V[  

都市 建築は多数の 人 の手に成るので 、 都 市 ＱＺＺ盟 �［ 不ｩｩＩ， Ｇ￰ 和 凱 ｾｴ となることは ｈ むを得ら い

個人 の家屋 Ｑ ｬｬ ｩｬ 人 ｩ ｊＩ 庭園には数干ＺｙＷＡＺＧ凝らし 、 周到争 ｽ￭ ｾ ｾＱ 佐川菅川をする考があっても 、 都 市 全慢

の景イ国風致は ｴｾ し 〈 無関心に ｊ ＯｊＺ， 位せられる。 市 街地位築 の 取締は警祭取締の 下 に立つが 、

瞥然の日的が泊凶的であるから到底抗極的な綜介的者jl di 建築の統;]iI] や指導じJ 1Ji 作 すること

が難い。 大建築7! : ' 1書官する建築技術J干の良心と技術に依領するよ り外はない 。fえって都市

美の震に す る問瞳の解決は、法 ;]il Jにも行政底分只も多くを j断うするこ とが/1' ，ｾ Ｈす ｜ 寧ろよ

り多 〈世論の ili上合的制裁に期待す るより外はな い。 先年都市美協合が保か '-，げfこ賢際|問題

が之を設す る。建築警幾の本命轡l開憾々合建築に 付てJK琳，jl El断の絡に f寸て.守i 1 閣議事情的I自i

; 塔主封! ! 侵し て、概日 i門外に於て腫J丸宜 しきを付与ない とか、議事賞の迫I場: ＮｩＩ 前に ｾ ｴ の美制 を ＿

遮 ぎるE言複の! E 物であると 去五、様な 考方から話然? こる除却運動となっ1: 。此の都市美の上



からの批 判 には向詳ｲＮ ｬｬ ｬ ｩｩｬＧ ｾ ￍＧ行な， ｩ ｬ ｬＺｬリ ｪ と論議が必要 で あると ｊι ば れる の である が 、賞 ｉ Ｚｾ Ｏ 川 国主

しては都 市 美の 見地 よ ｢ も Ｇ Ｚ Ｚ Ｇ Ｑ 抜に近 く訂 与えを ｻ ｊ ｦ Ｚｲ ｉｬ ￟ｾ するの雄ひがあるとＮￄ｝， 、 松な駄が ｊｮｩ ｬ ｾ Ｎ｜ せ

られて、 工 事中の警1間服小塔 の 切 b取 りが決行士おられに。{ ' 1 J れに しても此の事柄は都ili 美

運 動 の 上 の最も注目すべき事柄である 。同 時に係 Ｑ Ｉ 上げられに秋 川市、 千秋公閏 ｊｾ ｩｊ ｉ 却の訟

を担!立 て ることを問題 とし? こ賄も井上秋則市長や肱川魁新聞の共鳴に依って J以止めとなっ

ＱＺ 。古〈 はｷＺ京 Ｑ ｦｴ の計・査し＿こ赤坂妙 Ｇ ｩ ｬ 陸射 の ｾ日立が世論の反射に依って中止せられに 例 もあ

る。 大都 合の水 試は管理不行問で、風 致 美ilJQのJ てからも 、保 健1!ri生の」てからも虫日何に も始

末の悲 し、 有様であるが 、 令す れば汗化改善の時機が米る。 ｦ 漁り ｾ ｈ 短かに ｪｬ 日立 の 計 ［ 止をするこ

とは 、 考慮を要する。Ｉｪ主京 市 の新橋から八重洲橋に王る泳Ｍ担立 ｾ ｩ Ｇ ｪ ｮＺ 、 演 ｉ ｬｉ ￭ 川 、 ｩ￭ Ｇ ｾ 関 川 盟主

計設の如きは、 此 の掛からも史 ｾ� 保イが の 立場からも ｾ ｊ 否慎重なるＥ｀Ｚを必要とする。 Ｇ， Ｇ ｦｬ な

る Ｇ ［ｔ ［ 局者の狭院な考方に 一 任すべきでなく、Ｊ論 の 監耐と泌謀法論ある ｍ｣ ｴｩＺＭ［ 事者ーの ｩｩｩｾ 桁 Ｑ ｪＮ

Ht *IJ に傾聴することが必要である。

W 

J航路iI'i には昭和五年に 制 山し? 二五s築物ぷ杉煩院がある。大ぷ火災に ( kってi i ' l 減し? こ市街

。 f 1 ! ましい建築物が一 日も辿に 1M興昨建せられること を要望し、復興建 築 .1) llj JJ . oc 防火建築

干 Ａｬ ｪ ｬｬＩ ｊ 等の施設の外に建築物衣将 の 規程を制どし＿このである。 ｛Ａ ｾ江 ｉￎ ト 一一 Ｎ ｦｴ 保条 ｔ市ｼ 打 ｊ 街の芙Ｚ矧 ｊ悦提見 今 ｼ 伯

りと認むる k到挫」主; 雪築和物:涼立イ小本〉正;妙w一世に f依火り之をを? 表t彩移す。 第 二{時三本tJ i..f1f. J こj:{.:: りヨト; 診を交りんとする

建築物の所イ子持は、左の 『q: 煩 b li 長 に 挺I!J，すべ し。 ー建 物 つ千山i l;.-. ;I Ｈ 紡 ＩｾＧＨｩＩｽ の一段 ｊ 支 Ｉ

Ｍ Ｍｪｅ断、立ｬｉＧＱ ｩｬｩ［ｩｩ ｬ ｙＮＮＮは之に代はるお民。 一 越 築 物 ＱＩ 名都 、 所在地 、 ｴｉｙｾ ｩＱＺ、主 ｬｩ Ｚ 盟主 二 ＱＧＮ 費及 主 党ユＺ

五|三月口等を説示するもの。 ー設計手干の住所氏名及経断。 第三僚前{ 阪のill 築物を若手?fRする

矯め主主築物表 I彦君手作委H千? を設〈。委員千1( 立安品長一名委員若干名を以て之を組織す。

筑間僚委員は ￯ｬ ｩ ｾ 員及易経諮経験ある布 切 ｲｬ ｬ より市長之を命じ又は ＱＱ 泌託す。委員長は委日 Ｗ こ

るl I)J役より 市 ぷ-之を命子。 第五 Ｑｾ 委 ｌｈｾ ー は 千 ｻ ｦ 労を線、ｦＮｬ ｬＡＮ す。委ｌＱぷ事故あるときは委員長

の指名し? こる委LＱ Ｎｊ ＮｴＺ ｾ 別法傍を代ｊｉｉＡ Ｎ す。 第六僚委員長は委[1令に於て表』診を要すべきも の

と審千百し fこる ill 築物に釘し ｾｾ ￐ ＺＭｪ ￇ ｉ ｉ ｉ を ｮ し之を ￯ｬ ｩ ｫｬ こ報告すべし。 第 七 僚 前 僚の報 背

あり＿こるときは ￯Ａ ｩ ｋ はみ辿築物 の ｲｾ ￎ イ ｪ 者並設計者ーに表彰 ｪ 伏を贈 ＲＱＴＮ す 。 』 都 市 美に ｬ ｾ 討する桜

めて賃料な我凶の制度純白[ 立の ιIJ に此の規定のイがすることは注 11 に航ひする。共の賀行がtJ5

二 僚に ｦｫ る丹 ｉￎ イ ｦ Ｗ￭ Ｇη 炎 Ｑ 診を交げるｦＮｴ の 書類提 ｉｈ がない低所ど死文と等しい ｪｕｾ 態 Ｔ こ在るにし

?こ所 で、首時の横 筒市 首局の見識には敬服すべ きものがある。誌には美制審脊委員千? の規

定が設げられにけれども 、此 の 委n併の↑ rl i限 も 美 問地院内に於りる消倒的措置叉は指どの

頭要な司王噴に小l て、 地方1 :・'il ・からな見を0 : - 1段せられる丈げ の事である。員に都i li 美の維持m

ｩＱｴ ｄ ｴＮｴには、恒常ィ、断に剖 ｉ￯ｬｩ 美に防Ａする Ｔ ｈ ＮｲｪＧ ｉｾ 問題として ｊｉＩＨ 1) . 1 てげる必要がある。私案 lこ

依れば傑禿位築物又は ｊ 与 の ＺＰ ｾＱ 丘設計 の ふ ｩ 灼衣杉の女ｦｉきは、［最も泊岱 の 問 題ではあるま い か

近年に於ける 11 ぼしい辿築設 }) Ｎ ￙ｾ￭Ｚ［ 引は、 ｉ Ｈ 制の Ｑ ・ ｉ 金 を以て 一 般 の 建築技術者から公募

5 v  
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するの例がrn川せられる。女:坐 Iｾ Ｇ ノヲ 作品 ￐ ｽＮ＼ ｩ［￭ｾ も夕刊 Ｑ Ｑ Ｑｔ 、山本抗 、 街地 主 ｜Ｚ共 ｦｽＩ 他 の 例 があ

る。総出、彫刻、 よじ坐等[ ま jタuこ1i 1M:}l :の他のff lj があり 、昔柴コンク - J レも行はれる。建築

主制に小j" て綜合的な詮Wu衣杉の制度占仮設があって然るべきではあるま いか。美観審査委員

併は雌 ｊ ｦ ＺｦＩ 院に世かれるもので 、消 極的なず ｦ 僚の Ｑ｛ Ｎ Ｑ から ｊｌｴ の ｦｩｦＨ の ｦｬ ｬｊ ｾ む と 識 見とを必要とする

新 風設は望みｾ Ｅいが 、 本 ＱＱ ・ に秒ｲｹＷＩ分つに役人があれば、ノ γλ ・都 市所属 雌 ｉｴ ｾ ｦｬ 幌聯合 χ は内務

行、計-t12局あ fこbの辿築物 :ぷ彩;[i Jj 度 l迩設の立案倒的を示唆要望 し? こい のである。例・し従来の

如刊 行 僚の消極と無能に絶望 する の外はな いとすれば、六大都市 聯合の建築美制の詩術表

市 ［ｾ ｩｬｩ ｊｪ 度地・［設の方が貰現容易簡ｊＧ ｪｩ であるかも知れない。 Ｈｉ Ｎ ｦ れは都 市 美 一 協合あ＿こりに於ても都

Hi に於げる建築美制精進の立場から 、此の胞の提集要望を主張建議して、共 f}) 貫現を? 期す

べきであらうが。更に腕 〈優秀な建築物の表彰 e: ムゴ、ことであれば、建築皐合あ fこり の事

・Jたとするが好ましい o 4宇和の挫築物に付て既往何年川かの位築物f } ) 1いから 、優秀J ，' ( 越しに

ものを選ぴ之を ｊ え ｉｅ 推卑し料供に 於ける護 連 ｾｊｊＩ ｊ ｊ 設すること ｌｴ ，土佐築技術の 向上 逃 Ｒ レー のー ｬ て

に望まし いことで はある まい か。表彰の効果としての建築主、s設計 1) ' 、施工;者等の受げる

千 ｪ ｍＱＡ｜ｾＩ Ｑ 予の利俗 、 鼓舞奨 ｖｎｊ 等の 好 影響は謂ふを要しない ｯ -li15i liill 築の 向上殻達都市美槻の

精進も大に j倒待し得られることと思はれる。 ( 15.3.7)
世録音ーは償古監市n:役

第 3 回 全 園 都 市 美 協 議 奮 開 催

1 主 flH

2. 賛 JJ) J

3. 期 日

4. 場 所

5.  参 )111 布ー

Ｖ Ｎ 令議の ｉｉｾ ｩｊ Ｍ ｪＭ［

京都市、相li ↑i美協合

内傍1' I、) 以生省、 京都J(f

昭和15年5月日目 ( 金) へ6月! 日 ( 土)

ｾＷＨ＠ j¥il i li ( 岡崎公闘内京都市公合常)

各i li 匹、都 di 計;ilE地方委L l 令、 l勾工合議所、剖IHi美偽! 係閣盟闘係

者、大時各都i li

第 1 a  5月31n ( 金) .' I'，iiu') 11寺問 介

l. :1尖 拶 京都市長

2. 刷 都 内務大臣、以生大|丘、京都府知14jC

3.  排 出 京都市の挺史的費速に就いて

4.  研究討議 ( 各都市の研究を? を苦言及し自由に討議すること〕

第 1議 題 都市に於りる新自文化 を制不11せしむる万策

第 2 議 題 美11克容子E委員千? 設置並に辿: 絡統';[i Jj l二時討する方策

5. 者llrli 環境の整備に闘する報告並に建議

6  協議事項 〈り次回開催地 lこi抗するf ' I :

( 2') 地方都市美運動随時との辿: 絡に闘する f!:

7.  1羽合の阪

第 2 日 6月! 日 ( 土) 脱終 日程

ｕｾ＠ ｉ ｬｾ ｲＮ比叡コ ー ス 消 2 到[ 1 : 宇治コ ース

立｜Ｓ ＱＱ ｊｆＮ保 ｩ ｾ ｬ ｴ 川、 ｩ 嵐 山 コ ｻ ス ｾ ｈ 班お庭めぐ り コ ー ス
7.  参考展開千? の開1 / 11 者11市美に附する展覧合 ( 橡定〉 '  

8. 合 11( 参カ111 人に付金5回 ( 首日京都市合場に て受付 〉

9  純 制 刊 現古美協議併の粧過は雑誌「都市美」に摘I放し参' I ' t :X'l こ後
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都 市美 と 白 然 美
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都 市の美制と L、ょ、IlJ j越が近来何人にも一つの常識として取り扱はれるやうになっ?こ事は

錯 しいこ との- Ｍつである。 ｴＺＺ が 、 都 ￯ ｬｩ 美とは ｦｬ ｩｊＯＡ，と開 ｾｩｬｩ って ，ｩＡｻ かれ Ｗ こらイ ｉｉｊ とｉＮ ｲｾ ふべきで

あるか、 その答へは決してまにー椋ではないと j品ふ。者Wr[ i のI!Ui 題としては都市計葺もその

一つであり 、一般のおI¥i li 行政もさうであり 、父純粋に審夫的なる都市美あるひは) i ¥. 致のIIU

題 も都 市 に闘 する 11，:): 置として) 1 ' 後される。今、経怖とか財政とかいつTこ19B胡は外にするも

都市 計設なり者n¥rli 美なりの問題は叉必然にそこへ色刷係してくるのはむろんであβ 。がさ

ういよ、方面のことは一切打ち切り「都市をし、かに 11，みょくすべきか J といよ、l I j ..f: IJ( I"J 制戦か

ら都市問題{ t > ; ; l 手続する場介にも都市美の問題はtJ として等闘に臥せらるべきではない詐であ

る。普通いはれる都市 改; 与 ( シヴイツク ・イ ンプロ ーヴメント) の Jli も 都市 の構成的機能

をいかにより干与さ方向に向はしむべきかの152き誌を 中心とするものであうて、者11市 とい」、有

機績が完全に機能を殻折 ＱＢ するｾめには者 ｮ｜￯ ｬｩ の 緋成 、 都 ￯ ｬｩ の美棚、都 市・ の符 ｊ 生、都 市 の交通

機能等- - I) J を合めて'r[ ih': の 1- ｻｉ Ｚみよさ ｾ ｉ :地 J 1こらしめる僚1 ' 1ーを H現せしむる方策を主主めね

ばならなし、。

いよ、 i主もなく都ili は人川の築園生川の - "d:<・象でゐる。 111" 人生川の佐l山は何 人 も人 11¥1とし

ての ｴｾｬｩＱＺｉｊ として要求されるが、集問先 ｭ の ，｜，に於ける例入は集園生 ｴｦｩ を保持しその機能を

ｾ ｉ ｬ＠ ［させき。る純 ｼ キ Ｑ に於てのみ ＱＱＱ ， Ｑ 人の白 Ｑ ， ＱＱ を ｾＧｉ ー される。都市生爪はｴＧ ｩ に近代となって手 ［ Ｑ 皐の思

必を此も多〈主受することに於て十j 務 や山林の生爪と玉大な附 りそ生じ? こが、 3父〈それfピごけ

骨例自川1以人の生 i

ぷでゐるし 、 ｬ 及 Ｚｨｾ ｐ ｉ Ｚ ｉＡ， ｲｾ も円 Ｑ ＱＱ であるが都 ￯ ｬｩ の路 Ｎ I  ｾでは他人の妨害となること、楽 人 の手 ｰ

ｩｾｩ ｟ｴ ， ｾ となることは， Ｈ Ｑ Ｚ されない。路 ｻｴ＾［Ａ� むにも ｫ 行［Ｚｦ ￮ｨ の法的 制 ｾ ｬｻ { t > 守らねばならな し、。 水

道 、lLJ 折、電気の，出• .!J.{lこ iii. する代り、 その[ 来川 lこ闘しては弁ん広められ? こる規矩に従」、義務

がある。つまりイII，III"J な絶封惇 ti jj 午察されす、集闘の機能を告する行常は許されな い。とう共

に11古i人のより 良 さ ｾ Ｇ ｾｩｲｩ を集凶のブ ｊ によって保持ーするものが都 市 生 ｲ ， 行であ れ その機 能 に よ

って 人川生日{ t >r' .' IJl立に殻i主せしめるものがii11i li 生i ' if ; である。一言にして討へば自然性 lこ3討

する人1: ¥1性の高坊、人J ' . による自然の錫楽に他ならない。文化の語が自然の誠治ある定:

ザイ ・Hピ( - ｾ 可ン

l床に 於 て、 「都市 らしきこと」が文 化 を:un，..j: しに語家の控化 も査し首然である。それは

必然に集l副生日のi%l .立な世述含ま fこ，む'!未寸るものでなりればならない。

この; む: ' 床に於て都市美はオlH' ;( I"J に向然美と異る。者11市美は自然美にね !主J するものである
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と ｪ たに全〈兇質のものである Ｓ 都 ￯ ｬｩ 夫を ｾ ｴ ニＧ＾ 11iJ，¥7t;の fWI からのみは るのは; 決りである。それ

は必然 lこ「生前」のj出掛から考後し、 「生前の美」 とし ての立場から 見ね ばならないので

ある。都市 の美観と いふ 諾が較もする とに Y 風 光の美に併されやすいが、 ぞれは{ J ろん 人

II¥J ijiJ l: ft を娯ませる 必要上需めらるべきもの であるとして も、? こ Y 平商的総説的硯先美が者1¥

ili 美であるのではない。それは賓に人11¥1生前の集闘的有機的な活動を 中心 とする美の表象

として存在すべきものなのである。この立l床に於て都市美 (1いつも桃成的であり立韓的で

あり動的であ り、有機的なる 要素を必要とする。人1m生前を? のぞ いて都市美は全く答L肢と

なる。恨 りに善美を京し.tこ建築や道路，や公閣の都市に l 人の憾な人なき! l k 態を想像せよ。

それ1; 全く死者1¥鹿都としての存在でしかないであらう。ポンぺイの駿rrIl ;1こ立って、その完

全な古代の都市計剖を説ふことは /1¥'>1' : : ても、あそこに世らの都市のもつ「生命」の - J ;' も

イf 犯しないこと を忠ふ時、 それは完全に死者1¥以ー上でないことを吹11るであらう。

アルプスの 山総やナイヤガラの爆ギli やは自然の作つ? こ偉大批般な美却である。そしてそ

れは完全に自然自らが生動してゐる自撚の自体的風景である。アルプスの登山に電車がm

ゐられ、 ナイヤガラの器不fj の矧光にヱレ ベーターがよIJ ゐ ら れ よ う と い 自 然 自 ら の f円動は

何ら阻害されす、零や雲や7kや議の運行は自f I : である。これを何らか人 II¥J の耐平IJ に利川せ

んとする工夫は生じても、人II ¥Jの n民が感十る自然美の偉大は自然自らの生前する様Jれから

生じてゐるのである。自然が大きければ大きいほど、そこでは人rl ¥J が卑少であり、入力が

その前にわi してゐるのを感じる。自然のサプライムの槻じは人川力 をそこに力11へないとこ

ろに 、 まに力11へーられない庭に生じる。それは副党め美以卜. に人1l¥1精i¥ill
l
¥こ働 t 美であるから

である。かような自然美と人 1l¥1の集園生日の表象としての都市美は全然釘肱的なものであ

ると共tこ異質のものであるのは論を侠? こない。

そこで認に「風致医」の問題を考へょう。 J! l ! . I ，致民とは都ili 生i ' ( i のなかに幾分の自然美を

交へ? こる医剖であらう。それは時にえきい自然を一一 11¥とカリ ¥1とか、森林とか、糊行i とか

一一背景じすることもあらうし、スそれらの自然を? とり入れに rjl に都市的要素を交へ? こ l瓦

却もあらう。都市としての建築、交通機側、 lli 路令: を備へてしかも 一方に総樹の出む班

| 刻、防毒史的記念物、或ひはよく整八られ? こる糾樹の刈、拘Iの犯のよくメ¥j られ? こ芝卒、 一ー

すべて自然のー怖が都市の人工的施設と良さ調不11をなしてゐる区制である。 それは都市の

ｉｉｾ に あって人 ｉ ｉ ｜ｊ の附見にも手 ［ｾ ｩ ｜ｩｬｬ ｬ Ｈ こも安らかさや終活 ｩ ｻｴ＾ Ｎ ｬｪｩｊ へる 一 つの ｅ 主主 ｉ ｊ である。人 川 の物

質生前の ｪ 渡利 Ｗ こる機能を示す工業医、ｦＧ， Ｇ ｾ ｪ 業 ｅ 引こま さｉ 腕して者 ｜｜￯ ↑ ｩ の ｩ 副 ｦｧ な閑雅なｻｴ ｬｩｬｬ 自 ｩ を代表す

る区割であらう。? ごからこ〉では自然が自然そのま〉の自体を人IUJ ブ] ¥こよって制肘され、

都市の建築や迫臨を! J Iきi Uこすnめにも 、その刷者の美しい制AII { t >示す? こめにも 、自然が人

ヨ ン モ シ

工 lこ馴致股従される位世を取るところに その本米がめらう。 f命敦などの郊外に見る郊外岡

の如き院大な平野は夫れ自身大自然の一部であるが、それが美しい道路に固障され、 さ〉

やか な別抗などを近< 1 こ鉱織するあ ? こりク三振 り都合の要素を大 i当然の協抜の 1:1-
1
に加lへ、人



1m Ｇ ＱＧｾｪ［ Ｑｉ 児をｼ当然の ｲ ｬｊ に求める院 Ｑ 刊に他ならね。それは所前ハ イ キングの＿こめにも 、 ピクニ

ツクのにめにも、父1 i 1 ¥ｦ Ｇｲの本紙の ｩ 問濁 ｾ￬ 下 ｻじす る ｦ こめにもよ込草作 Ｈ ＱＺ である。巴 ＱＱＱＮ の ｲ ｛ｪ ｬ ｬＧ に

ゐるポア ・プーロ ーニユのぷ林もさうにし、イ1' 1十本滞タトのグルユンワルドも 5 う で あ る 。 *

京で言 へ ば 奥 多 摩 の 渓 谷 も さ れ 、ふ底になるであらう。が、さうい」ふ、立臼I味床の風致医以外に

，)仇1': 1)礼l

る;諸Ifi!所列山.- 1:にこ風主故士阪の; 設主ι はあるよう Tピごが、 この風王立匹ＨまｾＧＺＺ <人¥i ¥1の都市生前の必要から ill ら

れに自然美と都市美との ｩｬ 仰 ＱＱ 区 ｾｾｉ ｊ でめるから、そこでＨま自然が人 Ａｴｬ ｬ 力の ｬｉｪＱ ｊ ｉ ｈ ｾ 交げる と 共

に、叉人工に劃して自然との調和1を妨げる要素に釘しでも集国生 i1i の 必要から 騒々な制 肘

を 力 ＱＱ へねばならない。集園生 ｩ 刀法一切の調古をｾ J!f さぬ如 〈、風致医はその自然に封 しで も

人工に封しでも、 調和を? 妨め 、不快の感を興うべき 要素の除外排 a徐を 必要 とする。? ことへ

持美な建築を建てるにしても、その位置や、様式については一定の制限 が 必 要tこなる。 調

布カ: 詐されな し、 からである。このことは般需に言って風致阿4 のみのこ とで ほ勿論ない。都

市美の構 成は いつも集園 美に必礎があるの であるから一般の都市美には勿論Ｑｦｵ ｾ 与が許され

ない。いかに金がかけられ＿ことう了、一つの街区の調不ｉｬｾ絞る如主建造物は許されな いので

ある。不手にして我同の都市ではこのことがまに賀行されてゐなし、から、どこの都市 も 建

築の見本市の如き不揃の現貫主 ｾｉｉ 暴滋してゐるが、風致医に於てはことにそれらが自然そ ｴ

b入れることに於て一層デリケートな旅立が行はれねばならないのである。

風致ｾは都市生日の出動ｼ釦 Ｑ こ針する慰安 ｦ￺ｌ 組組曲Ｇに討する泊、組曲ーを代表するが 、し か

L それにげの効川にけではなくもっとシリアスな質f J j 1古[ をもってゐる。この貼からもj f i . 代

都 iti としてそれ: ま必要な _ .J;li: i!lI Jでなくてはならなし、。それは {I 付〉と言へば現代世界の危局

が首面する戦時 ｪ 伏態に於て将 ｉ｜ｔ ｛ｪ の ｾｪ ｪ 出 機能を勤めるものがまにこの限 ｩ｜ｾ ｉｊ であるからであ

る。市街地によし防宗壕や地下卒、地下道が作られるとしても、幼少児の避難所、多数市

民の安全地帯を提供するも のはこの風致医 tjJ に干i γl うする安i也、林'l ' i ' の如き lこ. : R めねばなら

ないからである。従って風致医の主要道院は 'iJ として狭慌であってはならす¥ 一月ー有事の際

には精株の輸送にも、警備の軍隊の通行にも堪へる Tごりの成さと竪中さを持ってゐねばな

ら Ｗ よい。公開や空 ｴ 也、林 ｬｬ ｦＧｊＩ干ｻＱ Ｑ うは賓 ｬ こ都市の生命中 ｊｩｬｾＧ Ｚｲる役円を果すものであって 、 Ｑ Ｚ， Ｑ

ｬ こ半時の美制区＿こるの役 Ｑ Ｑ ばかりでないことを ｾＺｉｉ るなら風致慌の泊設は今後もっと聞けい こ

介ｾｉ｝ｬ化する必要があらうと思よ、。 肯 lid<;1主丈酪門家

わ が 国 最 初 の 跳 上 橋 可 動ー電 車 線

我凶殺j めての跳七橋戸Ti ! i }J電車線 IJ; 大阪繊道局に於いて完成されることになっ7二、大阪西成線' D

安治川口一i饗島聞に現在iit 1: 橋があるがこれはガソリンカ ー及び汽車を針象として居 るので架

線なく今同の定化によりどうしてこの跳上橋に架線をなすか閥滋技術俸を動員して研究中だが

完成の肢は大阪のー凡物7こるを失はないであらう。

跳上橋に架線のあるのは内地では官il 例がなく釜山において悶種のものがあるが、 釜111のもの

は跳上げの場合においても橋が架線に抵繍せす・大して技術上困難ぽ伴はなかっにが、今回の

跳 l二橋では跳上げに際に普遜の架線では橋が架線に抵筒するにめ架線については濁特の工夫

合必要とするわげで大阪 ･ ｾ 送局では ｩ ｦ，ｊ｜Ｚ ｊ 技師が主任となり �ｬ l' 試作研究を進めてゐる。
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都 美 と 建市 築 j菖 路• 

今 哲:Jt-

近時都市が、幾分づ〉整つfこ

形に縄 りつ 〉あることは、吾々

建築及土木 :つ業に携 る者 とし て

陵町 ｾ Ｉ Ｉ壬り で あ る 。よ至宝 ＼ :舌々

の努力の結栄 なりとは1言今る も

未?ご満足D 域からは除程の距 り

がある。 即建築にしても土木工

事にしても 、 f1 ii Ii : 熊円の 門的に

のみ拘束せらる〉紡県、近代的

感位に泊I . fl: iせぎる工L飴りに 刺軟

性: D もの多きは遺憾である 。夜、

(1以下少 し し 都 市美 つコ悦粘からのみ、住宅徒及iil 燃が如 何j に者1¥市全議と しての景;1犯を符し

第 l 箇 東京銀ｎＭ Ｕ ｛ｩり ｭ ＡｬＡＺ ・ 伊東屋 ・ Ａ明治製革の 三 ＺｾｾｊＱＡｬを示す

つ〉 あるかを述べて 見?こし 、。

都市 ヨ コ景閣を ｦ 王 オ ｻす るものは 、 先づ建築と土木工事 で ある。就 Ｇｉ ＮＧ ｾ 築 ｄ ｉｈ ＱＡ ＼ｩ 不 十 ｉＧ ， ｾ＼ｩは 山［

に都市美を支配する。 此 : D意味から先づ建築:り現Hえを検討して 見ゃう。建築物 :D大部分は

都市美力増長の需めに計課: せらる〉も の tニヨI・5 るが般に、 多大 :D犠性を初1¥ふことを強ひf与

さ' るlよ1乙よ りなる も、住 築がね¥TtT美を支配する立場にある以ーと、 今少し〈者1¥汁fft 雑，} ) 長制

に治 ｾｑｩ するやう計設費施せられ＿こきものである。恐らくは建築主の希史ならんも、底建築

炭441家 乃肘心 力舟めとも見ゆる i徐り lこJ6
t

( 背的:D計者iーの建築物が多い。既イfーの建物. を! 頃限す

るが如きも ＧＮＱＩ 、 或は引 ｗｴｾ にして ｉｨ ｊ ｜ＺＧｩ ｪ の環 境 乃低 利 ［ｾｦ 成 ｬ 表するが如きものを散見寸るは賓に

沼、ぴ得 Ｕ るも ， ＺＰ がある。時には勿論 ｉ ｉｊ ｪ 色五 ｾￆｩｪｩｑ し ｔ こるがおめに環境を ｩ 波壊し布 ｜ ｜ 市 美 ｄ 与込山

であることもある。 一 ｬ 酎｛ 川 ｪ 主 ｬ こ ｊｌｕ 、質なるが如きも仔 ｾｬ ｩｉ に 二 ｾへると［ :fi i¥人D !l:1lt lJJ iの1主射とな

り7こりとせば、反つて I1川IJ j注主に イ不よJ必ど、賛賢，.1)申判lJμI

て然りである。 一一-f砂例9列刈'lJ をを， J点t!友<:京の凡のl内有九、1下仏ヘ1-城夕外卜苑 1滑汗ひイ伶7乃〉高;肱裳何をを?づよ比Lても仏、 既Ｈ ｻ 隣終ｉＩｾ主犯挫 Ｑ主 ｉｉ 物よ

りも(，司守刊力、-一‘ つ D 完栄之 iけl をを?り |い〈百可I きも の力が;光つ:..l巧J汚4引l応台むi: ｾせ ｦ ら れ ｦ仁こるや ｊＩ Ａｾ惑芸肋 力が ［する 。 在、 はそこの 姥 宅 ｾ ｾ

物が がH'，Ｇ ｾ七 Ｎ ｄ ｦｩＧ ，Ｚ ［ Ｇ， もあるとい λ 、 の でなく 、 必十 字 つ ＮＱ Ｉ桝ま つ仁 、 Ｍｬ￭ ｩ｜ Ｇ ｊＡ ｩ 美 町 ｬ 提貼 から ｲ つ ｩ ｬ ｬｊ 手 Ｑ Ｑ

'¥"1:をy ; へられてない建物 もあるやうな試がすることを J! I述 べ r= l 、〈である 3 此1 ) fi 守勝治 t.i

風致 地 ｆ 吉ーであるからをＺＡＡ築物 ｊＩ ｪ Ａｩ ｬ｝ 限 をも ｦｩ ｩ ｜ 市 計 ｾ ｮ 法又 は 住 築 物法 ＺＱＩ ， ｜ ， にＩ ｊＡＱ へて 、 環境 ｊ ，Ｇ， ｪ 不 ＱＱ ｊＩ

項 11 を押入する必要なきゃ。
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両前官 !一; 述 べM 如 〈し、 砧倒築主の宥希希惜j嘩-望望を引制付貴知!!附I

の必雌態なるが伽に、後に建つる建物主が如 何に譲歩ーし、如 何に引 J附 加 へ で も 、側

の 景仰に 締 まり を イ ｾ ｊ げ 得 な い場合がある。 率 ろ大部 市 制七 の ｦｩｩ 片庇散 ＾ＧＡＧ ｩＭ￵ ｯ 而し て 之 は
ＢＧｉｾ Ｍｉ こ ＱＰＱＱ ｜Ｑ え ＱＱ 物 カみ に Ｉ Ｑ 晶 子し て ｲｾｾ 公 ｾ ｲＮＱ｜合に 於 ても 此 の 例多からさ Ｇ るか。 例 へ ば 、 守 ｪ Ｇｩ 隊 Ｑ 議 事 ｴ

のr Mi階 、ま(f C己にしてス カイ ライン とi} i材

その前 IrlI にー

J育 l Uc J ) 外:! mをイ{ し、依 りに現 賓 的 な る 弊i犯収! /) .1;0ーを配 し?こ る如き 、然 も首時、省11市美 !必

千'，' -nJ) j也よ りi:j l' ，:;:j弧烈 なる 抗議ありて そゆ尖 端三分 、Dー ;立引11:[; せら れ? こるも 1，' ，J .fl 現 在の )11，

態なる を 思 ふ とさ 、 ， ＨＺ ・ 胤ＷＩ 建 築 に 於 てきへ 、 ｉ ｬｊ ｪ 全 ｊＩ 前に は 、 ｈｾ 穿 ｭｬ￱ ￯ }) 景imの如 きhi1il. ι せ

られさ' ること を賃設するも の な れ 斯の 如 ｾ Ｍ ｉ ｉｉ Ｚ 附
多

くJ ) 考! 台:を? 姉 !まれき' るヲf，'定なる哉とすべ し。成人は建築物 D主n::< は二、三十年にして 既に

1ι つ使命' e i揺るも の とすべきに 小j きJ七万後 は杭術的和j 川のlt'i! II '[少し として遂に 改築の 必聴

ｾ Ｊ じて ｌｦｪ 建物は 撤 去せらるべきを 以て、 都 市 美 ＱＩ 虫 ｮ ｾ ノ ｫ 述 Ｇ Ｑ Ｇ Ｑ Ｚ の 論黙 の 需 め 、 現布告 ｾ Ａｈ ［ ［Ｇｩ

:U¥tこ忠ふに 、 :{ i つ如き論は - -1
'
位: 成 b立 f

こんも 、二、三十 年改築設の如き は賢 現
1' 1'はぎるこ

と ｾ し 。 ＱＵ に近時往 復 拘が 愈 Ｒ 同 ｬ ｦＺ となるを 思 ふとき 、 建築物 刀 生命 待ノ ｫ きを 忠 ｬ まさ Ｇ る ｮｊ ら

としての者I¥f li }) 長制等霊主義に立脚して建築物を設計 局j工すべ きに非す，e の論め らんも 、

十 ｯ 十年前 に よ ｵ こ 大 ， ［ｎ μ 川 令館 、 ＡＡ ｘ は最近 ｈ ｉ Ｍｳｦ ｃ ｉ てれる餓道行とＪ京牒と の 調和 主 主はｘＮ ｦｬ ｾｬ ＼ ｩｾ

j迫 松屋・伊東屋、明治製 薬費 底 ( 抗 l 岡) と の構i釘等、何れも筒んに 比て思か るべき計 {I/: と

は思 はさ' るも 、者11市美 の11対話li よ りして果し て優良の形態色彩と式ひ得んか。

1J ! に建築物との淵手11に!r.t ては、建築家と im!X伎俳'i-X' も依 りに¥i1i ! i ¥. i : せき' る場介多し。 一聯

の建 築群 iil}，: /i ¥l の/(会路、ill 餅?に & 1支す 円 it: .1) Q・j

; 影等も都iIl・4〉111却に 持 〈ベ し。住 築物法に於て

前 Ａ 師 道 路 の 幅 ｵ とえｾ 築 物 ｊＩ ｉｾ Ｚ ｩ に Ｍ ￆ の ｩｬｊｉｊ 災 を ｉ［ ｉＭｊ

すo 1'1. し、ょ を柿可i 史 的 J) lfJ 得点よりすれば f!oJー

二i5にが[ せき' るか。 現 作のffH}¥は、大 事ーに於て、

百地 Ｇ ｊＩ 利川 金 主 ｉ ｉｊｾ と し て 、 森 ｸ 的 ｊＩ 何 ｩ￭ｬｬ ｩ に於 け

ると 、 小 賀 ， ｻｴ ｪｊ ｾ ｬ￭Ｇ ｊ 7，)t切に於げると 、 i互協耐Ll に

す ｊ しては Ｏｴｩ ｊ ー 北 キミで ［ 間 以 ぜ んとするにヲ Ａｾ ｰ ｮ なき

ゃ。 建築I l j I的、正:i さfカーに イh 、ても各異 IJ 1二る 特

徴を千 ｪ ・せし むるを ｪ 也 市と Ｕ Ｒ ゅ 。沢 民 に 高 さ の ｡ ｪ ｬｊ ｪ￭ ｊｾ

は前 創立 ｉ 践 を ￬ＺＺ ｬ ｬｊｾ e し忌 fI!l J方及後方迅践 との訓

手11そ犠牲と なす J ) 蛾な きか。nn炎 @よ りはて灯

もしき建物にあり て も 、 杭通り の 迫臨 との Ｇ ｾＧ＿ｉ 何 ｬ

に著 しく 猷 くるものあ るを'f:tゅ。 fI' " 年拶;以') 1tる

京 京の第 一 相 互 舘 ( 引 2 Ifi' ，il ) は三方よE践 に約し

て後 退せる矯め各方l白[ よ り凡 て見良し o .i V D  -

¥よ¥ミf

'. "  "  

¥哲

、¥

、¥

ぷ 2 I凶 jjpjj お佐官32謀総滋

して組問! しめる契' J !
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仰lに植樹帯を附 し? こるは道路幅員に封する良き解決法なりと思ょ、。近時此 1) 何 万手法i : ' 廃

見るは 、 或は建築物法の ｊｬ ｩ＼制 ｩ の要部 ｩ あって 、 不 Ｊｾｩｦ Ｇ ￭Ｇ をも忍びて の百 十 誌 な るやも ｖＺ ｉｉ れぬが 、

共 :乃 何れにせよ 、建築主に封し敬意を表するも のなり。

東 京、大阪等に於て見る立n< 、 地盤表土がil射場j音なる時は、建築物には、後日 'J) 路商沈

下を橡楚 Ｑ して 、 過賞に後退せしなるを要すべし。伊 ｪ へば 、 日比谷 刀 附近 、 最 も ｾ ｉｦし い 三 ｦ ｦ ｩ

ピルに於ては、 歩迅ーより建物に入るに二三段を lてるを要寸。ヲ与の外! 恨のml なる は元よ り、

建物れj 川上極めてィ、利ならん。若しそれ、道路管J ! 1l 7i ーにして、道路上に段階設世を黙認せ

き' らんか、 人のH'，入も不可能に泣からん。之等は首然、前初 .7) 計査に 於て、油度' ) ) 後退を

なすべきも のにして、此 J) 駄のみよりするも大建築物にては後退制限を法に依 bても規定

すべきものなり。此の後退なきが矯めの道路に及ぼす悪影響! ; ま枚泉も及ば子。或は前l百を

建物の一部として使月1し、 自己自動車の専用の欣態を呈 し、誌にしさに王りでは、都 市 D

Ｑ ド心 者 ｾに於てさへも 、 道路を工場力一部として Ｇ， ｭ 占せるが如き仰をなすは 、 ｙｩｬ に都 市 美つ

制執よりして、 イ4泊首と考ふ るのみに 非らさ' るによ 6、え! t 築主としても、建築て| にあ りて

も深長の考慮を願ひ? こさ黙なり。

建築物を、. 宅地 7) 11¥1 口一杯に廷でることは、. 飴秤= 川主じ; を仰はさ' る映り 、切f i " l !) :ill物.!t: 

の も のの美視 を守する結果ーを比ん。勿諭建築物 ｬ 立 占 ｾｉ ￯ｬｪ 夫抗一主義 に建 築せらるるもー り に Ｉ Ｑ ，

ら さＧるも 、 悲 し〈 環境を行政泌するが如きときは 、 ｩｬｬ 築物 ｾ Ｎ｜ ｾＺ ｽ Ｉ＠ 1' =1的 1) {'1'(i ¥f L  i:' f1' IJ;成すべし。

ill 物 .DII¥I口問題 は 底j 刊誌 fI"む つ場合に於ても 二/5 1. 色を嘆すべし。例へは、 i也併より jf. 附 迄を

一 戸とする場介に於ても、必十しも各戸一械となす の聴なく 、二戸 5( (1蚊戸を一 陳 とし、

Ｑ Ｑ｜ Ｑ 円をＡおくすることも者へらるべし。 ｩ 後 ｢ にノＱＭＱＱ｜ Ｑ 円 ｾｉＩ ｩｬｬ 物ー つ 櫛比することぼやずれ の渇 ｾより

するもイ司IJ ならん。

事務所建築 lこ於ては勿論、イ 1: 宅建築に於ても 、{111n .1) $/. '; L  i と成る組| 市j ｊＩ ｬ ｴ ＼ ｦ｜ｾｉｩ ｜Ｑ 円 にＡ主

らば 1:地平IJfi J  ｉ ｾ 及 ｩ￭ＱＱ 可 ｪＮＯＩ 芙悦保持｟ｉｾ仲 ｈ 専ならん。日本 風合 ｷ と η 場イ＿にしても升 ［Ｑ 司肢にし

て、3忙しも 11¥1 n )[，' c  ＼ して 、 ｊ ｌ ｩｬｬ 築面的が こご と ｪ 也 ｬＧｦ 数 ｄ 二制 以 ｬ ス ｪＮ η Ａ ｭｾ 場介には 、 大唱に於て

手十戸，1品ひJ ) 能力家信置を主! t つるとも者jl 市美を存することなからんも 、ょに反して小' む地小{ J

ＧＭ ＭＨ［に於 では特に 併ぷ を嬰すべし。 ｾ￭ ｜斤 Ｚの 協 ｖ ｾ ｬ ｜ こ よ り て隣接家Ａせが 協和す るに於ては 、 ｾ ＱｉＮｴｲＺ

に{ . L:み心地 よ主 性 Ｇ ちとして ｊｾｈ￮ｦｪｬＧｕｊｾ 高まるならん。然るにも拘 Ｈはまら Ｑす、 ｌ 一

てさへもL 、 ｦ向 Ｇｬ勾 ｴ可 ､ 且 ｪ衆奇役之円をを ｾｩ｝ ｉ ￞カか〉んとする。 即 断背 ｦ的 ｬ内句 Ｍ つ 芯泣Ｚ前減 ｩ をを＿滞 Ｑ県了」辻 ＴそＮするは 、 lif かなるべ きイ 1・宅地

主? 硯世 |てU'jば騒! ) ! 感を免れさ' らしむ。

［ｴｾｾ 、 斤 岡都 ｔ ｬｪ .1)迫・1告:川ML1  ｾ立 問々に就て見るに ｦ ｩＧ￬ｬＸ ・日に 過 ぐる ことなきゃ 。 勿論 ｊｌ 憐ｼ

に は 泣憾ながら道路 Ｚ ｉｾｩ 的少ｾ iii¥i' 1了!面的と の比 率低き行め、交通斡料が地方的 。i W路 { d食ね

る場介多 く、道路と云へlま常に民主主" rりみ待: ぷ u、 - -:itJ¥U' II!. からぬことなるべげんも 、ラヒ-

ｩｉｔｬＭＺ［ｾＺの泊、化に淡頭して、 ｊｩ ん制ｌＱ ｾ術 大せんとす るは Ｇｊ ［ Ｚ ［ らす ｯ 反ってＩｻＡ Ａき カ ｱｾ めＮ り 交ｩｩｄ Ｇ Ｚｉｾ Ｚ

1']'1)械を米 fこし つつあるの嫌なきゃ。或は5 ( 1! ¥li 111 ./) $/'¥ ｕ を貨 ｊ ｉｾ し て 、 ｔ ｬｪ 何 ［ こ予定季語 ｽ ＩＡ惑を起す
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ことあり。共は兎に f句、 汗岡にては建築物刀高さが三十一米に限どせらるる以 上、 都市去

の矧; I l }j より 』正て、怨築物法7 ) ) とめに fi
f
¥[出して、逆に道路の幅日を限定するの要なきゃ。現

在ＧＩＩ法律にては 、 尚北地に於げる建築物方向さは辺似の一倍乙 ｩ 三とあるも 、 ｭｾ｢Ｇ ［ と建物尚と

の此カ比率は者j¥市美より見て疑ひなく趨苦;1，よりや。

: j ，くに最も再検討を致しにきことは、殆んど組、ての工場或は倉町の類が、誇張，して云へば

雨露を iげj ぐを旨とし、外! 切に十J'; きでは何んの考 lむをも力11へられさ' るが如き感ある提出なり。

一般 ｾ ｔＩ 土木事業に於ても、例へば水道に闘する工事等 ｬ 立 、 高事 ｪ 清潔を旨とし 、 外観にも特

に留意して整ひたる形態になしりつあるは、市民 ! ) 事業に劃する イ言慣 と安心二D震なるにゴ I=-

す・して、 7]( 也事業乃従事Jf・白身に 、始終情浮緊張の瓦分ならしめんとするものなることを

忘るべからす。即一般工場にせよ 、 倉Ji Hにせよ生産 ijil l の優秀を望み、需要有・の信川を確保

するが矯めにi 先つ' 建築物を優雅となすは極めて有利なり。即都市美を保持して製，1，'， )) 優

秀を期しにきものなり。東京 D 都市美協合ば像てより 、何年四月 三 目、都市 :叫l! i 樹を勧 奨

しｾｅｬＩしが今年Ｈ叶ＺｊｪＺ ｾこ 、 工場地ＡＩ級化に芯さＧし去る同月三日 、 四日 の隔 日共 Ｇ ｽＩ 希望の一部

明治前;l - g 表参; 丘町組餅おの俸を' f f . 3子に '下r : せしめ

第 3 園

市街由美吸をI昔:邑せる民

を賀行tこ移して* 京市域京区の

工場地に植樹刀立博並に賀行を

なしにるは 、 ｻｲｾ < 右mm想、に i邑

延sせんとするものにして、美 化

せる工場地即ち仮禿製品を主張

し? こるものなり。

都市美 D 観鮎より ill尚喜? 見る

とき、先づ考ふべき( . ，: J レ乃幅[ l

なり。前に述べ? こる tm<、建築

物に高さ引I i IJ限ある以上、，とに

調不11する道幅は白から ;どまるべ

き.::q!. なり。狭 Z 道に櫛比する前i

ｺ 建築物が如何にイ、調不 Ｑ Ｑ 、 イ ｾｦ 長

コミにして 、者 ｪ｜ 人に ｉｱｾ 迫感を興ふ

るか :1外岡郎市にては展はると

ころにして、新進部市‘ こして j 与

の翠に散が如きは泣くべき途な

り 。 建築 ｬｾ￭ｬ ' ) ) 後退により 調和を

計り者j¥市 D 美視を損せき' るやう

旅立致しにきものなり。 市 中底

散見する如き前面道路 D 幅日に
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は梢泊隠する建物 !J ; 、 lflili百の迫路又は隣接し Tこる建物と

のIt¥l の路地に 劃しては、極めて不調和を* しつつあるは

遺憾なり 之れ極度に 二1: )也 を利mせんとする場合には致方

なか るべし と雌も 、一方には側| 師の保光、 通風等よ. り考

へ Ｑ ＱＨＧ せて必十しも建築商杭 の 過大が土 地利 用の［［ｲｾ一義と

は稿し ｊ 到 ｉ ｾ 事場合多きをｾ［Ｎｊｴへ＿こきものな ｢ 。即之等は述築

物法に詳細問視主主? 設げて、一方には都市美を保全しー

而には土地平IJmと歩み寄るや う考慮すべきもの と信子。

方叉、道路D 幅 [ He右 u る場合にあ りても、現在の交

泊イD敷金のみに依存せ守して、将* に百り交通系統、交

東京 ・銀座の大通り ・然b 泊) I ! : の鑓化石::-1Ji: せJ5・へて道路 D 幅員は之を必要の限度に

第 4 闘おお2必TZ?? Iトー め、八 仰 を 尊 ぶ こ と を せ れ 若 し 過 剰 刀 幅 員 を 保 b

得る場合には ・:f!I[信jf特等の方法 lこよりて 、建築群に調和する道路の断 I訴を者泌すべきなり。

刊闘 ｊＩ 道路は今肉交通専門 ｬ こ 計百主賓施せら る るが局め 、 住築物との澗手 ｭ こ ｾｩｨ げ 、 者 ＱＱ 市美 ｩ ｩＧ ｊｴ

｟ｉ て不充分 の 黙多し。例へば草 ｃｩｬｩｬ こ於ては交通車お ￭ｾ }) 多 Z をのみ余計し、時に 、歩行者のお

めの車道横断施設なき矯めもあ bて、不規律なる: i J ; i 1 持制，( こよりて車桝の運行 l主計;12の如

〈ならや、車道内の横新歩行者を、 自動車が掻き分りつつ疾走するが銭め反って交通哉 の

削減をなすのみなられ都市景観をして優雅と郁し郊lからしめつつあり。私に如、るに、

道路幅員は 、 車道 十 八米 即 通行 間 ｑ ヰ仏停車二車線以 上 は交辿 ＿Ｉ 調整美を保持し得ら ｈｾＧ

るやうに考」、。 三たに歩道の問題な b。作閣の法律.にては沙i立を科! 0I1に車道析の四分の一%

を取ることを標準とするも、都市美の制執よりせば刷出i厄の住築1洋に封して は、歩道中( l ' j t Ｎ ｾ＠

車道幅の如何に fnJ はらす¥相官之を防〈すべきも のにして、 {ylJ へば六米以上としにし。 x

Ｇｉｩ 道如何にＡ災くとも、歩道は Ｍ ｦｉｴに四分 の ーでは調和をｾｩｊｾ ¥ 11) 結果を見ん元米卓也狭引句

路 ｬ こでは 、 歩行者・少しと専訴して 、 Ｚｱｉ 道と歩道 の 比率を ｾｐｉ 十・ Ｔ せられつつあるも、此 の去

に無 ￟ ｈ なきゃ、 ｦｴ 岡部市 の 道路が都市耐七日 ｩ こ比して ノ ト ｦ ，Ｇ， ｊ 少しイ タ ｾ ｊ へばｊＮｒ ｍＩｬ Ｅ 、大阪八Ｅ

等なるのみならす¥ 防き幅[ 1のi芭路が掛めて系統的に少き bt めもありて、J !-( 行向 Ii  I  ｾ っ ｬｬｩ 路

｛ よ 綿べて交通幹線に使月 ｪ せられ 、 ￬ ｬｩＧ道とはイ可等 ｄ 関係なさ Ｑ ド仰 ｊ が移ｩＡ挺として辿 ｢ 抜 り運 ｱｩ ｾｩ

¥f なレつつある の賞。h¥i にして、沿道建築物等利川 x- }) 低め の江1・路に jl' ぎること多きがbt め

もあるべしと関川 、 府米主ｾｾふる時 、 歩道は車道 ￐ 四分 乃一万 比率は 如何の も の に や 。 μ ，

災Ｑￎￍ Ｑ 、 Ｊ京銀座｀が焼場 ｔ こると同時に 、 殆どｊＱｕＺ Ｍ ＱＡＡｾ 二 ｉ ｽＩ 交ｩｌￚ幹 ｫ ｾ￭ｕ ，よりしがｦＮｴ め 歩道をれ側

米づ〉削りて車道と' i - し? こることあり。之れヲr - lli 聞は?; ?に交@I( F 綿として のみ考へられ

つつある泊例とす。車道の抗きに溢ぐること e II;J じ し });-m 1i 枚陥より都il i _1) 卦制 を符せ

らるること鮮少ならぎるは児に多 ｩ ￬ＡＮＮ を 契 せきずる べ し。 ぇ ｾも 、 ノ 「 円 の 日間 の 迅 ・ 路 ￐ 大部分 は

歩道上に凡そ午IJII 1ｬ［得る限り の ー ｲ 作物を ￬ ，恥 ｼ 売しつつありて 、 Ｑ 攻防 の 電柱 もき ｬ Ｇ ｉ Ａ ｾ ｊＩ，ｬＭよりい枕 ｊ ｊ ｦｩ［
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交番笥: 刈禦のl探もなき迄にt ，: 皆川しつつあるに拘はら子、市 民は宅も，と勾' ;1) 都市 わ醜化 しつ

つある工作物等に闘心 を持仁子、よ等に封し何等の排斥をなささ' る の結 果、今日各都市に

見る如 し 大都市な ればなる将、歩道の矯めに都市が月J I l 化 せられつつある現欣に於ては、

沙 道の断言は一筋i羽化の15(閃となる やも計 り1)! if ;し。 全 〈寒心に棋へぎるところなり。 試み

に室N広大通の， '， ｾた 即問了日 の 服 部 時計底 Ｈ引 Ｔ 開 Ｉの ｭ 宏司 ｩ なる建物 を望 むとき Ｑｍｊｉ ，つ 椀

11'，のお真に示す都市，叫あり。

都市j _J) ZI I i 法も亦半干し〈都市の景';1却を左右・す。取; 主の灰色 化叉は白色化、時には煉1[. のあ!i

赤色化或[ 叫日前石を月 j ゆる 35t 千佳寓化、好む に任する如 くなる は来して如何のものにや 、環

境 D 景却と何等合調不JI をfl1I(必: せき' るに 似l1こり。道路技術1 f に作りでは環境の風光 と建築 群

とに封臨して歩道 ｄ 帆 日ｾ Ｚ どめ ｦ こきものな り 。叉 、 我々永年道路管 ｊ ｉ｝Ａ， ']) 任にあるポーは、 ill

築家に して如 何なる豪華乃建築を計寄せらるる場合に於ても道路告;Jl I!，者に釘 して、 道路の

現在及 将司 Ｔ に沙りて イ ｔＩ Ｇ 手法に ｦ ・ ｮ ，、 道路 ｔｉ ＱｦＺ｜［珂 Ａ ，Ｚｦ￭Ｇに射して件てｊｦｾ｜併せられ ｦ こることある を

ＵＺ ＯＱ らす・。之れ貰 Ｑ こ建築家は迅ー聞を念はす ｜ 道路伎術家は建築を刷 ｬＨｾＺ せきＧること多き賀設な

り。か くして "'f tなる不川広に依り詳しく都市美を損袋しつつあり。建築家が設計iこうじにち

透視| 剥を作製せらるるに岱つては、 ff 際 上の環境、例へば電. f 1: ｟ｊＩ高 ｌ ＺＺｉ ｲＺ 、隣 ｦ 妾既 ＨＨ 次ｽＭｴｾ等め

1)  ef) 岱なる現献を取り入れて作成せられつつあるものなるにや。練注力建築一1: 1) 椛成せる

ill 築 物.が佳物自身は棋めて優秀なるべきは首然なるも 、環境とま訪問して遺憾なる場介多力、

らさ' るか。 J 乙より注文{ ' i ' の- f i j 宅を主とする結果の場介多からんも特に) 5 " ，伝せらるべき Wi な

きゃ。

道路 り 系統 ＭＧ Ｑ 王 ｬ￳ｩ ￭ ｬ Ｂ ｊ Ａｾ･ 世に就ても都 市全瞳 ＱＩ景制に影押するは勿論な り。今日迄 の道路伎

t，，-'T i'{'( 主将来如 ("J なる方向に 1: 地力午IJJI ] せらるるか、 ユくは如何なる杉e 1 ) 建物が建築せらるる

かをＺ，ＺＺｊＮｓ Ｑ 台Ｚするこ ｴ 少し。 Ｂ￯ｬ に交通Ａ止を ｦ 象惣することのみに専念して 、道 路［Ｍｩ［ ｉ ｊｾ なさ んとす

るうf L1i ＡＧｾ ｊ なき ゃ。Ｈ ＮＧ， ｊ ｻ｜， ＱＱ 心地 Ｓ えは ｩｻｾ､ｾ ｉｪ Ｇ心 地 、 ｪ う 王はＺＺｊ ￮ｦ 労 ｭ 建築万件 ｩ 築地 域内に交通斡ね Ｚｪｾｾ

第 う 闘

手苦闘に於て! u11J に; 化t c，れたる交通島にして

耳U7 . 標刊にあり

縦横に配世し? こるがf . S め、手♀Hf } )

ｾｬｾ ｉＧｊｾ しきｊＺ ｬｩ 怖が桜将ｻーにしてイ、挫 ｲｴｬｬＧ ｩ

に疾 ｭｾＺＡ するに依り有 ｾｉ 市 夫の ｉｬｲ［ｬｩｪＧ Ｎ�と

なることも，I Uごし。ノかくも拘li 打i乃

"1 A妥をなす地区内には米州南北よ

り疾駆して泊り抜げを? なす交通機

i制力虫J l きは通過せしめざることを

要せ今や。叉土地 1) 利川脊は: 1 : 代

的17・]7) ぷl床そも合めて ili 路;{:，; .f!日l-K

の設げ? こる交通幹線を Jli!. 1 ) 入れて

先つ>: 1:地の絞慨をなさんと するの

1 5  v  



第 6 闘
東京 ・ ｬ リ Ｑ 冶 ｈｩｾ ，宮現参道官邸 ｾＡ［�｜Ｕｾ 弘亙路のＢＡｩＮＮ究駄に

於ける交通島の奨法

Ｑ 可 ｩ 向 あ り 。Ｚｽｬ ｾ の 矯 め 上述 ヨコ弊を 増

す。今 円迄の 1i 聞の道 協にあ りで

は交i WのJlt と賀 との唆溢 fi ま ぐる

し く、 行間ｾ｜｜Ｗｊ 自 の［ｊ霊祭により築地

方法 をなすの迫なか りし馬め、ー

うじづ外岡桃! 故を主と せし こ とは致

方なきも 、 :i t -sj ( 任問には l ';'tl j 風( 1)

ｩ 主協 ｾｉＩ i;1 9方ありて然るべしと !万

今。今日となりでは既に 、府* 交

通機闘 ｾ ｊＩ殻注 ｊｴ ヨコ他 ￐ 事 ｪｗ も Ｗ 象想

し得るを以て、i誼路築 ii!t 方 法に昨

検討を )JII ふべき 時 に非5 るか。 例

へば‘ 道路の幅 員に常に 規則正し さを強ゆるこ とをせす' 反って所 により では賄事柏樹栴を

設 け 或 る場所に は森の後方に建築櫛比し 、 森 ￐ ｉ Ｎ ｉｾ ｉ こは車道のみの交通幹中 Ｚ［￭ｬ Ｙ｜名を配する等の

工 法は 防 火、 防 Ｕｾ ｊ τ は元より都市の美 ＱＱ Ｚ見保持 」 τ 良楽なるべし。 Ｍ Ｑ 怜 ｩｫｬ ＱＩ道燃には附と何孫信 ｊ

を八米 Ｑｭ 隔 に 整列せ じ むるも見方によりではもきれ二なくＨを ［ 立の感ｾ生子ることもあるべし ｡

都 市 の景槻にノ ｪ 、 鐙 化 を興へ ＿ こるものに街務交 χ 獄の Ｑ ｊＱｦｩＯ Ｚ ・ｾ ＮｩＯＺ交 通 島 Ｈ郊 Ｕ lii:i l) 即 ちロ{ グ {

リ{ ・アイ ラン ドあり。之は昭和八年初めて東京市 iこ於て l試みられ、共の後全同に波及し

つつあ るも のなるが、共の構造各部皆一律に してi也味1! 民主! j J ¥態なり。 fyl Jへ ば、 自動車の ill

特 に ｉｦｾ 野を Ｚ遮ぎらさＧる需品 内 には媛樹 、 芝草ＺＱＩみを ＱＺｩｩＨ ゆるも 、 お異に示す虫 ｮｾ 校 下 両ｾＪ

を純殺すれば、交通上何等のl咋仰とならす・且都i li ＺＱＩ風致を ｊｾ 今大 し、 ｻ Ｎ ｉ ｩｪ｝ 仰 こ好も し きもき化を

興ふ るは讃美すべきな り。

次に各都 市 Dlli 勝 。維持] i : .J); 過少なろことを市民は犯と承知せられに し。fyl Jへば点京iU

にて は 道路断的六 千 高千方米に近き大 ｉ Ｈ 訂 ｕｩｬ こ到し Ｍ Ｍ ｾｲ の維持経常究開にＯ Ｂ 三傾向 、 五 ｉｾｩ 高似ｼ

を ｈＭ ｜ で す ｜ 一平方米首りにすれば怖に八伎なり。 ｘ 橋梁 ｄ ペンギ塗装 ｾｩＩＪ ｪｉｾ持に王りでは各

都 市 共皆 附 ど放置して願みす。誇 ｪ｛ｾ してぷへば 、 大都 市 当 ｾＢｩｴ ｾｄ 民 ｾ ｉｊ に ｲ ｊｬｩ ｬ ｦｊ主をｩｉ問すに払｝はら

す、 市民は 何等之を疑( まさ' るの無'bl ;J.亡、 i くりなり o ) Uごしき橋梁にありでは南波方不充分よ

り鋼材喝の府内に依 りて架け換を要するがt n ｾも ， ＩＩすらあり。 ￯ｬ￯ l (  .1) 16Tト心部きは jj 主に遺憾な

り。行人都市の建築及道路 1) 反抗 ｬｔｉ ミｬￜ拡 ｾｪｮ ｊ Ｚ Ｚ 主 に携る Ｚ パーは干 ＱＱ Ｑ 私 Ｉｊ 一致 して 、 ＱＱ ，みよさ拘 ｉ ￯ｬｩ 、

都 市美盟かなる都市の挑成に努力致しにきものなり。

以 1-: 散漫ながら都市 地D 依って" l j ( る似泉の一部を述べ fこるがよを己主- i if - 除却して以て胡li li

ｾ美 化せし むることは 、 ーに我々波術者・の封務とおす。又↑ｦＡ ｵ 、に、控室長に於ても 、 道 路 計

誌にあ りても少 し〈刷11i: を初lu、に於ては り卯引の 11(1'-] ｾ＠ ilii&: せしめつつ .都 市美 'JF (1 ら数備

町 ・ や る事を件べ し 。か 〈 して都 市 夫 ｄｊｊＩ ｊ 長は叫史に火 Ｑｾ りＩｊ［Ｈ閃とならさ。る賄 Ｕ 汁 ＺＧｊｫ し＿こし。

円下十 五年度初頭に常 ｌ 新年度工事力貰施計 Ｚｕ Ｚ ｾ 与の ｩ 也公 ｩ 労多忙を制むる η め 、 Ｎｭ稿 ｄ

l深なく 文15: 千徹底、或は f/ J:i7f-}) Ｇ ｦ ｾ 洗練匂羽結果 、 ｪ｜ｾ ， ｲ ｩＺＭｘ Ｎｲｩ 行氏 イＱＩ ＱＱ ヒ ￆ に ＱＱＱ Ｇ ｛ せきＧる ｪ 出のものあ

るべ し 。 ｾｴ ＮＰ 則 ￎｾＮＮ ｉ ｩＭｾこ Ｚｾ ｾｾ ｾＮ ｉ ｾ を乞ひー沿っ ｱ 問 ｔｴＺ して後 ｬ 守主 ｵ に詐 ｊ 命のＱｊ ￭ Ｇーを ｪ 切せーんとす。

ヲ ｫ Ｚｾｉ Ｚ ｬｊ ｴ Ｚ￬Ｎ来月ぞ ｲｬ￯ｩ 木町長 ・ 河川文 ｈｉｾ 合 ｦ Ｇｦ ＮＡｾ＠
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都 市 の 美 観 と 風 致 に 閲 す る 管 見

田 4寸 問1

近頃剖 ｬ￯Ａｩ の芙閣とかＡ瓜放とかに附する ｉｉｕＺ｀￞［ 行 政川也として或は ￎ ｬ ￬ｊｾ合ｊＺＺ｝国としてとりあ

げられり〉あるのは、�ￍｬ ｊ に悦ばしい現象である。そして美矧といよ、場介には道路 ｾ ｊ Ｉｊ楽等人

工的要素を主とするおI¥i !i の抑 jj ¥を指し、風致といふ場介tこは、j"lI f川、出港、 山Ji :、森林、

15{ 野等、自然的要素を主とする抑制を指す践に矧念せられて似てゐる践であるから 此 慮 lこ

もさうし仁 川 知の ￭ ｦｊ仰れこ従って ｲ ｜Ｑ ￭ は を述べる ｾ ｬｬ Ｎ とする。

さて 日 本の都 市 は ｬ り ｊｩ 六 ， ｗ［ 新以米、文物の ｩｾ Ｚ 激なるｾ ｾ 若返に 件 ｬ まれて著るし〈 その松 村 ｜ ｾ＠ 1lI 

めつ〉あっ? この 1ま衆人のJ b) しく認識する所であって、ぞれは内容的には疑ひもない非常

な進歩ーをなしｾ＼ｩつ仁科 ｩ よｰＺに Ｑ 也 ならぬのである。然るにその外槻に就し、て検討するならば共

は必す' しもさう Tごとは断古/I¥* ' ないのである。そして此事は、政治家も、技術家も、そし

て ｪｬ￬ ｴ ｾ Ｚ［ｲ人一般も夙に ｪ ｦ｜ ｪ 泌するれ ｉｪＧ でありながら今日まで之 ｴ こ劃する徹底的到来 ｴ ま綿せＧら九て

ゐ＿ことは言はれないのである。都市計 ｊｅ 立法の ｊ てには、美観札 ｉｾｾ ｴＮＮ 風致地区の規定は設り

られてゐるけれども、それによってなく安心してよい欣態には世かれてゐないといってよ

い。者Ili!i 美 l命令とか風公協千? とかはあっても、ぞの i円動に( ，( 服してゐる諜にも Hかね様で

ある。何よりの説践には現に我が都市で その芙仰を以って誇り得る椋なものが対んとな い

といってもよい現欣にめる: ; J j : t; 、j 与をよく読¥l J j してゐる課である。

1¥1* 日本の都i!i はその柿成要素? こる控築物仁左品、て悲しむべき不統ーを服してゐるので

ある。単にその様式が出乱して師ーする抑制l らぬ計りでなしその構造や大さが区々で

ある 10l 二、都市 の美/ 聞は特るし< r i . : Uいもゐとなってゐる o i l止近道路や橋梁やは漸火整備さ

仇つ〉あるげれ' J I; 、ill 築物j に五つては、会1嘘どして H勾. 改; 与の傾向さへ見えぬのである。

『郎 、て言へば- * 京市 の丸ノ l付iY) 1こりが漸〈建築物を合めて近代的者(Ii!i らしい 謹l白i を似つて

ゐる位であるが他にはイ1: ｾ＼ｩの卜 ｩ 本家のみの純日本的ｲＮ ＱＱ 市 の美知さへ維持し得てゐる棋な 術

院さへ組 Ｑｮｾ といってよいＡｩￍＺに ｪ 比百 ｌ し泌されてゐる。殊に安っぽいペンキ塗りの作風めいに

建物が各F ¥1i' にilt 人する椴になってから全凶の剖¥i !i 美は{ 波 l哀の皮ーを)111へ仁枝に比 える。純 n

本趣味の- l i1¥i !i として生きねばならぬ古ーの京総や奈良にしてからが、その通りである。大阪

など lこもせめては純 rI本 l也1*の問医がその一部には泣きれてよい常ーであるが、さうしにも

のは今日全 U L られない j状態である。安するにある都i !i 、長; いこ11" 七地域の一 郎などには、

建築のihlJ映をかなり強 j立に行って、そのタト抑ゃんさに就し、て統制をn し1 1 ' み心地のよいそ

して芙はしい ｾｪｪｭ ｬ ｩ を＿硯 ＯＱＧ， するやうに貯める事は、がとして不可能な ｉ Ｚｬ ｊ 国ではない杭に 思 はれ

る。そして此? こ めには法規に) ，むく 制 限を行ふ他に、市民 の自殻"I f. j活動に伐つべきものが辿
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7ご多い様 に考へられる。土地合祉の所有地や分譲地 など では少くもか うしに事は賀行察 易

である やう tこ守まれるの で、 せめ てはか うしに部分か らでも質砲したいものである 。同 様

の事が商 J.!3街 に就いで もあ る程度 までは曾 はれる 様に思ふ 。そして例へば東京の銀座は都

市美の方からすれば、全 〈問題 に な らぬ現欣であるが、之も放任してゐる詩には行かぬ搬

に考へられる 。成告物や看板等のJ問題は、都市美1闘の方から云へば末梢 的な問題であるが

共，きへも統制し得ぬ様では心細 い限りで あ る。

日本の都市は風致的には有利な僚1LIτを備へてゐるものが甚fご多い。其は自然的環境に必;

まれてゐる鴛である。河川、 地樽、 山陵 等 lこ接して美はしい都市としては函館、イ111蚕、新

潟、東京、横街、京都、奈良、 大阪、話11
1
戸、岡山、 既品 、松江、高 松、高知、耐同、別 J(f 、

長崎、 1仇:礼1

ものカがＺゐる。私の知ってゐる ｾｬｏ では尾道の如きは群を抜いてゐる様である。然るにさう

しに自然的環境が都市の設展によ b 日に月に破壊せられつ〉あるのは買に捕ましい限りで

ある。一度破壊せられ? こ自然は再び取戻すべき手段はないのであるが、僅少なる粧桝的犠

牲を惜しむ需に随所で日本都市の誇 bが永述に滅亡 しっ、あるのは返す返すも残念な事で

ある。風致地医や繰地計主や、近頃だれでも 、かうしに方面に多少とも閥心を高めつ〉あ

るのは頼もしい事ではあるが、結局は美視の問題は純情にはうち勝てない様な賛1 1 . たである

らしい。この献に就いては、今後更に強力なる制度と ifi r. t ¥l " 的支援とを必要主すること切で

ある。自然の風致は之を増進し得る純聞は極めて少い。之を維持ーする事が、 せゐ 一杯であ

る。 そして自然的風致は心よき極めて慌少なる )JI I ] ・によっても誌なしにされるのであって

位世を訣つに工場一つの /-1' ，現によっても 、容易に致命傷を象るのである。時としては風致

を利則せんとする震に、工犬せられる道路や族館の建設の需にさへ 、 その 風致を ｾｴ 表される

事があるのであ名。かうしに駄に就いては何 としても闘係谷地の市民が良心的監硯を厳重

にする必要がゐる。私のは る所では、 yl に根本的な問題として市民の春美心 を減益する事

が 先 制::n週でもある棋に恕はれる o X ある場合には公共図謹に於て、その都市の風致を保

護するｾにはＧ市に相首綜 ｩ の布 ｬｩ ｭ 伐を準備して居る事力［放ち有効ＴＡ歯切である様であるが、か

うしに飴計な珠算を討にドi つ依ーにするには、ili lt のJA1
'
仰がなくては能はぬ事でゐる。要す

るに記いとは知りつ〉も風致の
li I 主壊を来す事をえ黙認しなげればならぬ様な事態は } Lて経&f

問題に恭いてゐる椋ーであるから此鳥1(( こ関して特に私は) 9 1 ¥. 致fJ! H1 ' t 伐といふものの払ー立てを要

望するものである。 f，'，nHtk後に近時都市の翻光事業ーといふものが、相: 首に軍要叫せられる

様になって併にので、従って都市 の風致が1nOl予の資本; として平IJ) Hせられ る事も宇IJ l) ¥ょに

より交通業ＧＭ ＮＮＮＺ 政 ￭ｩ 広業、飲食 ｊ ， ｩｩ ｦｘｾ 、 土産物取資業等各和の事業も起 ｢ 、 現貰 ｏＨ 二 風致が挫折ｦｬＧ Ｑ Ｂ ｊ

{削11をもっ事力: 立読せられつ〉あるので、か うしに方面からも風致の保護は 力強く主張せ

られるやうであるから、首路者の注:立はこの方 問・ lこも向げ られ るべき である とfn-t，る。

肯2f t習はj手'Ui t l<! 勝村M
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部i 市美 随 想、

島 回 藤

都 市 美 を 思 ふ

II( li工おーが者，1市美などを兎や戸'J_id 、のは、心得迷ひであると読められることかも知れない

勾日掛蹴と、 ;Jf 負の業務に;京;ji 手固定してゐる事左 、都市美などと云ふ I:i j[担 lこ明ぞへれるこ

と〉は、脳i主ひのことである。

それを、どうしにj孔の吹き担当しか、都市の美 i九について何か当ーりと名指されて 、然も珍

らし〈も l剃凶からの依頼である。時時 しないことはないが、 こんな場介に、自分の能 、不

能は別として 、 易々と引受けられるのもそ の道の専門家でない気坊さとして許して掠りゃ

う。 7こY 言葉のみ多〈て人を; 誤ること iこならなりれば幸せである υ

者lli li 美は現在の様な緊迫しに時局下には、縁の泌い問題と考へられ)務ちである。 日本位

築協令が、今どうして此の問題を持ち IHされにかは知らな いが、私は側人個人の身晴みは

結局都市として都市美となるものにと思ってゐる。今の也ーが、jぷのI i ¥l に花一輪帰す Tごり の

俗取りを. i ' f さぬもの? ごとは思はれない。或は職場で 、j訟ノ令故後の決理xにr;'Iu、男 :U) ; 鍛兜を

被ｬＺｊｦｊＧｩすにけの ｩ 徐悠と数寄こそ 、 者 ＱＱ 市美のｾＧ￮ ｬ ｪＧｬｩｴｉ Ｑ Ｑ ごと忠ふ。

間 〈所に依れば、制治では今 ベルリンの都市計甫の責施のi比11.11ごとい」、。闘運創出して

Ｚ戦争 ｩＺｾｴｬｦ￬ めに絹遂の有様は 、 閥次の重大時局 ｦ こること 、 我閤 刀 現 Ａｕｾ と控りない苫である。

然も大々的な都市の改迭を行って居り、之を以て l l!:心の統ーを白川 、閥j式を? 宜揚する の手

段なりと‘ してゐる。公共建築の上棟式などは放ち山:iぷに行ひ、重要な建築の相次ぐ建設に

依 ｢ 、 同氏精 ｩｬￎ ｉ Ａ Ｑ 線、動員の ｊ ｾ 髄的象徴として 、 立体に利 ｦ ｬｊ してゐる と 云ふ話である。

イタ リ アにしても、新らしい文化の建設を目指して 、 建築 、 給哉 、 彫刻等 の 保興を ｬｩｩｾＱ り

ローマの) ( 改造を企て 、工夫は件地に特色ある新興建築を起して 、建築営通じて同次立識を

強制し、 ｴｉＡ＿ 新の訴を ｬｬｱ 入れることにブ ｊ めてゐる。高 ｾｉｔ 打 ｄ Ｚｩｬｬ 出物をむ ｩ 倒的じ整制して 、 Ｎｊ ｾ

[¥11d.立を高め郷土愛を土I' J1t)j せしめることは 、常に i息fご必要な事と 思はれる。 以下都市美に|品l

する極めて 1K識的な二三の川越を捉へて見? こいと 思 i 、。

調 和

私は皐生時代に思 (:ll iから 、建築の計査には 、J，li j凶と五r . 仰 lする様に設計しなければいりな

い、 と数へられ? こ。製校を巣立って賓際の設計に携はり 、初めはどうえふことが淵和かも

分らなかっ? こが少し〈物が分る桟ーになってからも、どうして調和させることが11¥ Ｎ ｾｾるか 、

その術が分らなかっ? こ。調不11 こそ都市美に取って最も大切なも のであり乍ら 、全く調和l し

郷L、胤雑きである のが、我凶の現代の都市の姿ではなから うか。恐らく 世界をwいて 、九1.
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れ程雑然? こる都市 lこ巡 b辿ふこと はある まい。私は多勢 :0 人々 の集りを見て 、つ くづ く我

閣の風俗が雑然 ｔ こるものであり 、 集合に依る美しさ の 求 めま ｦ ｾ いことを感守るのである。凶

場に集つに群衆にも美しさはあるものである。

我図上そが集薗の美に目醒めるのは、いつの日かと 駄かさ' るを件な い。 五!同f や街頭の応民

狂 は、市街の一角にクロ，ーズアップされに美を捉へ件るであらう。之は./tI 1市美といふには

徐 りに瞬間的で ある 。

我聞の者I1市 の現AA として主主築設計上調和! の困難1J _ 他のーの素 jkjt立、竪 "i よな日H火主主築場と

扉弱な木造建築との扶$ ftである。コンク リー ト己主と木造とは 、質質的に釣簡を取り占f H 、

偉大なる天才の手に依るか 、 或｛ま歳月の力ｾ以て 、 之が ｗｦｯ 決を期待する外はない。一泊 、

時代の経 過 は共特有のヴエールぞ以て 、 制、ての按 ｲｲ ｊ あるものぞ 包 み 、 問主 ｾｦｕｩ ひＨｩｈＨＺ［ｊ，Ｇ， ｪ を経平 Ｑ Ｑ

するブ] を持って照る。古 い砧築物には栄辱を; 忘れ 、世俗営JiTI JJjt し7こi! i 老に似? こ務'ifi きを Jぷ

守るものである。然し乍ら木 ｩｊ Ａ［ とコンクリート ｩｬ よと のＩｦＨ ｪￎ ｴ の ｾＱＱ ｩＱは救ひ ｧ Ｃ｛ いも のと考へら

れる。

建築場は世物ではない。従って 、 土地から生え 11'，1こ肢に 、21; 然あるべき屈にふさはしく

建てられに槻あるを正Irr想、とされる。 パ リあ? こりの公 J I，:i.!l築3けよる時、 j五郎、tvi 色ーと のI#. J係

など 、誠 lこ 手 際 よ し 附 近 に 橋 が ゐ tl ば、主s物も橋と ['i J時に訟でられ? こかと ｽｊＮｬ Ｎｾ、粍に 、 し

っ くりと 調和されてゐる。除1 ) I二位築物に のみ =i : ) ) を同ぎ過ぎる時、去f J って附近との&，' ，j ，f : 11

を似り 、 前景と日 ｉｊ 物になって仕舞ふ ほれがゐる。私は我問 ｄ ｕＡ［ 築ｾ 比 て此の ｊ ぷ ｾｩ 築くする

ものである 。 山 にf Ni'Jl J があるが如 〈、 主主築にも W，li 貯をオラへに人れるべきであらう。

都市 の建 築')) ｾ， Ｇｊ Ｎｦ ｬｬ そ ｪｩｩｬｩ ｪ るには 、 とうしでも旗振りがなくてはならな い 。英制審有委 ｌＱ 令

カ斗1' ，ｾＨて 、ど の様な機指の琵折 ｝ｩ をするか知らないが 、 ｾ ｾ条 例んの設計者ーは任 ｾＰｊ こ選搾され

るとしても 、一地域を限ってすべて の地上建設物念- J J ) ; 築家 TJ =Hfぬ(I "!f'lill l に服す紅 白方徹底し

に ｲ｣ Ｇｬ舌がなりれば 、 別手 ＱＱ しに何 ｩ 街は ｉｉＧ ，ｾＨないのではなし、かとｽｾＮ［、。

抑 掲

書道では濃淡 ｉｊ 巴痩 ｴ ｟ｊＩ 法を 川ひて 、 ｾ ｉ ＺＺ ［Ｑｦ ｴ に ｩ 円を人れ、 ｪ Ｂ ｬ Ｚ 楽にも ｾｾｴ Ｈｾーが あって生以が ＷＵ めら

れてゐる。如何なる謀術にも Ｚｪｊ ｊｬ ｊ 拾を者へてないも のは なし、。都 市 兵にしても 、 ｾｊ ｊｬ 坊があっ

て、初めて被沖1)1こる l民動を力Hふることカ; / 1'，?!( るのである。

街賂のi邑:庶にあっては、 米1立に+f Jl坊をwへて' ，'{I. U，'J ?  Ｈｾｾ＠ 1) 、l阪やかな景訓告三位すること〉

もなるが、我凶のr .11'di として、刊に必要 と，巴はれるの: 之 、 IfI lili)) .'I'- Il 'riFI"J 'I' 心 の強化主、 :心:

髄的な縫fじの導入であらう。

抑 揚は地JI字、何路系統守; に Jえいで1 ¥'心が形成される。 I)HII: とか、 シビ ックセングーを形

成する公約 ＱＱＱ 下や 、 ｾｾＱ 也繁華な ｊ￴ＧＨｾ 話 、 公問、河川ＧｩＧ～ ，ｾ‘カ ［｟ ｕ 、反として ｊ ｬｪ 1) ，1:げられるがよを，U' ，H:

的に村f成 し、 .!.'x Ｈま仁 Ａ 然の琵 ｩｬｩｾ Ｎｬｬ Ｉｊｬ 七することに ｻＱ＼ て将 ｪ ｜ ￯ｬ ｩ Ｉ ミ の ｲｊＡｩＫｾ をＡＱＧ ｬｴｪＢｉＨ せしむべ ｚ である

而して五百豊的に政しい者 ￯ ｬ￯ ｬｩ は Ｉｹｦ 越の ｾｮ きものである。将 ｪｬ￯ ｬｩ の ｪ ￆ 虫は， Ｚ Ｇ Ｚｪ 塔 の ｩ 会ー 墜に ｈ＼ てヅ ｼ
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立てられる。地 持 ｩ￭Ｑ｜ 司 ｩ Ｇ ＩＩ 場介 、 コ く は ｲｾ Ｚｊ 匁路紘の Ｚ ］￬ＭＺ 父 Ｚ ｩ Ｎ必路める号 ｊＭｦｔ 与は 、 行 ｾＱ｜￯ ｬｩ うス カイライ

ンは最も注意を泣かれる。都i li の標識は出i土佐であり ノjくい族から阿る↑ l;'i" れの心 をfJよすも先つr

声j堵; の眺めである。ヨーロツ パの古 都の主に見 る寺院の尚塔カ九 、か許 1) ) 武致会添へ、 'l'l!t 紺

を盟か にし てゐることであらう。

我々の近くにある 美 しい北京の まちも 、 そのl ]}( I"J とn州支を |徐し、?こ ら、者I¥ili の興趣のん〆ド

はうたはれる lこi主ひな い、共等は一例の建築物と してよりも 、都市の抑協として、素nii らし

い効果的なもの? ごと 忠ふ。都市にして、山岳の背景をドi ちX (主川や糊に必まれてゐる、もの

もうが抑揚の素凶を持つものと いふべきである。

教 養

ー弘〈の龍裁を整へ、之が謹l白石? 似つことは 、共主人の心 :Jf げにある依 lこ、 ..m¥ili !) )ミl主、

共市民 の敬義 に依て 出 ｊ めら れるも のである。 ￯ ｬ ｩ ｌ 己 伯 郡 ￯ ｬｩ ｾ ｬ］Ｚｩ 円 ￭ ｬ ｩ Ｇｊ 奇えた ｬ 主 主主築ぷ の Ｓ ， ＱＷ Ｑｴ ＡＷ 向 Ｎ Ｑ

とJ与に必要なのである。嘗て澗j袋、瑞凶ゐ fこりを刊誌i J ; し て、 。: 注ぶ' ぷ々 が 、公IiI : e . d立十

ＧＱＧＱＮ人の家と云は今、窓といよ、窓に悉〈、赤い花 を ｸ しく［ｬＧＡ ｩＨ 込 Ｑｉ で ｽ Ｏｩｬ こ ｬ 五 ｾＧｩＩｩｾ Ｚ 五しく眺め

Ｑ こ。ま＿こアメリカ の ｻｉ Ｚ宅 地 ｴ こ、ｾＪにカリ フオル ニア地方 なと 、 Ｎ￬Ｎￛ協にｼ印し Ｑ こ ｉ ｪｩｪ 挺 営 、 コミし

い花芥や植樹を以て前j ＱＩ、ィ支 は夜で居 ｩＺ ｜ｬ や附段ＧＮＮｰＺーうステ イ ンドグラス に士 ｊ ｾ 駄じて 、 街路

， の美 Ｑ 脱会添へて ゐるのを 比 Ｗ こ。此 の 様なこと は 、 恐ら 〈我 同で ｊｾ ょの ＱＺ｜Ｑ に 掛 物ぞかり、花を

生けると 同 じ 心 得を以て、人 ｲｩ ＱｬＧＮ朽 の 哨みとしてお然に行ってＩ，， ［ Ｎる ＮＧＩ Ｑ ごと Ｎｲｾ ，ｾ、。 ｻ L::.(_; i)) 1  "J  Hij 

に小暗 ｩ おな ｬｫ Ｑｦ ｬｾ ｩ を世 い ｦ こりｦｻ Ｇ ｾｪ 米のＩ ， ［［頭 に イ ｊ ｪ 事を並べ ｔ こりして 、 ，， Ｋｾ，｜で居る こと は 、 者 ｉ｜￯ ｬｩ 生

川の滋養が足 りない事 に腕mするの である。

アメリカ の ft 官に は、すべて J併を? 設げない習↑ ' f tを誠に美しく I目、ひ 、11つ文化の; 企んに' j j

法として敬服するがj副作符慌の差異や、気候等の11リwのnめ、我凶でよを真似るに はi主! 難

がある。ポ京附近の或る仕宅地では 、 塀の ｉ ｾ ［ｊ さ の ｩｬ￭ｩ ｊ ｬｬｩｻ を行ってｊｬ［るとのことで 、 Ｍ ｪ￟ ｩｊ［と

えふべきであるが 、ぷIly下とりど りの住 宅乃j昆祈し 7こ外!iiJt も、比 よいものではない、せめて

情的に、医闘の総出の眺めを興へることは、i閏ひのある風致fごと忠』、。北京 )) !lli の肢に 、

向館も士lニ宅も 一段にI ! A: ，そがYi で図ひ、けi fTせに践に列強の川を持つに外ilOi は、ま にl副仁[ <  

見 られる。然し此のrumもも宣告? こる何路樹があって のことである。これから x ) }¥1の各地に

我々日本人の主ーで 、者Ili li f，-h，i. 'i がII はれゃうとして ゐる。此の場介に滋 養に於て、他国にひ

げを取らぬも のであ りにい e ;) きょ、次第である。

工 場 其 他

以上都市美を主題として迷ぷる所 、極めて ι慣習 lこ囚はれ7二千凡な制組 tこ依・るものである

が 、 近代の 産業都 市に於 て 、 特 に 工業地域 ｬ こ 到する美 ￭ｬ 句巧七三は欣棄することは 川 ｾＨないと

思ふ。工 場 地 帯を美から ｩ 主〈向日れにものとするは訣つ＿こ ｾｭ ｗｬＡ ｊ で、此 の 方 ｦ ｬＧｩ ｩ に向つでも 、 ｾ ｉ

討されに恒久的にして 、{ 也貨な 存在腕試念行ふことが、ili 民生市 のnめj くいに必要であるこ

とを指摘し 、現今の時局 t 1.. ，て特に此の方 j白{のH::JJ ぞ喚起 レTこいのである。例へば、) ;ι i:，t  
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橋 梁、歩 道 会 持 つ 道路、 :';'1¥ 街路 !!(がIJj等 、一時的な 1I1Iに合せ に放任することな し 都市美

にJ' ll 1併 ゐ る 指 導 念切に 望むものである。

工 事 中の 建 築物 は、給高のデッサンと 同じく、中々 全 き の あ る も の で、 vとして美 慨を害

するものとは考へ られな い。 往 々 工 事中の 建 築 の 美 し さを嘆1' lし、 その完成 し?こるぞ見て

失望 す る 例 は少 〈 な い のである。然 し 乍ら 、 工事の 中 途 で ｉｾｊ ｩ 挫 し 、 放榔さ れ ｦ こ 憾 になって

居る建物程醜 い ものもと ｨ ｾ ｊＡＺ ｨ 、 。弘 Ｚ 等は美 ￯ｦｊｌｉＺ からも取締を設ける必要がある。通常起 り 得

る工事場 として の不臨裁は、 板凶ひ等の不乎際や材料: J ) 小川:むな散両LI とある と思 はれる。

最後 に、 都 市 美が人のＧｦＺＧ Ｑｭ の快感ぞ ｾ ｦ 象とすると考へるならば 、 単に建築共 他 の風 物 の

み じ tl: ま らす¥ 音 響 に も言及せねばならない。それとし、ふのは、 ア メリカ 都 市 の 騒 音には

恐れをな しにから で あ る 。 自 動 車 や、 j'-';; j架 電 車 の 響 き が、 堅 い11止を持つに高層建築に反 響

して、 物 i)j い昔となり 、窓 も 之 がht め二重附子の設備をしてmるものが多い。 斯 隊 に11汽か

まし〈 乾燥しきっ? こアメ リカの都市 を 隠 訪 して 後、 ロサンゼルス 市 q_tのホテル にm9，珍

らしく も烏の聾に朝寝の野を 1波られに:喜びは、 例へやうもなかっ? このである。 ホテルの前 i

はノj 、公 園 で、 烏の聾は旭を受り? こ紘の符jから決れて米? このである。

都市建築にベノレタワ ー を［泣りにものが 、 我聞にも二 三 ｉ ｐｉ ｾ ＼ｩて居る 、 之が現代都市の感覚

に奥へる効果を 思 ひ 回 ら す 時 l二、 iヒ時の静かなI l JT々に鳴 9}- ( る寺院の鐘を懐 しむ心 が j兎〈

のを 究 え る 。 聞 り ば 此 頃 で は 此? っ慌な錨を 打 ち 鳴 ら す こ と は、取 締 に 依 て 許 さ れ ぬ 傾 向に

ある mである。さ うとすれば錨 D 名 越 も 一層 に惜しまれてならない。 ( 15. 4. 8)
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官 ＱＢ 哲 ｬ 主ｴＺ ＡＺ￁ 合目上品燦 ・ 取 Ｑ｟ｾ Ｑｩｩ 役ＧＨｊＺ ｬＢ

十大放射路線 苧梅 田騨前地下農場カ J 登場

者l¥市"'1-:，芝大阪地方委員舎で は18日141<牛の議案を取りめげて附議するが、大阪に附するもの入件

高槻に附するもの一件、 ｬｩｴｾ 総 ｬ 立堺市のものでゐる。そのうち大ｼ鉱山のものを説明すれば

ム知事執行 ＱＰ 大紋射路線 ｾｊ ｪＺ業年度線 Ｑ 資 本事業は昭和元年より 14 年度までの総績として延長

Ｓ Ｗ Ｎ ＴＷ Ｘ ラ ｪ￧ｾ 事業ｴＧＨ ＲＶ Ｎ 573. 015聞を討し市内の道路網宝苦悩と l手際して都心部より郊外への辿

総合闘るべく大正 15; p6月内閣の認可営うり? こ鬼であって現在lま91針泉の完成を告げ出来高y .

(i 98Y . 官会となってゐるカ; 、時局の影響により既定年度内の執行不可能なるが放に昭相 16年度

まで延長す心わりでめる

A 第 l ニ火都rlj 五f- 家事業"1ミl Jr.延長 大. i E 10 ;1-' より f9ヶ年総績とし泡h ll' に!過するが、本事業は 、

大正9年l 月者l ¥市首f- 孟法の施行に! : ; ! l H忽せる鬼でめって同年12)) 都立f- 大阪地万委員舎の審議を経

10{1三31)' ) 内閣の認可をうり街路新設主主主築25路線、延長約35キロ 、既設街路島B袋約25(11; 坪、

路幅笠理約 Ｖ ＷＮＰ ｇ ｏ ｊｩＧなどをｾ Ｑ Ｍ Ｍ とし Ｇｊｾ 主主￯ＮＡｴＮ 140. 200. 000/: 4回を; 1- 1二しれが、 刷- * 大震災にかん

がみて 大正 Ｑ ＳＱＱ ｾ ＱＱ 刀 Ｒ Ｙ ＱＱ 十 ｴ で内閣の認可をえて 第 ｬ 凶の克正念行ひ街路新設と償築 Ｔ ＲＱ 奇線 、
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都市の綜合的調和と譜律的美の創造

藤 井 県 透

希腕イク チノスの建築の美、ア クロポ リスの キャピタル、雑馬の ドームの美、人類は数

千年1mの創立と 研究 と 精練 とによ り偉大なる建設物文化 を右Ijil1 し仁、英閣の大皐の橋梁 工

製 の 織内容 に記念地と Io' a; 1象 品包合 しτ ゐるのを山、 て橋梁の美仰がロンド ンに、巴里

にまにイ1' 1林に輝 〈のを首肯かれる。パリのシャ ンゼリ ゼ ー、 コンコ ー ド、 エ トア ル、伯林

の リンデン 、各地のプラツツ 、特にヂユ ツセJ レドル フの ケーニ ヒス アレ戸、 長 々は街路美

に肱 惑 されると云はれる。然 し共 の 都市美、建設美、政へて j'ii 測の建築三たとは云はな し、。

真の都市の美、人類の創造 する 審美はそんなもの でい 〉か、肢はもっともっと尚 し、都市美

を要求する。

1 綜合的調和の真美

都 市 は立誼的である 、 二元 的 でな ｾ " 立 髄的で更に時と力とのJ i 5じのものである。

高 ｾ ｦｦｾ な掛車 ｉ ｩｪｻ ￨ 床の Ｑ Ｑ｜Ｑに飾つ＿ことする 、 買ーの尚雅さを衣現せしむるには、 ｬ ぷの Ｑ ｩ｜ Ｑ の世物 、 生

花、! 示柱が之に調和 し、 史 tこ' 伝の全構成要素カ; ; j J ，' O不11し、針決する雅ギー:の容玉谷、茶 2号、 {-I JJ 入

の給仕の容委、態度の動事 、進んで出の長をも入れての判手11を要する。毎月T昂記j{イ1句の配世

は去pって悪である 、主主に綜合的 illo;f llの表現が第一義とイパ1 " " ' る。

誌 に建設技術家としての真の府' > j ( があ り向上がめら う。 土地 と) ! A1. . 色とは人11¥1生爪の基礎

であり 、同誼の閥係がある。都市を? 建設し、文化精伊11:[f.i: j士益せんとする舟 lこは劉〈都市の

形態の建設にはその土 地 の風 色 に調和 し 自然形態にｾ当Ａ臨せしめ 、 より高き文 化 精 ｉｊｩｬ ｬｬ Ｚ｛ｦ育成

する慌に建築物を設計し、問隣に調和 せ しめる緩和jilt す る職務がある。半 lこー{凶の建築、

一例の橋梁、 一辿の街路、 その路上工作 物の静的形態に、lトーむべきでない 、文化はより高き

創造を要求する。誌に凶民精 1[1111の偉大が表徴され、生活官7t; が- K 現され建設文化 の殿笠を

J l . 現する。

都市起設の伶大なる 11絞 lこ向って進むべき時代でめる。

2 都市の真美の個々の問題

綜合的Ｇｖ ｩｾ 王 ＱＱ を保つ真美ーの形態含考へてみる。

(  1  ) ー仙 のピ J レヂングはその拡ー式は街路のプロック 、四隣に訓" f ; 11せ しめる 、タIJんでる

1lbl々の建物が呉つでも全日豊として捌平11せしめる 、街路の高度地域制あって建物の等しい高

さあっても米間式の安っぽい感じがする。民の美は ［ 惚ＤＱＨｾの調不 ｮ ＧｬＧ ｴ ｬ こある。 ｦ 史宜から粧怖か

ら保安防空からの尚度地域 :I ，IJの姿; j ; : も 必要Tご。之を包容する大耳w}lt ある都市の複利fd"t の部j

手11、民の建築業が四角なピルヂングよりも ドー ムありサ イド あ る按t 1E' 1主に 見 る如 〈、都市

( 1 )  
mo nument and  statue  
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ｊ Ｉ 真美も複雑性の ｾｊ ， ｩ ｕｉ ｉ にある。 ［ｪ ， Ｇ ｍｉｈ ｩ ，i M-l!:f I"J てな〈てはならね。

(  2  ) 街路の美、 静的の街路美よ りも 、動的の美、 自動車、電車、歩行者ーを包合する動

[i"J J ) {Jj 路美を思ょ、。交通の iJteれの治体的なる 、 自動車、パス 、 自縛車の交通流が各自のVl t

ｾＧ泉佐 ｦ こどり 、 街路の交黙でスム ー ズな 姐 縛 する流れ 、 更に歩道上での多ー行も各 人 の進 路 を

i泌総的に進んで両Lれす¥ 途中で逢つての立話は歩泊中央から巡りて路側で談る様な交通の

ｩｊ ｬｴ れ 、 之等は静 的 のｺｪ［Ｍ 道 地ＱＢ Ｑ 交と 動的 ＧＩＩ交通 流と の ｾ ｦｌ 位 ｩ で表現し得られる。

(  3  ) 路上抱設の 不制不11、地下銭入 口の不作法、もっと 収快な ものがなと 思へる 。ポス

ト 、 殿様が ｬ 引 、 子ＡＺＺプトンに ｾｉＺＺ してる様な格恰 、 交通流はそのがＧ河台 ｦ ご り妨害 さ れる闘際道

路合議の決論でも f) 11のiJteれを妨ぐる橋脚はな るべく小さ くする様に 、道路上 lこ設 〈るも

のは可及的交通の流れを妨げな い様な 小さいも のとす る」賓効的であり且調和的で而も之

らを調作的法化あら しむべきである 。

(  4  ) 橋梁 川の流れ、長さ 、舶の可航性をも考へるが ); '01凶との謝手11がより大切であり

自然の環境に包容されて伶大さを去す様式、橋の美はそのサ イド ビュ ーlこある、サイドカ:

見られぬ場合に何の橋梁' ) ) 芙ぞ、ア{ チは杭から見て始めて美fご、 上主? 通つては只の橋fご

橋乃 fこもと の}t{場は不可分的の砲設である 。

(  5  ) 街路' ) ) 並木、街路樹の美は新維の美、深維の美、紅葉の美、枯葉の美、枯木の美

季節の鑓化を包含し四季を過しての夫に新律的の鑓化がある棋なも のが望ま しい、更に落

ｾの美 、銀杏 の黄ｾのｽ干 千葉 ーは Ｍ ｆ Ｑｴ ￘ 絢副 ｴｾＧ 。並木がある のか 、ない のか頭 に残らない様な

並木: の街路もある。あるなら、そのう3が印象的なものであって始めて美がある。 側 々の並

本 よ りも パ ー クウェ イ式 の徹底しに街路と柏樹帯 、之を ｾｻ￈ＺＺ都 市に網拡 ｬ こめぐら し ＿こい。

(  6  ) 赤い 山門の liii ｻｴ＾電車が ｩ 邑る 、 ｈｾ 側 の ｩ 声 ｩ い木 が森をな して被ってる ｅ い を電車、バス

が走る 姿も決 して風致の i政壌ではない 、訓示11すると ー幅の繍である。

ＨＷＩ九段靖岡 ｩｪｬｬＱＱ￱ ｩＺＡＺの大口居を ［ｾｬｬＱ Ｑｊ Ｑ の迫力、ら 見 るとそのｌｪｾ分しか 見えない 、 筒形的形象

J ド分は控制 lこ隠されて 見 えない 、侠は;11111Lli 通から 仰いで頭の下がる椋な大鳥居、全面否? 仰

ぎ見得る枇頭の前景を望￹Ｇ 、 ｬ リｊｩ台市 ｉｉ ｉＧｉ ｾ ｉＮ の大鳥居が背 山 電車通の方か ら凡て、 その杢 Ｗ Ｑ 去を斜

ではあるが殺に包まれてる 表象を奥) 択しく思へる、情71予は美ではな い。

5 綜合的の調和せる詰律的蜜化の具現

Ｎｴｴ ＱＱ ￯Ｇ ｬ￮ の美は街路の美カ［ｾｾーに 、 交通のお ｦ ￪ れ が静的街路に ｾ ｦ 除 して動 的美をな して調和し

て治体的鑓化を 興へる 、街路の35は建物の美がお1ーに。控物 それは，*iJ 占の商品も包含して

之が譜律的lこ鑓化する Fyfl こ民の美が生れる。長い街路がその控物の形態の連続の仕方が各

調和的且諮律的 ｬ こ 縫 化 ある所に支がある。 ｈＧｾｪ ｊｦｾ 何の美 、 事務所区域の美 、 住宅街の美、之

らはその街路の連続の仕方をもっともっと考へて リズムのある 都市を造りにし、。

都市は複雑、千鑓寓化である、複雑なるものほど美しい。之を調和せしめ譜律的なら し

むる所に綜合的の良美が生れる。都市の建設率、建築墜と交通技術壊、橋梁技術撃等 tこ課

せら れ、義務とすべき大なる背任、柴えある天職である 。 世筆者以工黙liij 土 ・内務省仁木試験所長
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都 市美 雑; 戚

来行 名 手重 犬

会

ｩ 品ぐる 目、 相ｩｊ ［ｬ ｬｬｩ Ａｬ ｉ Ｇ ［Ｚ ｜ ｜ こ ｉｩ ｈ でて忠紀 ＲＶ Ｐ Ｐ 年ｻ･ ｾ Ｚ ［ぎて新しく ｩｩｩ 告せられ Ｗ こｦｊ￬ｉＺ肢を奔し、総納

ｩ［ Ａ ［ の民新し し 未 ｦ ご木の行Ｚも去りやらさＧるを，ＺＱｉｬｾのめ＿こり ｬ こ伏し拝みて 、 我住岡 ｊＩ 片を沼、ぴ

御稜jぷの愈々弘氏 、間運の日に新なるに感激しTこ火郊であっ? こ。

面1j 1域は米? ご工事 lいではあるが、 やがて完成の際には一入そのiliJ j1々 し さ を 捕 す べ し 児 に

幾年かの後、今村 ｩ えつりに荒木の古本に成長 し ＿こ頃を思へば 、 畝傍の 山 の級とＩＡｾｾりＡ映えて

参詣するものは ｉｬｩ ｾ Ｑ 域に入れば既に ｉｆ Ｑｪ Ｑ んしさに襟を正す同五るであらうと想像せられる。

枇殿の建物 lま巾すも設し、外苑の板! 点道場の諸建造物は、干多築の建問手? 日立を| 徐き、何れ

も大和地方の i fi し、郷土の隊式により 、 )(:f; 1I 民 族の心 の郷 町宅をここに見 11 ' ，すことが出来るの

であるが、娘、 一度1111j1域を 1-1¥て、行線、大軌、k . 鈍刀共iili ￍＢｾ車場に泊やる参迅ーに至れば、

我々のを; は平然として現貰に引反され、 ｼ削 Ｔ中柑州 Ｎｪ 引作帆 ｈ印刑刷 ｬド似仰附 ｴＩ叩川 ＩＱ川 ｬリ｝｜にこ ｾ ｜、ｦ山ＧｴＺ υＯ にＺ

一瞬にM刷j れるの 5を?刊A感感1十トト》るの寸- r ある。

共通停車場や、大軌、 ｊ､ 虫等のだ ＱｾＱ 査する建物の外相は、大 器Ｉ｣Ｚｦ［ Ｑ Ｑ の民家 ｪ 武に設 計せられ

てゐるが、 一般の貸出はひどいぶつ叩き工事で、 i1iた りにも 111.然と してゐるf . t に 、そ れ等の

大和 民家風の屋校すら 、.f.fJってそ のflt 然さを地す材料となって、市j1域で受けに感銘を乱す

こと賓に彩 しい。

伊勢の大闘に ilHで・ても、桃山の御陵に参 請しでも 、畏多い限りであるが、'A?に感じられ

ることは、 その ili !l ll或の この上もなくi ] i1j 1々 しきに比べて、 1111j1域までの参道の 1' 11(f ) l ) の徐りにも

flt 然? こることである。 11ft 1リJiかli 1! 1";:¥の参迫力4、名方的ni' ずれもこうしに不愉旬とから放はれてゐ

るのは、 これが- * 京の都市青Lffi: 事業と聯附して号¥':I日: され? こ紡: J ，gーであらう 。

我々は ｩ ｩ ｩＱ ｪ Ｑ 域で受けに感銘を 、 その値 心静かに我家まで持って腕 ｢ 度りとｽｾ，［、。少くと も

i徐 りにも年〈 、$K然 7こる主要1;' iの雰囲気に乱され度〈はない。

洲市首の計ー誌がもっと大規模に、イ) ; : 車場まで取り入れてなされむことを阿ってやまない。

il iJ j1殿に額つトて得られる心の縄の外 lこ、何の物質的なお土産が必要 であらう。

美観i也j;IT;或はj武致地阿: e いへば、不 必要な場介にす ら千世 - fI!: に、建物の色彩にまでごr

捗する省局ではないか。少くとも我んの伝仰の参道から、 iあiちbの判削!

て1修欲芦次〈し いものfご。

な

都市夫 三〉問題 は、都市計主的に j 以級 lまれな い限り、根本的:こ1fyj¥i λ 11
1

1
/>1:': ないこと 、上述の

貰例でも l切であるが、今日までの都市 計; 止は、ね'j もすれば、 -' 1三;1' II(i" J に主としてill 路計11- に
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終始し、ヵ: 種的に建築その他の地 上工作物にまで; J i j !.をが姉はれなかっ fこ情、都市計・叢路線

Ｑ Ｚ に 於 てすら美 ｪ ｭ ｟ ｬ ｾ 感 心 の ＱＱ Ｇ， ｾｾない多〈の ｭ￬Ｚｾ りが設見せられる。

この傾向が干i 1 初公: 京に於て故も rt Ｉ Ｇ Ｏｾ つ のはー漉何う いふわ りであら う 。ロ ー タ リ ー の ｉ ｾ￭ ｪ

的[ にいやに白いコンクリートの悶ひを設げ、それに反1111J111子のほかに毛 ?2: 心、横机ま

で入れて ゐ るのが」て京の皮に円に附〈が、 円的は疾走する日動車にも 一日に認識 させるに

あるとは言へ、飴りにも 心な のわきず ではな いか。

電車の Ｈｾￇ 留所の標識慨に して も 、各都市と も 、 少 くと も大阪 市 の控度に簡易 化し そ して

統一 して欲しいも のに。

ゴー ・ストップのれ蹴肢が1F，I - I 1鰭円なT1j ' 1こ無統1111J ｾこ〈つ附けられてゐて、唯さへ高 ｌ 雑な

交3く黒ti の決定部分に一段 と光彩を放ってゐる。道路の柿断場所を限〉とす る話の鎖倒 や自動

車駐壌の標識等も同様、永久的な市も人目を悲〈 占ui 設 には、間に合せではな し もっと計

主主 的な統制のある ｣ ｾＡＮｯｬｩＺ が抑はれ度 いも の ｴｾ 。

そ れ から 、 荷主 ｾｚｖ いてゐて気になるものに、ボ川な何旅Ａｋ ｜明持 兵の硝子は嬢れ金 物 は錆

びて、元来襲飾的な円的をも加味してilt られにものが、ノトは去f J って者11市の美仰を損』、道H

となってゐるものがある。

大建築物の外壁に ｊ ｉＵ＼附けられに ＡＡＡｾｉ ｙＭ ｪ 器具にこうしに例が非常に多い。 ｦ ヨー 日通る の で特に

円に附〈 のでめるが、 l坂.;;:.凸，1't I，ij の建物に附りられに外般の1fi んど大部分がこれ忙。 電 車

の 1-1' か ら 見 て ゐ る し 十三次橋のランタ ーンに も大分この例がある様である。ランタ ーン

の査の ｦｩ ￭Ｇｪ 子力 ｚ 絞れ、 その ｊ ｾ ｄｾｾ 、 Ｗ こ ｦｩｩｴ になってゐ る ＱＯ り から、火の灯らな い 電成が Ｇｩｊｦ ｴ いて ゐる

もの程、だらしがなくて見る 1-1も不愉快なものはない。金物不足の折柄、こうしに fl 障り

は須< J 収主ijl って7t 二の金風味に還元し? こ方が、同1策に/ 1 阿佐すると同時に都市の芙!I却にも役冶:

つといふものに。

χ Ｚｬｴ立近円立って付 ｾＱ こことは 、時 局な施設の依り ｬ こも近 ｦｦｩ 見限的 Ｑｩ ;mに介せ主義であ る。時

局遂行の却には、美知なんか椛つてゐられるかい、 といよ、のが腹であるらしい。

Ｑ ｊｴＭ ｇ 、時局 のノ ｫ 久 Ｎｾｴ は政府の持 ｬ リ Ｑ する所 であり、従って、時局的会 ｉ 策として行はれるも

のは、世; 然ノかくともノ!とノk 久I' I"J な考! 改が例はれてゐなければl庇fご。

にも闘らや、全てが行き岱り場. ，: - ，: ; 1; で、 ii¥1に介せであるのは川う しに事fご。例へば、鍛

ｻサ ｪｵ ｬ 牧の 円的 で ｉＨｦ 骨迅ー路 川 Ｔ ｮ Ａｉｊ の ＱＺ｝ＺＩ 水流入 口 の主 ｾｩ 餓製 Ｚｴｴｅ を外して行。＿こが、それをやるに

は先つs それ lこ代るべき小ノk 久(I"J な代品を考案製札し ておいて、 それ と: 主主とを世主換へる

べきが首然である。

ｲｾ￭ が、費際は、随分ノ Ｇｫ い Ａｮ ｬ ｾｲｻ 誌のな い 仰の火ぞ民家の ｊ 夜間のイ ｕｉｊｉ こし＿こ後、世いて行つ

にものは北海訟か( J l j かの板。問 fJ j ｾ、切っ端に過ぎなかっ＿こ。その伐に降 ＱＺｉＺ ￮ のＡ文に Ｑ ・ ｬ ＺｪＷ ，Ｇ， は下

水への流入 円をクとってllil，* に海れ、少しの }(I:I:j でも 、所によっては その板査が流れて路的[

排水の流ヘ円は ｮｧＺ 夜の ｾｲｦ 火と化するといよ 、 行政であつに。
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• • • • 
j迂j [ [ { 立板帽を狭めて Ifi7]'くの流へ寸 るI:rli 燃を作つに傑であるが、! 字さ、 人;き のまちまちな

此似の芙 ｾ は屯も ｦＨｊ 、 こうしにＱｪ ＧＨ Ａｾ ＡＱ 川事柄から 、 政 ｊＨＮｦ 円身 が ｈ 年 Ｉ Ｂｪ に ｾａ し てノ ｫ 久 ￎ ｉ Ｂ Ｉ な雌 ｬＢｩ ｜ Ｑ こ

る針策が持ってゐるや否やといよ、、 一件 の不安を凶民 lニネI{I: えつける恐れがある。

大| 妓鴨にしろ、大限1 ¥1火郵便局に しろ、此際ノj 、つ ばけな言洋的な- . v : 場を十? ? てて、一県に

完成しに方が何れに' けか我々に取って心強く、又明朗な感じを崩すか9、11れない。且結局に

方き て ｫｾｾ Ｑ ヰ的でもあろう。

その他賞例はいくらでも鼎げられが、要するに、都市美の問題は者!I Tl i l ( の;j:?i ，III! lr;可動力の

問題と ｬ 櫛 ｉ ｾ 討 し、 叉その他 ｕｩ と桁接なｼ釧 係を持つ。時局の ｛｛ ｔｳ カと生 ｭ の不安とに ｬｬｬｩｬ ｬｦ ｾｾｾ 波ら

して ゐる都i l H( にとって、 者11市美の問題は渦 し? こ粁の口を)W] す一以j の水の問題でゐる。伏

して飽定考への珍味の要求でもなければ、千了閑退問者‘流の紛くする高ｦｩＧｻｾ的趣味の追求でもな

L 、。

『美』といふ文字から来る、 一ー靴趣味的遊戯的な聯; 旬、の放に、時局下特に都市美の問。却

を疎んする拡ーなことがありとすれば、 これは以ての外と 言 はねばならぬ。

工場の事放を減少し 、 製， ＺＷ Ｑ ｾ 優良 化し、 全工場をよき統 Ｚ｜［ｉ ｊ ＩＩ 下に ｴｬｩ く ｦ ［Ｗｾには、何よりも

工場内の整ｬＡｬｊｩとｲ，ｴ ｊＭ 婦とが抗 Ｍｾ ＱＧ Ｑ ー であるといふ 。

時局下なるが岐に、市も それが午永久 (:I" Jのものなるが放にこそ 、都市美の問題 は一風そ

のw. 要性が力11へらにと考ふべきである。 (2600. 4. 5)  
時 討 に ＷｾＮＧ 立 大 ｩ 泌 Ａ ［￭ｚ ｩ Ｂ 内部 ｅ ｴ ｾ 止 総 長

ベ ル リ ン 動 物 閑 の 新 し い 戦 捷 記 念 住
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都 市美 の 全 煙 法
ム

呂 Jj j弘 泰

I  美への意識

大が美についてのな識を持つ、 そして これを芥々の形態 の"1:に表現し ゃ うと欲す る。こ

の:] T{主人1111が美とえふものに 1'-i する根本の把握なのであっ て、恐ら くこ の性 質を 人1:11の: む

識力内から 、 又認識の内から妹殺する こと は 11¥ '>1-::得な いことで あろ う。

即 ち美空〉立識は人111]' 7 ) 究制のJ巴援であって、この立識によ っ て翠術への限りない思慕が

生れ、 X この滋識1η 表現がまE術への完成へと進められて行 〈ので ある 。t.:ごか らして此の3芙ミ

をを ｾｪ 点毛現せんとする ｪ忠旦 ，ｹ焦 ｦ特正は ｉ早 昇 に主翠 ｅ 術と ￄ 三ミ‘ ｪ よふ 、 ‘イ{例問剛'1性i

'1'刊悦|ド門1'1:咋1:、E即IJ ち人 li川川i日川11住主生住干存f に.釘針する i泊趨イ介干f僚傑削j'lド: 白必D fI.. 現{ 化じに、 このヨミをぷ識すると しないに か〉はらす'

表現し表現せん として居ることは事買である。

又ぞれと 同時 に、人 の刑法( I " Jでないもの、又すでに完成されに もの につ いても美を見 11¥

し統介しゃ うとす る立識を持つことも干呼応し件ない。i 1 ! t これがその日IJ Ji!!の過 料 中全 然 美 と

えふ立識を? 淡却し てllt められにとしても、やがてそれは{ りわの時にか勃然 として考へ芭さ

れてボる。 即 ち!ヰ認識となって検討される様になるの である。 Tごから美は如 何Tよる僚111'の

下に おかれて居る事物であっても 、又現質に 11、現されて府ないと に拘ら 争、 人1mの立識の

ｊｾｊ に、 干 ｦ イ ｒ としての｛氏 ＨＱＱＧＨ ｻｦ ｩ 守つものに釘しては 、 人 の ｸ に針する要 求 と 思 慕は 永 遠 に消 滅

する時はないのである。

消滅しない月J j - か、美ぷ識は 'j ;? にJ;I(1長 し、 より高度の コミの傑筑に表現に、 永 久 11:む所をう:11

らないのである。恐らく人1111のul l生 t jCに、 そしてその進化 と共に現杭迄設反 し照' >J ( への

ノk却f l : を持つものであらうが、この芙のノ.k遠性は過去から現{J: へ、現イ1でか ら将来へと又映

りな 〈持続されて行〈であらう。この事は云ひをきへれば美の持つl然 史It e 稽 され るもので

あるが、 兎も ffJ も美への人の立識は ノk; 主なるものであ り又その表現は成長 して !r: U 所 を女11

らな い ものなのである 。

nj nそれが美の持つ!悟史 l'I: Dn 質 j て、必然的にその時 i¥; { f 反映し、その時代立識に 影併 さ

れて居ることの ｾｉ ＮＧｩ ｾＧ ｗｉ Ｚ を持つのみで 、 ヨミそのもの〉ノ ｫｍＧ ド ｼ ーは留りないもの で ある。か う ぷ

つ ＿こ 丈 ｲ の 本 ＧｪｬＨ から 、 Ｑ Ｑｬ ｾを ｊｦ んの現賀ーに 向け て 見 ると寸る。

現代 の 都 市 とえよ、恐らく乙れは沫什行とえ」、 Ｂ ￯Ｈｾｄ ピツタ リ 岱ては ま る に ｾＱＺ も 油 首し＿ こ

イ{ "(Eで・あらうカ: 、この現代のおnli liが、45に大 都市 が、陥洲ルネッサンス 以 後から 引絞い て

権主起きれに産業革命に 1:' 1* を川lへて、訟に現 (1: の桃成に迄琵民して' >1<: 1こことは、今夏 三

五 、 迄もなし、。 そ してその数九 ，Ｚ ｪＧ ｉ ｉｾ に 地 域的に特別な ＩＮＮＺｊ ［ｬＧｬ，悦を持つものを ｫ 都市と 云」 、名で ま返

してんi るのであるが、この 'd'( んな坑 j或と複株な機能を持つ大:都市に ついて、前述 し仁美の
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問題こそ、現ず1: の数多〈 の問題を技へて居る都市の叉一つの大き な課題なのであるうと思

ふ。

1[ ，都市美の構成

都市と云ム入n日の構成物と、勿論この構成は人間自植の生活環境でもあるが、この椛成

物に劃して、人の探求してよしーまない所の美の立識が表現する所のものを都市美とえふので

ある。そして都市美の問題は、それが如何に表現されて居るか、叉如何に表現されるべき

かと云ふ批判と全制とが現ずf: の根幹なのである。

美の友現が人ｉｬ ｮ 生前の恭 ｖｩｾ として要求されて居る以上 、前述 のやう ｬ こ構 成としての都 市

に、そして生活環境としての都市に、美を求め、美を表現せんとする意志は否定すること

は/"1 11来ないのである。 fごからして此の加念によって云へば、現{Eの都市美問題の規範は所

"111必要にして似〈べからぎる事例であると云五、事がti'， 米ゃう。そして、それがE . t に規範の

お象となるものは、現{ Eの都ili に折々の姿求する美が如何に表現されるべきかと云ょ、表現

形式なのである。

石原: 孝治氏は大大阪誌 上( 九月J ]I U 都市の美の:刊で剖について諭せ' られ、特に自然景il 犯、

断史景 ｾｉ 犯について、そのＧ［ｩＮ抜な論を述べられてゐるが事賞者 ＱＱ 市はその規模構成の大ノ ｪ 、 に拘

ら今必十自然を保有してゐる。過去の都市の改展過程は、この自然界ぞ相官無関し? こ事は

事貰であるが、現代の石 ｾｉ 市は各組の意味で自然との接間は切貰に考へられ、兵器化されて

居る。それ丈に現ず1: の都市に自然の景1聞は無関係に放置されるべきものではない。

然し乍ら又一方都市は人｜￭ ｜ｊ の誌 ＱｾｾＡ 物の集介でもある。進化が驚嘆すべき創造物を作り上

(グ fこ一つの構成形態なのである。Tごからその柿成の rl -Iに、文化と機能を極度に兵現化してゐ

る:) 1予jl EのIj l での美、ぷひもきへればその造型としての美は必す' 表現されなりればならない。

叉都市は他の性質をも抱合してゐる。

これは都市のみでなく他のあらゆる事物にも池合し仁性質でめるりれども、ｬｦＮｴｾ免除を拘

っと云ふことである。すべての事物が、それ自身の長い隈史的 ｲｾＱ￰ 努力の下に存在を持って

ゐる綴に、部ili は又都市白誼としても、叉その内部にも隠史を持ち、阪史物を持つもので

あら。現 ｻｉＧ のやうに突然に工業都市の，ｾＺ倣な生成を見＿こ都市に於ても、その構成の部分に

は幾多の同史を係史的，i己念物を持つものである。

前述し＿ こ事例をイト Ｍ ＵＲ こ〉に ＺｩＮＮ ｾへば、都 市 は ｽｰｪ 史ｾ背景と し＿こ自然と ｩｬｩ 型の集合であり

そしてこれに人の生爪を以て 一つのJ J i 町村主主? 保有してゐると云ひ得ゃう。であるからそう

し仁一fI i ，lの枇令性にますして殻押される人の生爪様相こそ、叉都市の‘ ・つの景il 却を左右され

る軍要な要素でもある。

以 ｊＭＮ のｴＱｾ 然とし＿二百 ｲ ￌｩを ＧＨｉｾＮｦ ｬ Ｇ Ｇｬにま とめて、その表現の形式 ｬ こ陥って分類し て見ゃう。

形態美観= 這型美+ 自然美

精神美観= 歴史美 十人格美
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m. 形態の美観

k づ最初に形態の "'AiI引について述べ 7こい。

過去に論議され? こ都市美問題は前頃に分類 しT二月j- のjJE盟主につ いてのみに限'むされて居

? このではあるまいか。勿論造型;売には主 t して入江による創造物即ち建築物とか、荷路、

共1也の工作物を云ふのであるが、特に建築物についての夫の問題、様式の問題の多〈論議

されるのは首然と云へやう。

建 築 b云ふものが多〈の機能と何々の榔迭を持つものであるから、建築物例々の美な り

様式な りは、人 の創i主意志の-' ーから叉完成後の上か ら見逃し得ないH i : えな問題なのである

叉その機能とお ｴ ｩ ｬｴ 訟とが、＿ことひ或程度、粧附 ー ｉ プ 、 市 ｴｆｆ 上、の ｬｬ ｪＱｪｾ裂を受けるとしても 、 そ

の建築設計ー者の熱烈な美の意識は、創造慾は必然的にその意匠の上に表現されてうf < : るのは

常然である。

そして完成の躍は終日、多数の人々のHRに最も公開的な都市祉併のイ子症としてそのf賃値

を長〈評償きれなければならない。やがてこの永久性は都市建築の、否都市の歴史性への

性絡までも附興することになる。こ〉に怨築と しての i誌も大きな j拐事さきがある班rl lである

帯々の脱く近い過去に構造減ど表現抵の正反釘な、それは美の表現としても、構造の手

法としても、叉機能の上からも、他の造型と異つ 7こ性質を見るのも都市建築の如何に複雑

な本性を持っかを知ることカ ［ｉ ｩＧ ， ｾｾるのである。にから郡山・の ｩｬｴ 型の Ｚ 走は特 にそれは建築物

と云ふ浩型に期作され、現11¥されねばならなし、。そしてそれが矯にその俳l々の美と様式に

つい I 絶えぎる努力と論議が北きれなければならないのである。

にがこの辺i 型と結合しなげればならないも のに自然がある。 過去の都市長問題は、この

事柄とあまりに分離した如〈感ぜられにのも事責である。都市計 ［ＡｴＱ ｪ と云ふものが ￯ｾｩ ｾ、時代

の立識で、者f¥市を美化すると云ょ、思想、で自然と結びつけて考へられに時代があれ又十九

世紀木・から廿世紀初頃の川岡部" di論に叉自然とのあげ? を新しく ml 諭づりに等、過去にもか

うしに自然と の闘聯ばそれぞ九の )1んにで巧へられて来7このである。

然しこの過程 Eいには都ili のiik型の，1-' に自然的儀相を部分的に取り入れ又自然の中に都市

を求めて所評j過 ) d:ii) ili のWfo決方法を求めに のである。

こうしに過去刀方法 L 方法としては川j主ひのなし¥それぞれの判長とな74てとを持つに

ものであらうカヘ然し現在の ＩＨｻｬ Ｑ｜ 市と云ふ、あまりに ， ｾＺ激にそして ｊｊＧＡ ＮｫＮ な設展を遂げに者 Ｑ｜

ili の封自然と又ふ問団( 立、あまりに復雑である。又それ丈に充分に令制されるべきものな

句 である。

自然Ｉをと［ム［ｾ、色、そのＧＱＧには山地、民地主ナＮｸ ｩＢｲｊｉｉ も抱合されてゐる。そしてそれぞれの

fII，WI :e 似仙台持1つてゐるが、1i1¥ili のiti 型とえよ、 一目位If. Jな， J- ｾｾに は 内然と ￄ［ 、千 ｉ ｾ の 言 葉で

去しでも差点: へないと思ょ、 。特にそれは淀と去五、一つの主 ;. f:' ，: から考へる時に 1'1然と 云ふ一

体の長閣を特に認識するので あるが、この正反到な 、 そして別1J I，Iの特性を 十<.i

J つ造型! と自然
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の美の結介によって形態としての美を完うするのである。

勿論、; ヰJfj' !U:. j1t ｊｦｩＡ として そ の持つ夫を生か しつ入自 然は Ｑ ＧＱ然としての ｾ￭ Ｎ ＮＧ ｦＧｉＧｴを ＡＩｩｦ￭ｪＨ しつ

〉、千{ 機(If. Jにこ の"I'i :X.の品Jif〉が則作きれなりればならない o 11' "々に 生されて、 そして完全

に有機的に結介されてゐることが、要求される形態の美なのである。

! 時に現在者[S市 総J I f J . の問むIi)>都 i li 政策の r[' に切貰 iこRt l!tl j され、質現されてゐる。保健と :t:;:・

』、、防空、防災と云」、その第一義的な千( 1J: 諭 l二、 ともすれば忘れ勝な美ii 1i i ¥の問祖も、 1Jr 行

して考へて行かれる べきであらう。

やがては自然地域とえよ、、法f ' i ' :J コの規定のー|二からも、 3とその事によって ;iK ( 環境として

の地域全保つべき自然に '-' むとしての規1むを求め 、 その:wm! との結合芙は刊に強調されなり

ればならない。

IV. 精神の美観

Ｑｾｩｬ￯ ｛ ｪ が係史 ｎＺ を持つことは前に述べ＿こ泊りである。特に我闘の隊に ＲＶ ＰＰ 年の有史の氷述

'1' 1 : を持つ岡家 lこ隠史的事蹟在1政多〈叉有意義なものはあるまし、。

ｽｦｆｪ 史哲 Ｎ ｾ裂の示す脹史の ｦ ｾ｛ｦ ，ｩＧ｛はよりよく日本に於て生されてゐる。日本間同の持つＡ孫史 ｉ と

時史的事瞭とは、 i似降! とそのノk; 主に於て間同に J以つては iょとして過去のものでもなければ現

在と無関係なものでもない。

折々閑民に 1[ 2. つては、 それが少〈共我閤 Ｒ 誌に閲する ｾｬｻ 1) ，過去が現在でーゐ b、現在は又

永遠に精米なのである。防法. ，は否々の現在であり、臨史的事物にますして否々は現u:の息吹

を感す' るのである。速い過去の脱史から現在迄を築いてゐるその血l庇の陣統の上に立つ現

拍: の人々 に、 i母去の王E踏は、 その文 化の過程 は ｾｬｾ りなく貴いものであれ又 Ｑ 哀しいものな

のでめる。

都 i li はそれ自身の I.IJ に、農村にはそれ自砲のr . IJ に、 l W統と: t j : ; . 蹟とを似持してゐる。 -i手々

は そ の中で過 一 去の組先の ｷ んで ρ ＱＰ 二泊ーを、成し遂げてボ ｦ こｾＺＭｾ＼ｾ知り、 そして今日の子f ノシ

が交けてゐる岡家とその文化の張民の過棋を知ることがt I ' ，来るのである。

外 来 日ι 想、も文化も i'. !，( 統と 去五、一.J J . ' しに迎念の内によく統介されて、 その時代時代への

新な ｾｩｦｦｾ を＿築いて行き 、ー として ， 詰 る事 ＧｊＩ 無い岡謹の中に 笠 に税制 ｕＺ 進歩ーを遂げてゐる。

そしてこの恭 ｾＰｴｩ ｊＩ Ｎｊ ｾＮ ｉ こ Ｚ ι つ ｊｴ んｼ 求 ＱＱ 止はすべてにませして新しき 意義と殻民を示し、 その遂行

に絶えさ' る好ブJ e  ￟ｬｾ り な い 喜 びを持つのである。

これが日本の文化の! 日14: で、あり、 ぞれに l王くって桶惹 され? こ同氏。| 生なのである。

陪って日本の文化 Ｏ Ｉ 設民過説は日本間民に ｬｩｾ つては 一 つ の ｦＧｾｦ ｪ ， ｪＧ ｬＧ 的 象徴なのである。陪史

的事蹟 ＩＩｲ いから荻 Ｚ ＺＩＱＱ を受 け 、 Ｑ ，Ｇ ｾ ｾＧド ｴ な き をひ、 そして生前J I . . 現の」コに溜得して行くのである。

［ｬｬｬＡｬｩ ， ￬ｴ と云ひ仰聞と云ひ、 ｾ ｾｲ 也史 ｾ ｪ Ｇｦ 、＿品物、記念物、 すべて削民に ｊｉ ＵｉＮ つての数廷の ｩ ｖ［ ｕｾ であ

りj艮iJf，¥なのである。

であるから都市 e:えよ、 1i! 1( 大な内にイNr: するそうし? こ悟史的事蹟は、都市入の叉者11m白崎
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について云へば都市絡の最も大きな精神的な存命であらねばならな い。

こ うし?こ干Nr=. のrl -tに芙を見川 し、求め得られるのは以 上の.fll ¥I II で明かであら うと忠はれ

る。 そしてこれ ら歴史的事政から殻揚される 美は岱然その環i立の中にある都市人に よって

閣得き れなげ ればいけな い。叉その美は再び都市人によって殻揮されること こそ、異質に

生き れで来るのであるから 、すべての都市人の智能行動も 、 この厩史性から関得 しに人絡

1' 1: であ り?こい。この人絡性の殻右p . され? こ美 を人絡;たと名付けにのである。

都市人は農村の様によ也最象的な防! 聯がうすしその伐に例人的であり 、利己的であると 言

はれてゐる。又今問題とされでゐる都 ｔ ｬｩ の保健問題をｾ＿ｩ ｕＺＺ してゐる都市人の開質低下を以

て都市の不健康性を必へられてゐる。これらが都 ￯ｬ ｩ は公他公共の美に ￟ｾｴ り 、 大都市否定へ

の非難 と議論を生じて来てゐるのである。

然 し乍ら 、現祢 のイl γ1'. としての大都市は現今迄の殻展に それぞれの盟[11 を持ち 、叉そ れ

丈の使命と倒↑ 117 含有するものである以上、 そのイ子在性を否定する1 ! l Ull は見詰らなし 、。pU;問

題とするのは、 そうしに都市の枇も i歯切な解決方法なのである。

こうしに理 flt から人特美を都Tli美に封する ーつの要素とする ことも必要であらう。こ〉

に人絡の美と云ふも - 1rI，1人のみを封栴としての 言集でなくして、大都市と云」、新 しし、ー-つ

の組織、 n百: 令の中でイパf: { t > 持つ人怖の事である。そしてこの例人として一都市11止令人とし

ての正首な認識と判断を持つ 人の人怖の美なの である。

然 し乍ら都市人の生前様相、職能、行動はおlーではあ り得ない。それぞれの{向性と特性

を持つ。にから云ひもさへれば人裕美はイ向性美と云へる。5 ( :/iili 1illU千? と云五、立壌から 見れば

統ー され仁美であらねばならなし、。これが市民美と云」、統一夫でもある。

この例人美から集合の統ー‘ コミへ閥系化され7こ人絡美は附史* と結合 して始めて、岡h'; 美

とも云はれる精11I
111の美への完全な設展となるのである。

芙制は ＱｬＱｴ ＧｾＧｈＺ Ij ヨ態のみでな し それ lこf*l 、に否むし ろ主体的l三将ij:'IIIII J ) 美は等罪されなり

ればならない。 そこに良質の芙制の生徒 と，r?dv:がある。同mと民族の誇 りと自 ''Jt とがイ(--t

るのである。

以上のまことに粗雑な概念を次項に準的巳結論をつ りで !..!. ゃう。

V. 金韓としての都市美

以j てで相ITli J ) 美の件々を形式的に概念的に論じて外( 1こ。形態美 と云ひ、精1(，11
1
美と云ひ .y'l

1切にそれぞれの生命を持つものであるがこれらのものは又一つの都市と云ふ枇什|引を地域

的にも数世的にも ＱＱ ， むるものである。であるか ら 白然と ｩｬｩ ｽ￭ｾ Ａ と 、 版史 と 人裕と力市々 その

fr，l性美を殻柿 しつ〉限りな ¥111
1
ぴ給介して 、一つの又完成的な領域へと準まなければし 、け

ない。この統一美を都Tliの芙と 云ふのである o :1IilTI i は前述の慌に lS() くな地主主と新時代の機

桃とを ｖ ｾ み、あらゆる生 ｭｾｦ ｬ を包令してゐるものである 、 にか ら と云って都 ｔ ｬｩ はｾ ， ｾ ｻｬ なる集

介開でもなければ何等の辿絡'1' 1:のないものでもない o Ji il:千? としてのー・つの組織を持ち 、x
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化 t しての隙八; を19・っちのである以上、有機的、生態的であると云ひ得るのである。

そう しに者j¥ili に業主 A l 、表 現 に 統 合 性 を 持fこせるのは首然で あら う。 11住金凶者jl i li すべ て

のもの 〉統合ではな くて 一 都市 そのもの〉統合なのである 。

都 Ｍ ､ｩ が その持つ雌 史的 ｾ￺ ｾｪ ，品 肢が都 市 そのもの〉性質を 決定 づり る多分 の Ｉ［ｪｦ I本! となる。

卦凶の都 市 が その生成過程から分類され得る 性質を持つのは こうし 1:::1.illLl Iからである。

この都市のf[ ，川上 lこ、前述の都ili の統介し? こ美は充分に後怖され、 一致きれなりればなら

ない。これを者j¥ili の全韓美と 云ひ? こ い。即ち都ili・の内に持つ f[I，1々 の芙・が蹄納的にこうし fこ

統合の美即ち杢盟へと生されてうI( るのであって、 この立場から自然の英も詰!t 引 の 美 も 批判

されなげればいりない。

そしてこ の認識から都市 美、それは美佐 :: i-: とし?こ: i : IJぜよからのみでな く、少くとも太な b

小7より美 を 衣 現 し得べき舌lf 討をもすべてを? 指すのであるが、こ の都市 美もf r : 主IJ されなりれ

ばな らな い。

Tごが此の事は自然の造型の美をイF作主的に淡去f J することを云」、のではない。それ等の美は

限りなくその例々 の 美 を 改 邸 しつ〉、給介され統合されて、 全 踏 としての美へ準まなりれ

ばならない。 言 ひ吏へれば杢髄の中で、部分としてよりよく生かされるのである。

7ごから都市のすべての美は常に全関全意識しそして全穏によって批判され合捌きれなけ

ればならない。この秩序がifl¥i !i 美としての IP，殻紡であり、又師若駄なのでもある。

Ｊ ｾ正ｾーは制 ｦ 戸 ｩｬ￮ ・財 務課勤務

(第22頁より〉

延長90キロ 8、路面舗装 18，');¥坪、l陥員整現67，000卒、橋梁改築82橋、建築敷地主i'l 1&92S，624平

方( う路線の沿道〉となり 、之カ: 火正 14年より 9 ヶ年の事業イド皮とし事業授は 182，934，088図

となっ1: 。しかるに、 よれまれ土地民主主事業や高漣繊道、路面電車などの交通院J係も加はっ

て再び執行の後更となり昭和 7年 l 月29日付で認可ぞうげ 1: 。すなはち i抗告僚築401官級〈他

に阪図 l 線あり〉 路面白li 袋約 18iA坪、 路幅整洩約 67，00() 湾、 橋梁改築 81橋とし事業費

l:t 165，924，000阿とし 1:
0

かくて目ドは9870倣の tlHIミJ5 となってゐるが、 これま f 二時局の に

め事裟年度{ f 1ヶ年延長する。

.6:梅田島幸前地下康場および地下道工事 大阪務自ir の都百十笠理事染は昭和 3 年 5 月の認可で同 9

&F-- Ｓ 月末日に鎚ＱＮ｛の認可をうり 、 問先 ｉ のごと〈換地ｾ分問題で紛糾し ｔ こうへ時局の影響でま

すます準捗金阻まれてゐ 1: 慮、今度は防空主主策として地( - " 遂と地下足首携の新設となり 、既定

り地下道の i 部幅員償張と第 8務地 F遂事場 o也被2.725坪〕の新設で事業惜を3ヶ年延長

する。現在の工事出来高は6事U2分絵でめって今後lま15年度に l 制 2分、16年度に l 寄り分4底、

17年度に l 制2分3)現の施工をもって完了の改定でゐる。

3 3 v  



都 市 の 美 観 乞 風 致 に 関 す る 問 題

白

ー

i

 

l

 

泰

近年各閣共都市問団の一つ t して都市美 なるもの を11宵し 〈論じつつあるが、我陣lにでも

都市美委員とか都市美協議千? とか云つに類の ものが IH?l (此れに劃する問題を取り 上げ それ

が封策に腐心し てゐるのであり 、今初夏も京都市に於て 第三回全閣都市美協議令が開催さ

れる運びになって ゐるのであるが 、 概 し て我閣今 日 の 各都市共 ｾｴ の見るべきものをば始ど

有して居 広ぬと云つでも許されるであらう。 l市:1革かばかり米京の 'l; I，. 峨前大手町附近より日

比谷 を へて お ケ ｉ ｶ ｍ 閤令 議ｾｦＮ ｾｾｾｪＺ 盆 ｬ こ 至る 附近とか、大 阪の ￧ ｬｾ 之品難波橋から ｬ 波大器製部 附近

にしかも その一部 にそれら しきものが;nJ Iはれる に過ない現献であり 、京都の何? ごって仔*111

に見ればiょとし て美 しい 左は rp され難い。

f者而、都市の美 であ るが、 これ には勿論都市全躍の陣成美 とその例々 の博成要素の一つ

づっにつ いての美、更に それらの美 にも fl'Tの美とか大いさに於げる統ili1Jの美とか、色調の

芙とか金聾叉は爪 ｝ 聞に Ｑ ＧＱする Ｂ Ｐ ，Ｇ ，｝ 和 の美とか云つ ｦ こものがあ り、 更に進んでは Ｔ ｾ 鹿 にｴｌＺみ共

鹿で動作をする 人川のJI三の夫、動作の美、衣服調度の色訓の美、心の美等とえつ? こ数んの

美そもー艇は考へに入れられなければならな い。 そしてそれらの美は例々のもの について

必要であると同時 にそれらが有機的に一組となって柿成する生命ある全髄としてのものの

［ｊ ， ｾ［ｦ ｬ ｬ の と れ に 美と云つにものも亦望まほし い の で ある。

如何 lこ額七けが美 しく化粧されどれほど輪廓が良〈つ? こって着物が それに相臨し てゐな

いと かi¥!ll い足取りにとか A つTこんではむしろ j骨格にしか感ぜられないのみかそれは lリj かに

叫にす ら類する場令がある。従って、全 胞に訓示11カ叱れてゐて美しい主えっTこことが美し

いと ｉｾ ぜしむる 一大要 件で なければならな い。

×  

此蕗に標題に描ぐる如き「都市の美制と) 氏致にlJ 討する PUis1J と二ムーつTこ課題 に接し? こので

あるが、こ れは都市美問題の一つなり と併する のである。 IJ(; して 、都市の美仰とは之 れは

主と して都市に於 ける人工的桃築物の 側々Ｉｾ 至はー凶が桃 ｊｊ 文する美を指すものであ り都市

の風致とは之れは主として都市に於げる白然的資材のーl謝が! 日i成する美を指 す も の で あ

る。従って首然ここ lこは都市に於りる人工美と自然エーとに附する 1I日題を取り扱ふこととな

るのであるが、都市そ のものが一つの有機簡であること より一つの有機謹の人工芙と日然

美と につい て論争ると去五 、 こ ｴ になるのである。ここに ｾ Ｑ ＺＺ＼ 介ひに ＱＱ 止も高級にして Ｉ Ｑ ［ 止も完

杢なる機能を護押するわー機胞としての人間と」ミゴ、もののJ ' J 然夫ーと人工夫とムーつにものを考

へこれに比較 ＺｴＮ ｈ￭ｾし ながらその ｪ 凶司をなす概念を都 市 に及ぼして考ふる時間ら都 ￯Ａ ｩ 芙に ｉｾ Ｏ［ｊ

する諸問題も亦容易 lこJ A解解決に尊かれるも のである。
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美人なる名ml，まJj} Lr  1ヵ;$111か〈て滑らかで色艶の美しくしかもその全1置を柿成寸る各部分

の大し、さ ｊｉ ね立にＱＮ ｶｾ 世に均 ￭ｙｩｪ がとれ淵和がゐり、内容外制共に健全にして闘滑なる護育をな

せるものにwへられる言葉であれ同じ美人にしても時代の個性はそれに官型新型の別名

をｾｧｊ￭ ｬ へ 、 近代感党の統ーは自然の ｬ 刊に行はれ 、 共の時代の新人は也型の美人 ｬ こその良さを

設見しながらもやはり紛新なる型の美人により多〈の魅力を J感す・るものである。史にこの

美人を引き立? こせるおじは化粧とメ・つ? こ美化工作と衣服調度と云つにものの質と色彩と JI 予

の人工による判手JI の美と云つにものが要求されるのである。

都市の美にしても亦同じしその内臓の他全の美と云つにものが法本となって之れに反

映 す る も の で あ れ そ こ じ 肌 11の良さを自然的 lこ力強〈改抑し、それに力11へらるる人工美

の泊切を根本要 Ｑ ＧＱＺとしてその構成要素の倒んの統制ある美を［ｾｪｪｊ ｬｴｬ として全器の柿成美を形

成する iこ至るのである。従って都市におりる美i/J I風致の問題は都市それ白躍の健全性の|問

題であり、決して I記子のみの問題ではないのであれそれにり重要硯されなりればならな

いものである。

叉、同じ美人にしても京美人もあれば江戸美人もある如しそれらはそれぞれその衣服

制度の好みをも具にし京美人には京都風のそれが泊首であ b江戸美人には江戸風のそれが

訓示nが取れて美しい如〈に、都市の美制風致も /}f.*京と京都とでその個性を保持させなり

ればならない、のは勿論であるが、 111J じ京美人 lこしても昔の美人と近代美人とでその払を異

にするものでゐり ｪｩｬｾ 者共拾て刻 Ｑ ・ Ｓ 味を有するものである如し都市の美観風致にしても亦

昔の l床を保イ子させなりればならぬ部分もあれば近代味をふんにんに設姉させなげればなら

ぬ部分もあらねばならぬ。ここに皐33美il :見風致の保イU: 創浩の問題が針人 lこ耕せムれる認

である。

×  

世人は常 lニタ; を描しあんな美人が有ればとか、こんな美人にこんな着物を着せて見? こ

ならばとか、主ｾＮＺは誠に結構な存在である。 ＲＵＴ は一部の ｊ ｬｊｬ 想、であり、向上への理想、でめる ｏ

ｾＺのない人生には進歩がなし設 ｬ 別もそれが貰現きれない ｈ ｜ｬは全くの喜多である。ｾは今日

の人生の向上 ｬ こは非常に大なる貢献をなしてゐる。長人の論十る都市の美 ｗｾｖ 武致の問題も

亦夢であって決して差 し支へはない。むしろ大い lこ夢を摘い? こ方がそれが何時か曲りなり

にも貰現に近つ' かんとも限らない。都市の美il 現風致と云つTこ問題は i共として考へられるに飴

計なものでも質保なものでも何でもない。都市に於りる今日の質生活力Z痛切に要求する祉

令性の一つででもある。従って、隊| 家権が今日此れに統制制限規定を作J-I " J させて都市計喪

法同施行令、市街地建築物法、同施行令、同施行規則中央制地ｉＡｲ Ｑｾ ｾこ閲する規定、風致 ｴ 也広

取締f規則等と云つ? こものにより生1: 商工業の地域jl i I J 乃至は風致美制地直の設定とか去っ f こ洋j

極的な乎段を静じてそれが賓効を妨げることに努力をしてゐるのである。

。j: し、此れ7ごりで都市の美l聞とか風致とか云つに問題が解決され、美1凶風致と云つにも
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のが醸成されるとは考へられな いのである。これが完全なる遂行は' 庁出なり公共国間なり

が一段と街極的に一定地区を限りＡ順次、その筋の ｾｍ 係各方 ｬ 商の故高専門委員千＿の確立とそ

の高度の槽限とに基づき計童、f.¥医、工事の代行、制限、統制 を質現し、 今日の一歩一段

が将来出来上るものの一歩」段をti ' t J : 成して行〈ことが要求されなげれはならぬ杭極的な方

策であらねばならない。

X  

都市にがける美観の問題

此れは諭すミる純凶が非常に民大であり主として人工美の純凶を取扱五、| 問題である。都市

はそれが文化都市なればなるほど人工 iこより成立してゐる部分が大である 、 その内に従と

して否むしろ組めて僅かの程度 iこ於てのみ自然を抱括してゐるに過ぎない現献であり、従

って都市に於ける人工美については無限に多数の問題が提供されてゐるのである。

者 ｪ ｬ 市なる有機臨をす｜ｾ成する各組織は側々の健全なる出 Ｑ Ｑ｜胞が その 必本を ＿なすもの であり、

各個々 tこ見てそれ自睡健全美を有する椛築物が健全なる居敷金形成し、それらが一つの統

治IJ下に集合して健全なる街再II とそれを取りまく道路を柿成し、J).!に それらが威る統制下に

配列して商業、工業、住居の地域となり、大さと配世と立[ 正と色:(I，'，J との統合HlIJ下 l三謝罪11を得

て者 ｪｬ 市の全睦的の人工美とえつにものが結果されるのであり 、 ｩｬｬ 路のみが如何 ｬ こ美しく ｾＱ Ｑ￬

接されてゐ? ことでその除j側に建ち並ぶ構築物がその全ての駄に於て統jljlj と制不11に蹴〈る所

があ「ればその通りは決して美しくも感ぜられなければそ の街並も決して美しいものではな

い。その側々の構築物が一つ一つに於て如何に立1).正であ b美的に41越しにものであらうと

も、 その集合よりなる街全睡又は泊り全髄より見て その全現に統制そ( 吠〈場介そこに衣現

される美的効果と云つ? こ 6のは大いに殺減されるものであって、 i旦り叉は街全績としての

美はなしろ全謹としての統制の美でーなりればならない。そして出所より鮒鰍し? こ場合の美

と云つにものも亦規則正しき道路に泊五、規則正しき街呼II の規則正しき配世j う王は澗立家出

と共同家屋 t を問はす そこlこ流れる - l Zし?こ統: ! i iJ とぶつにものにより服成される所の美で

ある。

ｦＺｬ ｪＧ しＧ￮ ｲ 公筒 、 Ｚ 停車場、病院、感校ｾｾ他公共建築物とぶつにものは之れら の 軌範 ｾｭｴ しに

もので、むしろ統制を似つに所にその 1=1棋と 縫化の芙とを生す・るものであり都市美削 lこ貢

献する所となるのであるが、併し ｪ［Ｇ，｝ 図 叉は環境に劃する司 ＢｾＮｦ ｬｬ とえつにものはこれを常に念

頭に世いてなされなりればならないことは勿論である。

×  

先づその都市を訪問して山一印象を興へるものは (A'J(' >1j i 場と その附近の美制でなりれ

ばならない。停車場の柿築物とその作車場前の院壊とこれに |白l して建ち並ぶ建築物とカ19l iJ

ふる 印象はその都市を代米するものと併される。

それにその中央停車場に入る迄都市の中を通過するそのト ｉｾ 側の興ふる印象とぶつ＿こもの

CA) 停車場のみならや握手頭 ・航空港等についても亦閉じ〈考へらる。

v 3 6  



も亦そのね ｜ ､ｩ に釘する ｩ 象 ｖｈｉ 印 象を Ｘ ｩ ｴ へるものとして Ｚ 市建なも のである 。従って郊外 ｪＺ ｾ ｴ より

ｋｩ｜￯ ｬｩ に入りその Ｑ｜ ｾ Ｔ､ｾ ｾＺ Ｑ ｉｊＺｾ 訟に 至る 迄 の ｩｩ Ｇ､ とぷつ＿こものはその ｉＧ ｉ ｾ 州 ＱＩ 芙悦と云つにものが大

いに｝ 主 要 脱されな ければならない。よ く米 の長 ｉＱ ＱＱ ｊ の ｩ 疋所 の Ｑ ＧＨ 厄｛ の ｾｦ 託金眺め乍ム都 市 内 を

餓迫力 Z走 り 軌 道 がj昌子る のをは叉 げ る の であるが、 これ等はその 14<I !nIJ. b五 郎 に と れ 道 路

に|自i しては美 h仰を添へるに足るにげの米国の辿ねられてゐることが必要であり、似令ひ山i

当日の場合であるにしても亦然 b で、 こ の場 介には鍛道沿ひ の次 々 の二附 ｬ 幻 ο ーろ かー ｪｾ Ａ 干 の 内

(;1¥迄 も 眺 め ら れ 人 々の l古il'l からね .!!J れま快泊ならぎる 行 伐の > . ! . られるなど都 di J )  lI'J i : r にも Ih討

す・るII U也であ らねばならぬ。- * 京l牒に 人る手前のイ1柴 1
1
1) あ? こり の I告i架 よ り 眺 め られる 美 tl l

は多分の魅 力 ［を殻 散するものであり 、 Ｊｾｾ ｾ にＥ￰，Ａしみを感せＧ し めるものである 。

×  

J くに、そのf ¥i¥i li の倒 的の美 !IGI であるがもその 14<I
1
t!1]Jコ州 築物に虫11;，，}に 統11;1J的' i . 芙 が 表現さ

れて出践とも尚業地域に於てその ｲｻｾｪ 負 Ｚ ｎ［ｾｩ Ｕ ｦ ミするＺｮ似の Ｗ Ｑ 予とその 俗必なる色 調 と はともす

ーれば美知を破壊するものであり、これが j 段、色 )，] ld'J) 強度の統 ili lJ ｾ亦望ましきも の である。

ｾＡｩ＠ Iこ両側の家屋[ こ l自i する歩道 上の 公 衆電 f活、i也子f 派 出所、電 位、盛芥箱、重1¥使 ポス ト、

ｦＮｩ枕束 、 イｾ ｩＧ ｐＱｩＺ 抗、 聖子桜 抗、陸 路そ れ ｬ こ先日出 ｬｾ ｾ ｾ ｦ＿ｦｩｦ 多の 叫出物 ＧｊＩ ＱＡ｜ｾ 統制も ｊ ｻ ｾ 免排されなげれ

ばならぬものであ b、刊に弁応匁出ね:j! のsiJ ふるイ、快の! 必1立美!仰を行政壊する以 上にNi 1こぎる

ものの;JX しき ("J 等かを' ，;;'; に! r f ; げしめるもの の一つである。

×  

ｾ｜ くに ｍ ｊ［ ＧＺ ｊＺ 也 の夫Ａ切であるが 、橋上 よ ｢ 刷 ｪ ｪ とを 眺 め＿ こ る場介 、 Ｓ 亡、対 ｦ の Ｑ｜Ｇ コ く はー ｊｪ の ｪ い よ

り主，t ) いを? 眺 めTこる場合の美矧と云つ にも のも可成 9111要J l w ，されなげればならないものであ

り 、 ｍ 川沿 ひの次々の ＱＧＨ 聞の興ふる ｦ 拠出なる景矧と平副 ｬ 刊に 立建的 ｩ こ Ｑ Ａ｜ｾ 統 ＺＱ Ｉ Ｑ ドよ るものの興

ふる感じは決して快 いもので はな い。従って ｍ 岸 地に聞して は可及的 に道路ｻｦ ｾ ｪｑ すべきで

大 坂市 の 巾之 島 の 住 友本批 前 の 土 佐 堀川 沿ひ の 大川町遊歩道のwふ る美制 ? こるや都市民に

大いなる魅力を感せ' しむるも の で あ る 。 然 らぎる 場 合illυ 11に而する刷側の家屋に-'ji- 耐的に

｜Ｇ，ＺＱ 豊 が ｊ に強度ーの ｩ ず ￫Ｑ Ｑ ， ｉ ｊ をなす場介も 外、 美知 的 主 ｉ Ｉ ［ＡＮｬｾ を設押するもの であり 、 脱出 司 ｩ の ｊ 乙安川に

ｩ 自 ｬ する ｎｾｏＡｉ ｊ Ｉ ｾ ＡＺ の天 ｉｬｩｬｬｬｬ ｬｉ ｦ ｪ［ 付近に Ｇポ凶のぷ 現する 美仰 にる やｘＮ Ｑｩｉ ￙ Ｇ｜Ｚ Ｑ こ Ｑ Ｑ｛ｬ する ものである 。

×  

ｊｾｦｴ 也 Ｑ 主 ｈＪｬ こ ｬ 自 ｪ する判陥柿 楽物であるガ ゾリン ・ ス タンＱＭＧ ［ のＡ仕立 ｬ なる色 判 、 公衆 ｬ 足 ｪ 羽 ｪ ， 公

衆議 ｴ ， ｩ Ｑｩ Ｑ Ｇ｟Ｇ ドＺ 、 ｾ平日派ＯＱ Ｑ ，Ｉ￭ ｊￎ 等の ｩ 白 ｪ 白 からぬ形態ＮＡￌ￉ ｉ こ ，也 ｊｉｃ 、 休 閑 地 の似凶 Ｑ て Ｙ 1こ築造され7こる ^

ＺＺｲ［ ＭＱｉ Ｎｸ の イｾ ｾ豊放等部 ｔ ｬ ｩ 美Ａ悦トＮ ー ｬ 紅花Ｈ白Ｚされ ｦ こるものにして未 ｔ ご米 ｦ ご その貰効の坊って ｽ ｬ ｾ Ｇ らぎ

るの誌に しきも のを >.!.' f : η るのである。

これら都 市 美矧の諸 問題 ｪｬ� Ｈ メとについて ｜ ｾ［然要求されなげればならないものは 今 一 段と 卜Ｎ

級な指導主作るもの の一首似き白 i?止とそれらに剥するに災に徹氏し? こる法規と警察楠の設

引 とであ り、 これむの れ コン ヒーを l スて附 i)とされなければならぬものであり 、 ./¥i¥di のf.f!: lili i! ，¥i 
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然、休益、慰. 柴の/ 13題とも倣JJ 櫛を千i する よE安ー問題である。

それには，と等 lこ釘する都市美jl 川公イ子丈II 泣.ll. J(IHJ委品千? のl i LaL とそれが村監艇の強 ) J ともl(制 的

なる i;ri躍とが要求されて首然のことでなげればならない。

×  

都市に於ける風致の問題

此れも諭す・る純聞は非常に大きく 、 都市に於ける自然的な突に ｾｍ する ｉ ｧ ｪ ｾ 也は全てこの分

肘に j蕊するのである。従って風致造成の要素をなすものは竹木土石等の自然的材料にして

此等が一定の規範の 下に治前に阿世されることによ b 自然美を造成し、人工的な美に一段

の美と潤を: > ｧＡｩＡへ 、 情処の悩誌と此向のｦａと ｩ 位 、 衛生、休益 、 慰紫 、 教化に必要不可 ｾＳ￧ のもの

として徐 b にも人工的な都市に於て重要脱されなりればならぬ重大n抑 の一つである。

都市のj武致維持に附しては都市計説法、 川崎行令、市街地位築物法、同施行令、風致I也

ｲｾｴｾ 取締規 則 Ｇ Ｍ ｉ ｾ に規 制 されてゐるのであるが 、 それは消極的なものであり 、 ぞのま ｉ 象となる

ものは都市川同部又は Î J i ' 郊の) w，¥致的 lこぶまれ? こる J i : 陵樹林地及び都市 Î Jl ¥ll のili l:-' ; J j : 境内地、

公! 剥出閥、1行'

ば、 その8剖都1払，Ir市|打f全謹として之れを制? 汁|似H悦t め?仁こ号場Eイ合半は勿論、イ引佃|他凶占引Ik々 の玩々も 4制均もゴ非ドi常;f; にi刊問多き快丸泊皇な

る税しみ弘きイ存子竹作守となるのである力が ｺ 、 相 ｬ￯ ｬｩ の地 ＱｾＱ の昂騰は此の問題に輩、 ｉ して常に逆作川を

日し乾燥し＿こる沙淡のお ｾ｜￯ ｬｩ と化せしめんとするのみならす Ｇ 人口の桁 ｻ ｉ Ｚ 過昨の傾向と陶工北

の Ｑ ｬＡｾ統制なる護民とその施説の不完全とは純物 ｊ 与の他の自然的資材の立 ｬ 也 Ｔ 条件に絶へすＧ小

平IJ なる保{LIーを附加する方向をにどれ遂には都市全開をして Tl l¥fO) i l i m1こらしめ 、都 i li そ

のものの美制j う主は;文化的地位をも低下せしめ 、場介によってはむしろ地似の下降現象を

すら坐せしむる仁王ることがある。

ＭＪ京 ￯ｬｩ の行線山の乎 ｴｾｾ の ＱＱＺ 反 川騨溢りより I l. 'it )J l印L ・帯を比波し Tこ場介のあの絡に !とfカ、

にして械 Ｑ の花の ｩｊｩ とになぴ＼Ｎｎｩ謂山の子風景色 ｊ｟ｾ つ＿こ眺めはその内に工場も陥 ｪ ｊ ， ｾｩｬ 上 ｊ も抱却

し乍ら ￬ｴｾｊ ひ多き全曹としていＺむに快泊なる ｊ 必を多分に Ｍ ｷ へ、刻み』ふき 二 ｵ 也、ぷ」み多きお Ｑ｜ 司 ｊ

としての［克明の的とｾＡｩ止するのである。

×  

!風瓜歪致tの川;極亙越jl中|いIq特与に同榔lれ川}リ市li 之の〉以凶't 円也取L話5に{い1，ゴ改引州j人川川"川Iけ;μtU山』 の;迫主t路告に要水さ tれLなけ tμLはlなならぬものは それに 11' ，ii  

オ寸- るａ位 ｉｉ き築奈 Ｔ秒物命勿ｾ ＩＩＳＩ 激安 ｉ地血に Ｍ一Ｍ与 λￆ Ｍじにｾ Ｍ Ａ

､め ｢ る紘 ｴ地也をを ｾｩ 治 Ｑ主 ｬ ［ｹＮ成皮し 、 Ｇｬ｟ ＧｩＧｊｬｬｬ し 、［ Ｏ旬多さＩ氏Ｚ放の尚長に ＭＱ 交を Ｑ 民主Ｇると Ｉ ｉｾ に 日 Ｉｪ ｪ ＿ Ｉｾ 、避難 ＺｊＩ ｟ｉ，ｴｕ也 よ

与する ＡＭ＼ｉ ｭｬ の ｾＩｪ 火政 、 ｪ Ｏ ｾＧ ， ［ ［｜ ｉ 時住築物の刷波般にら し めｪｊｊ ｪｴ 告及び山場のイ ｦ 効脳 ｌＱ "¥ni にl白i Wの

船i大ともなり、 ィ ｩ て ｲｾ の ｾＺ ｽ｝ｬ ↓占を千了する必安なる ￭ｦＨＧｾ ｬｩＨ ｬｬ ，泣であらねばならぬ。

×  

紘 1ヒ格化と1I ' ，¥1ui されるが、 tj)' j林地を:' ｩＱＡ ｽｊ ，文寸 ｜ る＿こめ の ｊ 般の ［ｩｌｊ Ｍ ｅ も ｈｪｩＯｾ せすしては純化も

ィ、 Ｑ 可能 ｊ ｊ ＧｪＺであれ公 ｩｾ の ｩｩＡｩ 成 、前Ａｊｩｉ［ＤＩｪ ｬ の ｲｩ Ｇ ｸｾ 、 休 閑 地 の公 開放ー地化 、 政 ＱＯＩ｜ 紘 ｴ 也， ［Ｑ＿ の完成、
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ilil :-A' 出 l人JJ :也の樹林化、イ，. Q11:}/:地の改 ;1子整王'11，による紘地のi 1t 成、14jJ荘地域の共同挫築化に

よる何詳11内部の線上也の札tl 没、弁 柿J{. '( 場のえ:I.U点、 1'，場級化の完成整備等制叫iに誌へば布Ili [T，諸

機能に一段の不IJf必t 向トーを-! j ! i J へ乍ら 一局と多数の 人口 を抱擁 し得て都市のヰ: 髄{じは j往々紘

j 由主? 榊加し、 都r[' i 金聾の公閑化が制i市風致造成の究柑の rl的 で あ れ J A想、であり 、か く導

くことに よ b都市の諸問題も亦自然倒決され、快泊なる都市生爪を渦- 喫 し得乍らも剖1mの

有機的な機能は完査に能率的に殻押されることとなるのである。要は手・|製と技術の各分出i'

が都市 をしてこの究似の |三l的に述せしめるべ く努力をなすべきで各 i -l の ト. に軍人; 問題 が 訓ー

せられてゐるのであり、これが併決は，ＲＺｾ姿 し つつあるのである。

×  

ｾ ｾ他 都 Ｂｲ｛ ｪ の風致に刷聯して ， ｟ Ｎｾｾ要する 川 出は都市郊外 ｊ 也 の餓 道軌道に ｉｾｕ 、 ｬ 秘Ｋ ｴｬＮ ｩ ［ｾ よる有

似 し 都市体外に通す' る道路の所々に貼 (r=. するガソリン ・スタンドの;i 1JJ: って心 5 れTこる俗

ｾ ｬｴｈ さとである。

以 卜 ι ｾ ｉｈ ｪ Ｉ 風致にｾＯ［ｊする此勾ーの諸川題 Ｑｗ ょたのにめには現行法規の治制的にも ｩｉ 倒的 ｪ 乱数悩 ｪ 主

主はどの ｩ ｬ ［ ｉＡＮ ｊ ごと Ｉｉ ｾ に ｲ ｾｩｬ ､ ｪＩＡｉ｜｜放 ｉｽｻ とイＨ泌ＺｩＧ ｩＴｩｬＢ ｊ 会 ＱＱ 令」 の 強力なる槽限の附 Ｚ ι と そ れがを ｌ 1  ( 1 

の川波なる限! 日l とを

×  

:打し? にして此れら の消U¥J 組を if i倒的に JI .{ 扱はんか、 その胡Idjの将米 には説i放あ るのみ

で あり 、判 事 と肢体 ｪ の守 Ｔ なる桜山 二 に法 つ ｳ いてよ ｦ｛［ 断 的に建 ぷ される ｾｩｬ ､ｪ 、 ￭ ｬ￬ｬ 台 、 以 Ｑ 米こ そ

その生命をノki 主にJヰ'i*i- i して紫 J誌のj主を:>1こどり 1j  (，も のであり 、此! 起にも 外、行政有- のより制

? 児問!i! e  ｦＧ Ｑ 思 ｘＧ と技 術 Ｎｸ Ｇ のより ｉｉ ＧｾＧｾ ましき ｩ 川 Ｑ ｴＮとオ Ｐ ・ ｬ ， Ｚ の Ｑ ， Ｇ ＮＭ Ｑ 寺保千とが安水されて氷るので

ある。 Ｇ， ＺＮＭｬｴ ［，ｾ ー はｊ，［ ｩｗ Ｚｪ ｩ ・ ｉ 水 官刊沢民ｾＢ県ｊｬ ｈｾ

また 一 つ 生 れ る 人 口 十 寓 の 都 市

電 c染地の播州諸海岸線に ru  Ｚｴｾ銀成畑」 に劣らね点点芝 ｩｬ 官官 ｚ 憾の闘 ｉ ｊ ｉｩｪ Ｉｾ工 ｬ￬Ｚ ヵ ｱｬ ｾ 現するこ と に

なっ?二、場);)i lJ : 兵庫県長代保吉r( 網干日[ 焔f Fl で、す でに 21;お坪にわ仁 る' ぷ火な工場敷地を' 20J /j: i 闘

で ￯ｩｴ ｊｴ ｸ 、 ＲＷ Ｔ 名の ｉ 也 Ｑ Ｇ ，か ， ｾ "¥制立承諾1H! : ，受取つれので 23 11芝浦本社から菊池総務 |で任が綱干Ul f

ｾ訪問 、 宮明町長その他陣 ｈ 係者と打合せれ結果 、 ＲμＴＱＱ 兵 ｪ庫車制 Ｑ燃係単聡 ｅ で県餅系 ｩ常 ｺ 周 Ｑ女 ｅ 千令＿の ｌ とに 寸ｔＮ Ａ幼み

f脅ヰ t 綱千阿町f 古泌1局問に4契氾約3澗司印を. ｾ糠狩主せ宅匂全丸れＧ川必 ｪ ｬｊ ご乎 ｈ 賀が終ると直に工 ｪ努姦建 ､投史のシヤベ ｐルレををＧ打ち ｬ十、す Ｗ徐象

〉定とでゐ るQ

ｲＮ ［ ｵＺ ｾ［の敷地 Ｑ :i. jjti 呆川のI "f 1. . J に沿っ 1: .lk :C.i l:'!.; I') X な千i旦地でみり陵地につづし 、てさら に海前約

ＴＰ ， ｪｾ 坪を叫目立て金工場を乙 Ｐ ，肖 坪にして うヶ 年間に辛子業全完成 、 従業員 Ｕ 必人公使用する模範的

大工場とするほ か海市iPf I l ，な岸砲に IJ: 1凶 トン似の船紬を儲肴げにし 111防本線網干焼から w月!

i: W; 溢舎もって泌総す るJI' ; 1i : : ft' 立て〉ゐ る

これで網干I
U
f 0 '1' 心とする利保111(1哲郎一帯{士 ここ倣"10

を:1
1

1です' して人口 Iｏ ， ｪｾ の ー 剖 ｜､ｩ をリ ｌＱ れする

わり でめ る。
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心楽しい 一時でめっ 1: 0 が又それに L ょして紅、が

11' 
一
五園

ノ1

.J，:.‘ 

心を? 十J 1: れれのは 、必くの市民注が心から庭園と"" 

'・、‘ .... 

季節の禦しさを広ばって居る妥でゐつ1: 0 この尖
1.1 

WJ 、f時i

 

u

n

u

u

 

l

 

--

-
q

 しい印象はその後長い 1M]砿の政に浅り妙な云ひ jj

でゐるがしばしば右、q 物思ひの積になっ1: のでみ
公園と云へば少し淡くなっ仁川ほから 11:)'- ぴ起 さ

つ1:
0

公園 、公園 、公園、公の庭園 、なヰf でない
れる記憶一一、 それは慢が散ってめやめの花にま

長圏 、市民が共: i l l i に所有する美しL 、昨園美しし、民主
Tご早い と云ふ伎な春の季節でめつれと忠ふ。める

を持って居る人{ 主義じいしかも向分の米に庭ら
用事の締り治干1.(ま高松{ t >主主りか、 って者千の i時間

しいものすら持ち ｈ￞ｾ Ｎ，Ｉものは私ばか ｢ ではな ｌ 、。

背苔と枝ぷりの叉い位、漣に影を員しされる橋、t時l

慢と花咲〈憾の大樹や、抗議の池、戎ひ l:l t士丹の

圏 、 こうし1: 一人 では持ち切れす，又一人で禦しむ

の録絡がみつ f: ので栗林公闘を凡物し1: 0 ; 堂筋は

ゐまり美しくなかっ? こ様に慌へて居るが公園は本

ＧｨｾＧ に美しかっ ＱＺ 。晩春の ー 刃を公園に泌す ｔｬｩ 民 ＱＺ

ちの君干: れ若いお国: さんは幼児に乳を やり 、おばあ

さんは t の子供と芝生の上でおま津温・{ t > 食べて居る
ベ〈依りにも惜しい庭が市民全鐙で所有される 。

これこ そ公園である o 花症や営発堂や銅像や "， y

チによって作られて居1: 公園の概念から訟は解法

され砿の物思ひばとの れのであつれがその瞬間か

と云ネ様な1止の中で一ばん卒凡 でしかも一ばん卒

利な光景に公閣はみちみちて居1: 。一一 ここはー

ら L っ と火きい必愁がな の心に主主力: IJ 始め' 1:0 ｾｊｩ＠

1- 1 で云へば弘主主の持って居る公園と云ふ概念から

寧ろかりはなれ1: ものでめっ1: 0
公園ど云へば、

あまり親しみのない荷洋草花で幾何模様の作られ 治以後の我凶が歩んで耳石 ＱＺｾ 会で必然的に犯さねば

ならなかっれまちがひの一つ 、乃ち西洋文化の過7こ'1' に殆ど何の奏紫をされてj詰ること L凡 受げら

皮でそして皮キ目的な移入がこんな一面に L 惜しみれない音楽堂があり 、裁は凡知らぬえは者名な人

なく送れ 、 そして我凶の文化が滋 ｩ ｬ ｏ｜｝し鑓賀し てｾ it. の銅像力; 雨露にさらされ、市民ではな い旅行者が

〈様。 iDJ) 物園( まし、、競技らおHH 、、 、 しかしこれと凡物して遜って行〈。ペンチ! 士本質的に l土俗車場

公園とは> J IJ 磁のしのでめる。動物園で従' 'J !I ＺＡ｟ｾ凡ゼの( ，¥合の待子のほに宗主定とし1: 11的に利刷 :S H る

か、多少ロ マン ティッタ に利峠l されるとしてしそ ほと云ふ絞な駄な企てがU I まれるので院 'h がラク

〆の結五にl . ， ( り込んで銃殺されれりす るのでゐ，11. 1: l 人に凡すてられに公闘に於てでみらう ο 少〈

と L かう云ふ i銃念の中にめてはめられる十:，，]t ｾｩＮ 公園 るが、ー ーかう云」、物土ねと 11'，1: らめがいつまで

積りられるのか。とは 一一 全〈呉つ＿二詳園気の宇 Ｇｾ｟ｉ こみつ ＱＺ Ｐ I長潮74

しかし今ではなも憂畿ではな L 、。それは近時進it l 1 に面して和風の好 L しい古い建物がめつ1: 。そ

閣の ｾｊｾ に＿二づきはる二三の友人を ＧＺ Ｑｾ Ｎｦ てこの人注のしてそこか乙 L つ t 哀へ勉lって行〈 、 Ii . . i f . によっ

心の1 / ' にめる- 6 - へが極めて向〈しかも温い も‘ ので

とでは ｊ とＱＭＱ全力、 ｌ 、 ＱＺ りｾ l ど、在、がもl J l l j庖・! : ! にのっ

めることを );11つ仁カ ・らである. ，) Ｉ ｊｾ 者 ＱＱ の到 ＱＩＱ 勿 ｬ￮ｩｬ の ι

て公園! 士院られ丘i 千の 1-ーは納長い掘の伐な池にな

って ｊＡ＼Ｎ 小 の ｲι が決 ｌ 、 て ｬｌＧ ｾ Ｇ る。その ｊ［Ｈ 色のバラエテ

ィー、 殺 しみの 爪深い木の' 1 : ¥' 、づ土ひ。自づ/1 • 二
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二巡 る都ホ テルのあ 1: り、Ilift l kの! ! 去には ニれ か心 不 午 Jっき長いj虫'，1ｾ土 こ の ｬ オ ｦ ，忘れ ｌ :i ワι ・・' -1 乃- - ｉ ｾＺＡ＠

美しい洩が咲 き人に 見す てられて照 るのが不思議 ー活全しつ点 、り 耳 底に受り、一度一度感謝して歩

プよほどである o { 習しあーほかれ楽にな るI: Ii 少 し病身 くがよ ｌ 、 。 い か に Ｑ ＱＱ Ｚ 間が詩 ， ｮｾ ヶ ゐ ＱＺＱＺ か 〈も てな

でお貨なお泌さんそ，E、ばせる桜金十蜘咲く o あの そｾ ! : しアゐるかに泉附き 、久 大 きな秩序が諸沢

，1?  1:り には目立本 しかすよ い ので布、 はすっかりそのめ を柔かく tDll 、てゐる力、を知 るで めらう 、書曹洞 の白ir

りかを記憶し、 そのイE の咲く頃 ti'tj， 11梨; ! 壊の問 に は明るくなり 、 この |吐の中が諸手干の 1: めに tH来て

￬￯ Ａｦｾ佐 ＷＲ 姿な見ＺｐＮしではひそかに安心しれ伐なす ｆ ぴ ゐるときへ思ムでゐらう o そこで諸震は大きな失

をア感守る のでめ る。問が散ってしま; 、と i宇lk地の q土佐くりかへしでも 、不 i台の病を得て L 、L 、かな

堤のつ、だが永い花の季節を湾 る慌に な るo i1Jめ る不幸不、運に迎へられて い 元長記念務さなくなり

ft りの露庖1 ，: 1'，で春深みれo 市の役人の ) j の心 づ 1f t 合憾み 、人全泌すじようなことはしなくなる。

かひで この一角 ば本11; IこL 、、f . &にた って帰 るのを 濡が般道にそれで、オプ設敦じみ て恐縮だが拡が云

いつも感謝してf f ，' るカ: 、か う云J 、ところ カ‘ これか は八とするところ l士、

t'， t士11 本 の都にも IlI rに L 段々 J 、えて行〈に t) tJ ; ひ 我々はこう して親切 なyr:吉含 r11: 1 ｾＺｴｴてにして 、

ないo あちこちに忘れ L の合残しである いて ゐ る よ う

t:' 。 切: f iJ のi 七百' 1 ，め土り度身ではつひ月: が1: こに

績 微 苦• 

円

円L
-
--

.
、f

，
‘

列車が*1;( 島幸れ{ } ・< 1: ぴに 、戎ひ !1数多〈の郊

外電 車が紗粘堺へ ｾ ｡ くごとに 、 蛾待機か ｻＧ ｊ はたき

コー申告で f :: " 止、れ L ののな い ように J とどなりつけ

て来る o .11" 内電車/ J ;、 ノ、: 7. が、 その他のめ! ' ，ゆる

交立主機: oI，j力、来仇: の降りるすべての件:抑揚でしつ

こ< rぉ :忘れ L ののな い ように J *'- をつかつてゐ

る。我キ{ 士雑多た騒1 ' 1ーのう%に煩(土しく rlil きなが

すのでゐるが交油機附! の '{;:;'lf 者にしてみれば‘ こ

れで ￎＮｾ か冷かどうして大しれ ｩｬｩ￯ｦｦ ｬ ｬ な ｲ ーピ λ なの

でめって 、 その耐: 令 ボ仕 的椛市'1' と勢苦とを' 忠へ11

うっかり IJ 刊さ流してはもっ 1:l 、1;. い次第でゐ るD

f比々はこんなにし n きとどい 1: サ ー ピス の rl' に' 1=.

i后して11. ' ｾながら 、 なにかにつけて 、 つひサ ー ピ

スヵ :11;. じんなどと不平ぅ: 土しい心、を・持つのでめ

る。( 主力、〈安易に奥へられるもの l士気 lこL 、(， 寸'

たかなかi非難いものが欲しくて 1: 土ちん〉そう い

つ1: 人間 の羽貼のこれ iiliTi 童例でめ! ' ，ぅ 。 {ioj かと

笑

なって、11fl 主治てるようなことになってしよふ。

そこで府、の 「微脅笑1 1 ，皮環つては 、2何者の方で

飽 きがきて、 ろ仁かと (1ヵ，り誠み捨て に され るであ

t ' ，ぅ。それを吃ぞれるのであ る。 心 してi消めばこの

微苦笑なかなかＮｊｾになる ことが Ｇ［ ｉ ， ｴ ｾ、 であ るの ｔ 九

誠み終へて、{ioj t:' つまらん等と忠ふ上うな人主主{ 土

鞍

総じて思ほう: ; 是〈 、観察もと v 力小 、語 るに足 i' ，

ない人注でみる 。 それ 、Z長泉かふ! 肥料をとる 刊カ

rl' でゐる o 1於背突から均になる肥料 0i及みとられ

るも 、 とられないし 、専 ら t，1{it の路変如何にあ

'J  Ｐ 聞はく Ｈｦ この砂礁の 如き文小 かに ｊ ｾ に た る乙

と ｉｦ や役にｾ Ｈ つ州諸 ｾＰ 採り、 ｒ つは微苦笑の狩 ｊ、

合も ， ｾ 、 はひ ＿ Ｚ士へ。

と、い ささか li ir rl I二が長〈ぷりすぎにが、微1S:

笑 t.:t ihh令力、らことはじれな いi決り 、和l Jiil でも 液 い

て誠者を悩土す f象定でめ るかじ 、 この機合に少し

念のいつれ下両ir 司、呼? を主主| 二しておく。

とは L 、二、しのの 、 うぬぼれ天狗 の手首ir 材、哨料 不

j' lIq  i夫な ものはな L、o i1i!r I  ＱＭ ，の ｽｾ￬ 戒しに 、 一つ 弘 の

愉快な失敗談合〈りひろ lグて、洗 l百lつく ってゐる

であらう言者;fl ・の関商榊絡をゆ るめてかか t，ぅ。

A  
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齢別

今 年11恩師武田ヨ1 . 先 11，- の 三同居、を7迎 へ f -o 話

1  ｴＳ Ｐ Ｚｴｊ ｾｾ Ｑ ｾ の背 に 遡るのであるが 、 Ｑ Ｑ ［ 時 ＢｦＱＮ は ｾ 王宮御

Nr の 御 池 替 lこ1: づ さ は つ t ゐ 1: の で め っ1: が 、 そ

の差是槻 に 先 生 が 1-)-;( され、 ぞ れ が 機 縁 で夜、 [士 H 氏

のi f {l 介 で、?古時 先 生f抑制[ 糸の ;J ｾ 都 Ａ ｈ ， ｜ｌ 闘志向 ｜ｬ Ｈ の青 空

;;1 に従 事 する こと に なっ 1:。 彩、は そ の 1: めは るば

是正倣然 、 後で考へて一 寸 糸 ｾ，ｾ ，し い 位吹きすぎ ＱＺ 。る u岳、3; と都 へ J IJ着すると i立 ち に た ぬ を 訪問 、御

然し吹き す ぎTこだげで }JI Iに命[ 士朝日まらなかっ 1: の

で め るが 、 船 l土手C苛ちに航続に近づいて 、建築家カ:

大抵の置在家位の腕を7持 っ て ゐ る 話 な ど 、 とつ く の

背 に 忘 れ て ゐ 1: 、 める 11 、 御 }]I Iれ の 御 柴 の 合 に A

機長の主に将力、i L 、雑談の! 士てに 、 1  :iD1の <F. i辰な

記念中 ｬｩ 持ち ｾｉ ｉｉ され 、 ｾ ｊ ， にや日寸前。＿との ￬ ＮｊＺ女 、 特に

間近煩って 、 始めてぷ都品 ｦｾ に ｬ ｈ 勤 する の治 ｨ
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忘
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に
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投
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大

ｴ 合を ｾｦ 郎 、 て〈れ ｴ の ａ 氏の好意あるもとめでめや り 給 へJ と激 闘 さ れ 1: 。その温情溢れる御詠し

る。 ヰ:J t て l 枚 の 給 さ へJ和 、1: こ と の な い 祇 は 、
ｬ 士 ｪｭｾ Ｎ ＼布、の ｊ ｾｈ ヶ打ち 、 終生忘れが Ｑ Ｚ い ｯ ｾ，ＺＧ［ ［ 時開 ｉｬ ￭ｩ ｻｪ

これには JJ r'を 抜 か れ1: 。 尚 鳴 る 心 臓 を お し し づ め
で ｬ 士 、 先生｛土建築界の第 一 人 Ｍ ｾで御 Ｑ Ｑ Ｑ の大将株で

て、 その; { l . ! 念品li を聞いてみる土 、箭家! : t しとよりめり 、 了皮辰野 ｪ￯ｬ ｦＮ 七投 Ｇ ｾ Ｇ ｾ段ＢＧＧＧＭの Ｑ Ｑ 本銀行 、 第 一 銀

政 界、 1 ' 1 : 業界の御 i隈々 が、給 lこ、歌 に 、俳 句 に 、

ｾｾＧｉ こ 、 思ひ のまま に物 ｴ ｊｴ Il 1:  't1: (e浅 し て ゐ る D 今

行 1; ;進行巾のI : I [ でめっ7・D す，ゐ J 、ん古い 話 で あ

る。よく II t られたがよ 、 ぞれ で も 漸 く 役引 を完了

、4卸ー収 (e殺 し、 て 師 以 し れ 。 そ の 後 L皮々君子、の丸の 夏 、 初 、 ｬ 士 総 ｛士 拙げまぜんと云へや 、 ｊ 当惚 ｲ ｬ Ｇ に ￬ｾＺ ｾ 汗

ヵ:惨 み 11 ｾ て ｬｩ 先がくじく らしす :0 -;(i 手 が あ るのん ・
内 の 事 務 所 に 御 立者 1: さつ1: りして 、 先 4: と1:t{ l事

う( ，めしく 、12. に内 分 がめはれなすr : {; に 思 1:ti 11:  
令ひする 1縫合も さ長かつ 仁 の で あ るが、亡く 1';' C) れ

日・、 や が て 槻 念 のftRを円11 : ; ると泉を法ちつけて、

l祭々に 、 ペ = λ で隊最多 し1: ゴンドラの潟況を則i り

つ け て 、 それ に支が日i J J市の 無 駄 l 首 を か きつり て

る古 ￭ｲ に｛士 、 千 ｔｾ 街ｼ導。士の告別式に Ｑ ＭＮＮＮ｜ ｊ ｴ さ れ 、 式 のて 主

11 、2 t : . 々と伊藤文凶郎氏と広主主人で土るー 11 :r，' 

?;。 積々もt る術』言古力、

.， 、御 無 沙 試 の お お ぴ も 申 し I H、 ilii 白 い 認 の 倣

語 り 明 か し1: の が 最 後 と な

ひそかに汗を拭よ、? こ。さで、 そt1かじ IIII N ￥て

める 11 洋 行 rl' のi i -¥;;fll 先' 1' .1)' (， 1枚 の 徐 はがき f史 り
4 0取 り 交 は し1: 0 社合'f; :; i l l : 築家に到す る布 敬 の

日明つ 1:::; 文町に/ ，! <  W前関与炎 f? の 跡 を 逗 ひ 歌 米

旅行に: 1 - 1か げ れ9li! 注目l l . / } j ) . しにて A機1 *1長 所 持 の JU

念力 : 足りな い こ と な ど も 機 1，に話し令う 1: 。 父、

布、の記念中j I奇 談 を も 申 し / ' ，げれの が 今 忠 ひ 11
1

1の紙

にな ること は 今 の取 に と っ て 淋 しい な ぐ さ め で め 念帖に御愉ひの傑作を1 ' 1 ' 凡し 1:
0

{I リ41芥 府 の 卜・

!:aちる。 い やはや乙れには燃し、 1: 。 冷 汗 の か
る。さてその氾念申li君子談 0 0 - 注しなげればこれ土

き ｩ 立しでめる。 こ の ｾｩ￨ｾ 念中山静談の打院 Ｑ ｖＱｦ［苫には武で Ｂｻｴ ｾ ｾ 、 て ＪＱＺ こ と がたんにもなら ｲ e，、。

/11 先生も UII J UilJ k 笑 さ れ 、 さ も愉; .)とそ うでめっ 7こ口

その笑徐力 Ｚ 去にに不ＧＱ ， の可の ｂ 誌に縫ってゐて消去Ｚｾ

L、。' ん' J : _ はそれ力、に 2 )I )l じ ゃ で 依 然 左 し T i11i iJ'

昭和 6 t. 1ユ布、が ヨー ロ ツ パ か む ア メ リ カ を 斜 て の

財 閥 の 治 1- 、来 船 の 郵 船nllllUしの1司自制長 A氏 が、

Ｍ ｲ Ｍ ，Ｑｾ ，を建築家にし Ｇ ＱＺＧ、と ｊｃ 、ふがどんなものでゐＺ

13 

t  I  r: ，) 
ぅ ? と、右、の 戦 業 を承 知 の トーで相談され 1: 0 ｾ 子 Ｇ， Ａ士

自 分 の 知 る鎚 閣 の 御 話 を し 、 それでやめてお，- ( r t ( f
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数 CY) る天然ノ)/z佐築材料 η うちで も、 ) ( J 県石! 1. 妓

1・豪華で守主i警なものとされてゐる 。 ス 1 ープの前

Ii(/ i ， ｩｪＧｙｬ 司司 Ｑ ｉ 、 化和 ｾｈｗ ー と Ｉ ｩｊ ｲ ｾＧ ｻｬ ｊ て Ｑ ＮｴＡ 111 :5 :11  (. 

ゐる jお介には その 良債を官官郷するげれども 、ー皮

ぴ 用ひ万台 ｾ ＭＵＩＺ 、 ｬｕｩ に小ヂ ＱＩ のにとへの Ｚｩｬｬ￭ｬＩ全く

ＱＡＡｾ 駄なしのとなる ｯＩＨ きな立 ｩ 辰な公 Ｚ ｍ ￟Ｚ築物 など

カ; 1I'o?>!( 1: りする と、;:;wなどの 、 どう 43・へて 色!必

要のなさそうなところに大河有力 : 誕 々 しく罪t きつ

め(， ｾ＠ t 、皮肉に b i' t>靴が員L舞し、大 きな老 そう Tょ

11:f 物 が 荒 々 し < ilJ.: rrl されてゐ るとい っ t: 風 討 を よ

〈みカ、げるのはそのー伺lでみ る。 父、 ホテル 、交

:illi t幾洲の建物、料 F里，占などの打1: Jji主品一.¥1寺'fi'i.り )i)r の

カ ウ ン F ー古ilにこ の大均百台数くたどはよくめ る

ＱｙｉＩでめるが 、 これ など一考ｾ要 する ぷ こうい ふと

ころには妬めて軟質の材料を敷くべきであ る口敏

多〈の物fTz の受渡しの rl 'lこ It 時として取り決すこ

とがある。大刈百はそハなときその{ 強かのそそう

をずｻＡＧ［ Ｇ 刻化する。平 ｈ ここでＺＨＺＨ［抗 ｩｾ 量を Ｑ ｮｗ ｊ ｾ めでし

土つに↑ 青げない IIC憶を? 持ってゐる。 夕、、大理石 に

ｼ決 つれ ｊ ｉ ｾ ではな いが 、 万況の級 Ａ ｾ、秋 ｌ 、 ｯ よく研究

してJ F l ゐねばならぬ。新築? 川寺! 土色とりどりに美

し い 或 ひ [士市松模十まなど に敷き つめc . れ 1: 火事里

; f i の床が31¥，51
¥ーの後にはすり へらさ れて不 健 !i 迫

ひをふじ1: り、ヨE行の j顕繁なところだけ灘間: にす

りへ Ｈｾ :5 ｾｬＱＺ＠ 1) 、待に金j昆 H地fごげ小高〈竣つt

ｾの雌から 脳天 土でゴ ｩＧ肖 ニ 型軽的な感慨を体へるなど

不愉快悟りな L 、。

ローマのピ - !J - 吾首"免 !:t d) のj費大な床前肢を本

Tおのイタリ - .eIT } ( J 里万で敷きつめて、 まことに荻

:惨ではめるが、お .1-. 1) さんの 11
1

，入りに祈りへらさ

れて全慢に波のようにうねりが ｈｾ 来て 、 床面波状

仕 上げと いつれ形、 それを JEI，伝の万 屋 さん が手押

車に七ツ道具と材料を入れて敷併に倣念がない。

その 光 栄を Ｗ 見物客 ｬ 士 、 ど んな にか Ｑｾ 則 のかか るこ

とにじうなどと ・、 ｉ 切さ ｲｾ｢ 川 、 ぞろぞろと 床荷台

mって1f <。

C  

人; 分前の訴でめるが、熱 f削こ 、 3 るf卸j 、'1乙の )] 1)

正 ｪ Ｚ ヵ ｱ ｬＧ ｬ ～， ｾで 、 施ド 夫 人ｻ士 イ ｴ ｉｾ［ｪ ［ｲＮ春 ＱＩ り抜きの浴料 ｜ｩ をＧ

￬ ｾ 火され＿ 二。 ｻ￱ｦ Iノろ: o: にし 、王めを' つりや、手f-m［ｾ ｾ＠

の ＺＢｬｾ Ｎ ばることを承知の 卜 ーでの仁つての ￬ｴ 女で ， ｴ ， る

か ｾ Ｇｊ 、ｪｊ ＺＩｽがない 、 ｦｦ ｬｩ 花火事とお陸ＺＵ (l もう I t<う

(t! : 口外¥¥々 々援と ぬ とそ係 って約 を11' . しにが、

11; :のみ る1I L糸 η '，}f な似遅々として妙斗なし、。

いつになっ t: ｃ ， ｲｲｴ ｨＢ ｈｴ Ｚｬ Ｇ ､ Ｎｦ ｾ＠ 1"，るか、夫人のJ尽にも

［［髭の可に色 、 石ｾ祈る怒のれのみカ ・ ひ ｃ 句 、 て 、

うっとうしい¥¥1) :被い 1:
0

i: 、 そこへ | 人の利巧

な人物がりtばれて この暴; 汁夜会忽ちやめさせてし

土つ 1:0 その人の卜i < に l士、 エジプ トのピラ ミツ

トのなかに 安 Rまさ れてゐる玉椛の石村ばすべて花

ＩｾＮｩｬＮ，のｴＱｉＩ 1) 抜きでめる。ところヵ: この花lホi万のt 1I )

りtRき11: ｲ ｬｾ ｢ Ｚ 千平易でな い にめ王 干 潟々［と 同時に 、

その王子の f こめの石棺 のき記l作 にとりか1) .る 、 そう

すると 、 その王子力; 王ぽにな ってやがて死ね頃に

了 皮 そのお柑ヵ :，'I' ，̂k _ I - . る段取りになる o ! t れ ると

す ぐその Ｎｾ ｅ 仕肢をする の も 不思議な認ながら 、 ィ ｴ

|ホ! ; fi の例り抜 きはそ れ桜困難でゐ り、且つは治: 側

とは云へ石は に似て縁起 L よ〈な L、、 とかういふ

のでめる u なかなかう土〈 説明し 1: しのである い

ｾ人の色々 ￭ＢＺｈ 女ＨｲＧ ｊｅ しく導く乙と ｬｈ ｬ ｮ 主 米の大

きな ｦｉ 務 でめって この伎の若干 害ｾＨｲＧ 以っ て 、 人伝説

くこど ＱＺｴｾ必要なことでめる。

D  

雑 iY、指t I h

ヵ:占1} L  ｪ ｪ［ ，｜ δ でめ る 口 我々は ｦｯｬｩｊｉ ｾ 、て 、 歩い Ｎｲ 111 の

疲れを: 0 Ｑｾ トる虫 ＱＱ < 考へてゐるりれども 、貨はこの不

快 ｴｲＮ に某づく総ｾの悶偽 ｌ による疲れは非常なもの

でめって、本常の仕 事の t: めの疲れよりはるかに

大きし、 。工場ーに於げる作業ーによる疲れより 、機 械

のj連勝に1 ' 1，ふ騒首の? 二めの疲れの Jj が大き い とL 、

ふ統計し めつに ように思ふ 。我 々 は 駁 しい のに恨

れ で、 111 の '1'(1 こ八な L のと; 市めてゐる o l r，隊列{

なもっ て もここは使利な位向だか (1やかよし l ' ，

宿舎と って も、こ こは都 心に近 い か C騒 斗 しL 、の
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Ｑｾ や ｴ［ 合ＱＺ ｾｦＩＮｬ t: ，f } 、ってゐるぜそれが文化の低い状 従 って、 ぞのカバ ーで床合以くように歩いて行つ

惣でみるか f，、文化を高めて 、使利な位訟に L 前カ・ T二。

な 司王 ｲ 弄 ｽ 折 、 ｾＱ かな宿 ｻＡ＾ｪＺ ｲＮ ょう Ｑｾ どＱＺ Ｑ 土考へな ｌ 、 ｮ F  

そして 、間合力、 C) 都千Tに/1'， てーイ主を' 都心、の宿に明 パ リ郊外 の ホ y .j- ンプ ロ一宮殿、 ここはナポレ

かしに客 ＱＱ 間合へ 断って Ｍ Ｍ Ｑ ミ ｩＧ 虫 ｉ ｾ の珠で尽を ＿ｩ Ｇ Ｑｴｬ 士 オン退伎のイ ランダ ーがあるので名前 L、。; 荘内の

なげればあの車輸のきしむ 1?J:'{f ｾ年底力 、 乙消し去る 徹影( 士宮をせ! r，れてゐ る らしいのを案内者の棋をむ

こと は1-1
1

1衆ない そうでめ るu 日本の文化の科皮は ひてゐる! 涼 1: 、 これ年ひ k シ十 ツ9 ーをきつれら

この騒背合意に介しない限時でゐり 、 H 本 の紳終 その微かたi ' rにびっ〈りして- " っくさととがめが

は文化の依さをm1R司するに充分けよ大さでめる。= ‘ 土しい rl のきき上うをヶしをつ7: ヵ: 、 こと! i の併 1'，

ユ ーヨー ク今〉あ の有名な商人宿" " ' ，. シルパユア 、

ホテル 、 それは最 L繁華長な都心にある 、 その附近

の雑踏はとて L銀座四辻の比ではないが、総合閉

じると 、外 部の重量1[ 11 ピF リとl湖こへなくたって

き ｦｾ 内 ＱＱ 淋しい釈の静げさになり 、 窓 外に ＡＺｪｪｾｩ 様映

識のような動きばかりが眺め c れ る ば か h で め

るいそれ千里mイトせの完全気持.i ｲ Ｎ ｾ λ チ ー ルサツンユ

ヵ: 月! ひてゐるのでめる 。 11 :本の文化主アメ リカ の

文化と! 士 、 土江 これ 1: 'げの 聞きが め るロポボでは

あの騨 近 くの 丸の内 ホデ4 に眠ると朝陽光の射 人

と:JI:.I こ、賑やかな省総篭} f ゆ 【レール の結後 日を 1:1:

<  i"i・に 、我々の市11
1料 はまづ 尽力、心起される口 我キ

の 建 築文 化 L、 先づサツンユの改k めに 1) かじ

ｩｬＱ Ｐ 立正めねばな ｾｊ i;' l 、であらう、

E  

ベルリ ｙ 郊外の諒猫ポの出ｾ f  f . 宮「ポ λ グム 1 1:t 公

邸1ｾれて般旅人を迎へてゐる。その ｬ 棋 の '1
1

に

決万五' 美しくちりば' め 1: 張傘 1.). ＧＺｩＮｾがある。それは

少々訪' 今 しさを感づる平日の粉 飾ではめるが カイザ

ーはその金権時代をここで一昭和f{e1:! tみ f こか、 を

しの〈、に足る。ここで前向いのは 、見物人の佼F l l

にfJ もする靴のカバ ーである。それは驚くべき粗大

相でめって、我々点洋人はしとより 、大足の 11I:j洋

人すら，旬、' 士子苦笑する科で 、長 ffi の卜; こゴム靴含

[ 土きa: に型延 々ととこ のカバ ーがかげられ るのt:'か

Ｚその大き 一一 一 馬践 でかさ 、 おーして伺 ｩ ることカｾ 11 I1  

ぬ1')，1¥郎 、こと は だい 。そうしらぬl墳でごまかしに

しのつーす普しかっ1: 。 各京共に華麗な緋怖に ￙ｾｱ

ち、倣! 決りなく j f る' 主力、C) 笥へと ー如栓が祭拳の革11

01: どりなカ: C) 見物人! : t J . Vl 、てf i ' つ仁。 ここのInf

はさ すがにのど 11、で 、L 、力、に LVi! t : 宮で L ゐ CJ うと

忠[ まれるよう気品のめるのが絡しかつに口H与はめ

1: 1J ‘ も 4 Jl  ＧＱＧ 旬 、 ｾｾ色い Ｔ モサのイヒ篠 ｾＰ 小枚ヵＺ

仁にハイ 干 Y グ品1I りの下r{ lo男女ヵ :棺 と々 して戯れ

u  <  : 5よ[ 土 、ほほえ土しく L ぅ・ペ3 主しL 、対色で

あっ T L J

G  

下ロの'宗鮫 D ローでの古都( 土rJ L:{ I: の地幣よ 1) -j 、

っと f氏い ところに cむつ '1: らしいことは 4 般に問) :!I

のこ E でめるカ; 、 下ロの宮殿 L現犯の道路より1 l t ! l :

1・凡 1: でi会の '1' のようなところにめるコここへ子存

ちこ fl t::./) でゐ C う l i Eの術力、匙全校る こ とカ: : ¥"

氷す，、;ru. rf 人の投げてやる日食べ物に 、 J l 11 をなっ

てゐる聞に 、 い つか相棒が ｾｪｾ 込 ｦ｣ｴ ごかして 、 次第

に子孫が府へ 、我々が訪ね 1: とき treにi W<-1づどの h

コが作 してｾＧつに 同行 の に 氏ト Ｑ < 、 ここはネコの

宮殿ですとは i内務総がめつて而 ( l t 、ν

防 定 喫 茶 三 防 空 図 書館

11 ( 円 百:

Ｊる υ 凡 物等 ｬ Ｚｴｾ女共にＡ安 ｬ 見令せて微苦笑しなが 題して『防空喫茶』とか『防空圃書館J などと

らぞるぞろ色 、刻明ケ説明を する 案内人のめとに は羊の頭を掲げ' て人をl Ift ふの感がないでしな いが
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訴の iliil 土質はこう でゐ るJ

見i ｾ［ｴ で ￭ｩｪｩＩｬ ｾ 、てゐる 会医 者 の友人 ａ と ｂ とが 、 ［ＡＮＡＮ者 ｪ ￭

で ｦｾ ＺＱＩ ｬ 、 てゐ る 筆者に連名で挑 ｾＱＱｾ 的 ｊｬｒ 度めあ る ｦｾｾ 1.1 

を・布: g しに、 に話{士主fi 土るc. 最初 I.J:. A のそ匹で 、

「こんど東京では 防空口実祭れ、 ふのと 防空 圏 容

館 といふ の と力行1' ，'1計 二。 向分はその防空目安重要の力

の2舌念しよ うυ

これは筒早 lこL 、へ!f 、Jl! J;( の 目抜ゎ 月毎月iに相? 古

の府さを 持ち、 性能 ｌ 完全な 防空 ｉ 豪 をｾｩｬｬＧ IJ .  4' -索

11.そ こを明 茶j主主 して使用し、一籾空事lHヶ受げに

j姦f子に[ 士 、忽ち に して防空域に早答りさせ るので

め る。附 して、 この防空泌 を 段位せんと する附近

の喫柴山 11今後何ヶ月 かのfまには倍、殺を停止 :s ｾＱ＠

ド ￬ｩ 空域全構築して 、 そこ に 明 白 。 ｌｴｾ - r 停止んと する

も の に限り喫築 Ｑ ＮＵ初当 ｾＡｩ '，;t- ..I され 、 しか L その 1収

締 ＱＱ 比品々 的ｾ大 でめるから 、 自然 繁栄す ることに

つ ｨ 、ィ�Ｚ業者Ｚ工 その防・ Ｒ Ｒ 域治 事長 に相官［の ｴｾ 用。 ＿要

寸 る け れ ど い 素 早 く資金の同』枚カ; t ! I. 来 る か 白、，、

希 望者続t I
'
. し、l出'4引犯与をI占! 土雨後の符の如 J <  /11. ヰミ

つつあ る。 I;jj 宅域( 土統治f也1・に構築さ れ倣メー ト

ルの七被りがあり 、 1，: ; ' ; 1¥に楠紋を・抱すかじ 、

乍上 hはその位ほの列 '，!o l1閃並fH: ' ih
l
) 、れとへ?H:

れ5tp刀直濯を受げることが ゐってし 、 その古1ST[ な

被 Ｗ ゼ士慢を 以 って ｩ 勿 ｾｉ 京の天 ｪｬ ー をＧ完全に渡り ｦｾｽＧ

る。 H'J 入 rI  、告示などのsl J孔 ii llはすべて泉街焚" 互に

より年 十 ｩ 閉 さＮＱＱＮ 、 ｾＱｉ Ｈｰｉ なる 7ii ガ λ を. L  I;I j ぐに J止り 1F

素の刻主主から いつでも 、給水排水11勿論完全であ

るか ら頗る衛生的 である。なかに 11 . 換気筒和也

J - 十数メ ート ル迄ゐ( 寸' て 、 その尖端 に廻 附鋭を言史

け、苦言内力、ど地 l 四日lの状況や敵機の飛行状況を'

依然するように工夫 してゐるの もめり 、 それ乙は

ｬｪＧＭ素喫茶広ーとしでも客にｔｉ￯街ｾ鍛Ｂ＿せしめにりし

て、生11 ｾｾ す 到 ｬ ら すＧの聞に 、 ｔｬ￭ 民に ｊｖｪ 笠宮ｾ念を植え

つげてゐる。附近の人々も常に P災後} 占には足首まく

:JJt . i 、から 、夜 間空鰻を受げれような傷合、なんの

混雑 ｌ な〈避難することが ｈ Ｇ， ｾ収る口こう ｌ 、 ふ防空

草 ｅ を喫茶底修業者に械ｾせ し めること Ａ 士、色々悶

，Ａｉｾ士ＧｦＧｉＺ，Ｚ、ので 、 そのト ｬ 的合 注Ｂ弘せしめ る ＱＺ め 、 以

術 ｪ 力に 、 ｘｴ Ｎ主演 ｊ 力に ｲｾ 助す る ｬｩ ＨＱ 力を以 って ｬ ［ ｪＨｾｐ ｩｊ ｩ

被助成 組 合と い ふのが ｉｉＧ ，ｾ否 、 組合員 の 依傾に基き

伐に l的空僚 を構築 し、完成と共に依 ffl 者に引波し

ｦ 定問者 ば どんど八倍、ｾ念 日 ｦＮ ｊ 始してゐる 。 かくして

市長| ま平素喫茶底を禦し〈 、叉事効に利用するこ

とによれ市内に多重量の防空i豪を獲得する乙とが

出来 、 ぞれし 汲つ/ ' 1" ' 、あなぐ CJ
で: 三 〈て 、明るい

宅内の色彩金持 つ日月 Ji ) j な喫築山であ るから 、常に

思11染がよくて 、 その取扱ひにし↑ 町 1、全〈完全な

る ｉｬｩ ｩｾｾ 主としての「ト 能佐官ま揮することがＯｬ Ｇ Ｚ来 る 。

どう t:' I  :鵠1 、7. か、 ;J.!. 都に[ 土ぞんなものはあ る よ

ｌ 、けお前力 Ｚ ＱＺ わけ ＱＺ 市民 ｦＮ￬月ｾ r  ｾどを「考 へて ゐる 問

に、)H. ! ; [ ではこうして 、す ぐれれ IVi 忽他殺が完成

しつつあ るんどそ ，. ど うに伎け 1: か、 くやしげれ

ば J度見摂 に 床 る が れ 、a いや 、 その話| にふ: の B

の誌を i. f U，でくれ》

A の市肢はここで彩って 、 B の鮮のあるベ Y 力:

［主 術骨量 ｃ ， し ｌ 、 ＱＺ どれどし い ＺｊＺＮｊｾＺ を絞ってゐる ｣ 誠

ぷーと共に B の話合 II! Iこう 。

入 力Ｚ 防 空喫茶底 のｪ｜ ［ｲ，Ｍｾ しにようにから 、 俺 ｬ ｩ￟ 方

空圃書館のっちの完究明念しよう o M l， 忽: ぐことはた

いかみ 、 この防空園書館の校生寸る有iJ のもの 、日Jl

ち防空圃書館の前身に就L、て少し第九う D

すっと前に 、 なにかにつけて器用な，官、ひ{ 、j をす

るオ人がめつ7 ャ モ の 人 が201ドも前 lこ、今煮も 111

ってゐるような小H央官員i，j古の言 l箭を思ひっL、1: 。そ

の人11 自分の; i ! ' 章者に自信はめつれが、 それを賀行

に移す科の官Eカ L なく勇泉 L なかっ7こ【白ところが

この頃になって、大 都市は云ム に及ぱ守地 }J の〆卜

都 TIiに さへ小映程的'nl1;:l¥* て、上i貨物か ら、 料金

1-，目的時間に到るよで 、す べ てが向分が両ir に
J 、、r

d '  ' ) 、

'，:1 溢しれ思ひっ きとす分迷11子、 しか L やIれ L が

相常の成績をァめげてゐるのをみて、 その人 lま俄然

自分の忠ひっ きに 恨大にして絶望守的なる向信を持

つれ。自分の 思ひっきには紹狩問主主ひな し、如何

なる無主里なる資金 を調建 して質施 して L 自分の企
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酷な らば必す'成功する u とそう自信が1 . 1 : ¥* てしま

つにのである。自信もそこまで仔くと.¥ ' f f 行力を

さへ作って、途 lこ、.その人U:、彼の:三得目の忠ひ

っきである l 街頭圃書館J といふのを質施総業を

古fi め、言|器、闘に常って 、大成功をJ f I ( めれのであ

るo 街頭圃書館 とい ふのは、読んで字の立川 、街

角、京都な らば四僚の河原町、大阪ならば北償交

叉塁占或ひは臼本橋交叉穀、神戸ならば三宮島幸前と

かそう L 、つTょ繁孝な場所に 三四階建の闘t住吉I!fe;m

てるのである。大阪の街には到るところに大きな

ピヤホ ールがめる 1:' らう、あれを 闘令官官に改造し

て、あれと同じような商E置におげば それでよ いの

でめる。闘啓館といっても 、J] II に珍しい間帯ど集

め Ｗ こ り伊 Ｑｩｬｾ Ａｬｊｬもの議書をほてる式のものではな

い。れだ愉快 に、ーす とびこんで 、 きのき いれ新

刊 や統行の単行本や、雑誌、 グラ 7 、新; i 司類 fe手

慢に諌めるようにする。部合人が1添っ仁時 間 引自

快に有金にｾす＿こめの 、 ヌ ド 皆［の大衆悶 Ｑ 書館でめＧ

る。我キの都市の持つ図書館l立大抵交J I J i ，の不便な

とこ ろにゐって、入場料がむやみにやすい代りに

靴をぬいで J令官反ぞうりをはかねばなら子、 そこい

らは受験生や巾女皐生で一杯で 、1:' れ もがJ k.t?o-fe

l媛り ながら妙iこL 、じげてゐる 、あの不愉快な間帯

微風景とは似ても似つかぬ筏明 iiil 快活な闘警官官で

める ｵ すべて美しい女性が悶舎の ｾｂ し入れをなし

先つ' 最初に空席を. みつりで着席すると〈それはー

人間の官if に衝立のある立添な r ?'o クでめる〉女給

{士カ: コー ヒーを 1;杯捧げて持って旅て、 どんなも

のをごらんになりま すか、 これは新刊のメエ ユー

ではないロ リλ トでごさ' い ます。はめ、を忍建s:築2罰百罰i7

ですか 、 それは この ＱＲ 誠リストに ｈｾ て ｪ 否り ま す、

はあ、では今 先生の夕日本の民家クと雑芳、( : 1 : ク建

築と社合 Ｂのク災害 と建築キ寺 再開 ｩＩｬｾ で とき Ｇ います

力、、承 はりまし1: 。といっ1: 調子ですーっとあっ

ちへ行< 0  3 分も? こっ1: かれ〉ぬかに 、刊文の本

と雑誌を持って来る。机 ｊ ＭＮ にＨＺＱＺペンやインクや ｾ ｴｴ

き抜 きの? こめの用書きまで供へ、 こ、 で原稿全容こ

v 4。

うといふ客のにめには原稿 用紙まで供へてゐる υ

限の怒い人の? こめには美しい姉人が讃八でくれ

る。締 1) 1:  < なれば十円をあげて係りの女給{ 十を"f '

べばよ し、。η 土し、あ りがとうごさ' い ます、本が 1nn. 

雑誌が I flJ l 、 コー ヒー共で25il t.、 1: 1:' きます、 土

いど ありがとう ごさe い ます仰ガリガリカ' チ ヤー y

とレジ λ F ーがなって、部事がこの調子で短めて

愉快でゐ る。今この便りも A と街頭図書館に氷て

その大きなヂ7- クで; ; J } t . 、て ゐるのに' ぞo Ihll i': 号館の

不愉快なのは 日本tまか りでなし、 、 3 月t b洋行され

7ここ主 のめる沖凶翠民の詩によ ると ' 外 閣の附官

官官 もなかなか日本に劣らや感じが忍L、をうた'υ 外

閣の闘t佐官官の合符の /!J 1
納をや る人などはま るで臥

のひから( }， 1二ような顔 付きで客に本を叩きつげる

ように渡す奴がゐる そう 1:'0 そこを狙ってこの忠

ひっき氏の街頭悶ＧｉＡｾ官官が見事に成功し れ のでこん

どはこの賢治腕 問 な 防 蛾 劃 こ し て 、 平繁は

園警館とし、非常時には屋上高射機関銃を設け、

街の防空監視や防空事務を司る携所とする o とま

めさ' っ とこうい ふ突 なのであ るc 詳しくはとても

この手紙で東せな し、か ら、 とL かく 1皮見象に米

? こらどう f九 参 考 に な るせ' 。

B の手紙はここで終ってゐ るo A の 説 い 防 空

喫茶，' .5¥Bの話す防空因企館、筆者ばしばら〈首

をかしげ仁o ) . I ! . ; ; ( に[ 主しうそんなものが tH来てゐ

;)"の 1: 0 防空施設の如きものを、如何にして、防

空だ1t のためでなく 、普遍化した問途に共通せし

め、その賛同の捻出方法 を現在の世情に無理なか

らしめるかは、 営面の大問題で あって、幾多のH

術約な小問題に先んじて解決されなりればなむね

ところで あるo その対 この防空喫茶 といひ 、防空

掴書留 といひ、 まことに名宮廷と云{ まねばならね。

よ し、ひとつ凡て来てやれ 、設 L知らぬ 間に 、 そ

っと凡て来て 、 Ｔ 討議り ｪｪｪＧｩ にｊＡｪ、癒するの ｌ 愉 ｩＧＩｾ なこ

とt: ' と、j; jfi に Lfi! さす、抜げがりの功名を策しτ

める {屯術 力、に )U.r;( へII1Jげ11'1霊堂し?二、 そのl時の筆者

の般腕こそ 、今に して思へば、あさましき限りで
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主い つに時は 、筆者( 士

何しに来れとは何事ぞＡ防空喫築 ｕ 的空ｾ啓鮪と

をヶ見に来 1: 筆者に向って 、 しかしそれを免 皐 に 来

こｾ ( r>)忘れ 3 せ 1: 。 地の 底には ' 若手の足どりが、

い 左手円、 てよ こ しれ友人の [1 かんこ( ， t.: 忠、ひがけ

i II.づき 、燃朱 '1地点に散って 、手干い !:I j や女の足，r
れこと ｌｦ を ｾｴｬｦｬ こうと ＱＱ ! そう いふと ， A もs b k

から 、総に士でつきあげて米て 、 その出しき ，住を

失 ひ に 笑 ひ 11'. しf 二。そうか、 あれを土に 受 vt: ーの

動力、し Jおき 泉に波をァ打 1: せる D その 11 の午 後、私

力、 ，;t.;' 前も ih 土くなつになあ ! Iまんと か 1)I.IjI.!J '考 へ

:土、 みる{ 非l市に j f って 、春の来? こことを告げ、ひ :.r

て見 1: らヂlJ るfごに う。とつ〈づく人の顔営眺め る

りの鳴りをも 体 へ1: のであつれ。その占 き l 人の

小l可情さ。 い まさら怒っても 仕 )J がな し、 、は るば

平 ｾ｢ＺＧ 、い ＯＺ力 、 しげに 、 『まだ、ひばりはゐない で

しよう。 第一ー集 合造 る多も仲ぴてゐないではめり

土せんかJ といっ1: 。一座 のしのも 、成 現 と い っ

るＯＱＧ，ＧＱＧ ＪＱＺ のがこっちの対 ， ｾ 、。 ＱＺＧ 土って突吹って

ゐ ると 、 い や正直な人問自 ｾＱＺ ょして 、す まなかっ

土 、 その代り今 日 1 11 耳! .!;i fe案内するから 、 か( ，

ＱＺｾ 買っ き で 犯の干芋を待ちうり ＱＺ 。なる程 、松 ［きは
べんせ い。と いふのであ る。常りま へ 打、丁重に

小製枚で 、ひばりは賢 い 烏であ るから 、空 か ら 直

御案内申し t Vf て 、う んと御路左でもしろロ とい

ぐに，I [ へ 降 りす，、一旦附; ) i 'に降りて 、 ぞれから静

つれ具合で怒 ってゐ るか ι こっちカ吋郎 、、 A ! : s

か に巣に 入 る、 1: 'か: : ひばりの集 は な か な か凡 (.j

とを' 先 にjι てて 、)U ［［ｾ＠ ｾ ヶｬￎｬ 見署長 しれ心その ＱＱ Ｑ 士 、 ａ

か t) ない、と L 、ふ 風に救11つ1: 。 そ の 知 識 が、こ

どB とが冊目 l句人11 甘いといって筆 者 を 笑 ひ 、筆 者

の若い俳 人 をして 、 かかる ［ 不審ｾ抱かせれのでめ
Ｑ ＮＱ隙 ｊ 点に ｉｾ Ｚ むとそ八なに人 ｦｦｬｬ が ｪｬｾ ，くな る ものか

る。訟 は、 かか る物の一面しかみな い教育、主主り

とA とB とを蔑すみ、過 し1:
0

然 し、来 .! ; ( そのも

一遍の教育を なさ げないものに思つ1:
u ひばりは

のに就 ｌ 、て は何 ｈ ｾ 菩らな かっ＿二。筆者にふくむと

一惚例月頃- 911からかへって そして 、多ののびない

ころがあるか らである。うつム・んばらし に東京の

I:l( はどんな風 にJ l l ，を管むものか、 叉、若草の刈 られ

建築の恐口を潜こう。とい ふ 趣向があ るか らで ih

1: めとはどう するのであ ら うか、叉越年はどんな

る。となると ｲ いよいよ羊｝ￏ￟Ｎの看板ｾ取外して 、

にして 、 正考へてみれば我キの知らな いことばか

本物の ｾＡ ｴｬ 問題ｻ｣掲げねばならぬでめ ｃ う口次の題

h でめ る。 小豊島校でのひばりに依る教育は一切の

は ｲ 東京ｾ岐ふ ｊ Cしよう。ヵ: i l ! ( ; に紙もインキも

料母島智識を取除L、1: 、修身 Tごげの 1: めの司l信青で ih
殺害 7二一旦ここできりとする 。 C15. 3. 18う

つにと見える。多〈の料聖書的事象の '1' から 、修身

的なヒ Y トぞ摘む ことは教へでおいて欲しい、し

かし、教育者が掴八 fごヒン ト? ごげを話ーしてそのよ

三A 、

再開育数築建

って来 。科書匹制識を7授 げ な か っ1: ことは残 念 で あ

4 7 v  

る。そし、で俳人主主が、 ま7こかかる浅い叡擦の上に

』完-
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プにつて 、来村i的な{ 井静H主巧をひねくって、ゐること 土で普遍し ? ;正文育市II Ll!'の [ 本大 さを沼、はればなる ま

を甚t " . : 心淋しく思つ1: 0 c  l 、って、松はこ の話を L、υ 布、如きも のさへ感慨無 量であるコ若し兇11t の

もって 、義務次育に不尚の主主を主Eべ る"t:::'dの しの 数脊に 一 身を俸げて ゐ られるカが直按 この 1I訴を

ではなし 、。松は行自? 幸子へて 、今 11 、我が閣の教育 聞 かれれら 、感 iまして 、職 責の大なるを思 11/1、

が如何 に普遍し i 主Wl に閥民の信績を受け て ゐる 叉枚 育の仕事 の貴 さを感せ' られ1: でゐ らうυ

かを語 らうと思ふ。 布、 (士官ir の誌で 、殺育 の一面的 なること 、滋り ー

これ も、ひばりに縁のあ る詩で 、晩春乃 l 円、 還な るこ とを鉄 勤 として指摘 し、あとの認 で、教

仲 ぴ きつ れ 多島のr. l 1を縫って、我々 古社見与の 育 の貸 さを7寅殺 しi :つ もりで めるが、こうしゴ、こ

一行が、 きる古寺ににどり つい1: 時の ことで ある とは何れも 義務数育に就い てでば か りでは なく 、

ヵヘ そこには多畠を切 り聞い1: 巾に竹fた来が組 ま 特に建築教育に就いて も少.しも具ら ぬこと を強調

れて、 なかでは盛に木を句! 者1I む背が聞 こへ、l土つ しておき 1: l 、。

ぴｾ着 Ｑ Ｚ 職人 謝意寺 の ＯＱ ＱＮ 入 ￞［￬ 数しかっ ｩＺ ｯ 何 力 、 小 さ
女 禦

な ｬ 糠 カ ［ｾ精される ら しい そんな 仕事 場 の風 波で ｾｈ 肉 イ 正 問 の 注 築家 に は 女撲 の Ｗ アンが さ れ、 から

あっ1: 。やがて古王寺の掌: $0 A ってゐる我々の耳 少し その) j I 可の 事 を本論の例諸に供 し1: l 、と思」、

に、詩型症が きかんに聞こ へ P 同時 に仕事の背 l主ピ 三宅岡大郎氏の干'r r文書聖のI i f f究J 1立、 そう L、J ‘f. ff;

F リり.J.l-.ん1:' 、 そこに仰し、てゐ 1:大工の某 君に召 柄 を怜ふ に近来の好守fであ る。 この本 を諌んでゐ

e 集令状がドつ1: のでめっ1: 0 そしてその令状 :士 、 。と 、文袋の童基準 の偉大さ 、修業 のー遜りでプよL 、

k定先 の この村の彼 の仮使用ーに とど き、 著書震がこの つに さに費者かさ' るそ1ｾ［ ，ーな ｌ 、 ο 太夫 が 、 三吠 線 ｦＩ :、

仕事場ま で 持って来1: のであっ1: 。 それが そ( l な 人形i立が、みながみな故 J をな らね苦勢と修業を雫

次 第で、 IP. 華を まで に時間がない υ うんも すん も云 ｾ＠ Ｑ 、 し か も報 ｵ 土Ｉｬｾ・る も のこれより 法 しきはな い

って ゐる 日夜 もあらばこそ 、彼 が細君から海戸訟を受 らしL 、ω れ いこれ らのー袋術家が、 ぞれ伴迄に平根

Jf l . って、自 縛車に とぴの つ1:時 F なかまが主主き主誌 をなめ で もこの、道か じ逃げ られない の[士、企 ¥ｾ ｉ 主

めに蹴の金が 彼のどんぶりに救 け'込 まれ る といっ 等が失望誕に 対 する全震的な熱情によ る も の で あ

1: あわ1: 1ごし さで あっ1: 0 然し' 彼 l土ペダ ルを踏 るc '1¥1: に製造、修業進11多いりれど も、お そら く

もうとしを、照り かへり 、 さっ きか ら妻君 に手 伝 文畿の それ科般 しいも のはあ る J. l 、。 この本に は

つな がれて j'[ ってゐ1: 彼の子供に むかつて 、こ う そんな話がL 、くらも .) ; ，、 であ る。一主主り誠むと 、

いつ1: 0 rええか、先生のいふ事ょう きげよ ! J これ迄文禦に殺 して持。 て ゐ 1: :哲へが姥って氷

1*;歳の繋が、周到'0 略 して ひび きわ1:つ1: 1母、彼 るo f じよ ろ りllO， 、てき れ ろj とか 「文集へ1i <

の自縛! l I 1ま砂 ヲ: を浸 してーTti に援に刊lつ 1: 0 凡な れ八 F と、L 、1つ? :単 なる 7 アン気分でこの袈術 の

る人々の 目に(: 1. 、焼けつ くよ うな陽光 E- 浴 びて民 鮫 会: へ入 旬 、かくの 主11 くに土で吉守勢 してゐ る太夫

自iこ光 つ1: 挨這 と凡渡 すかぎりの多&H 、青い大 三水 線 、 人形に労 し＿二 ので」 対 目 済 ま ｾ 1  、 よろしく

きな宅と が浅つ1:υ 『ええか、先生のいふ事 ょう 我々も 穂苦をして座 に入り 、傾聴 拝見の h はねれ

きげよ ! J この 11需が犯 の耳にはつ きり浅つ1:0 ら、治:の代決( ま幾度へ御彼を 申.1こげに行〈 、 それ

まだ型炉由i?にも 主主せす，、先/. 1'.のM 1: るかを もわき 土 伎に しなげれば、い げな い ような糸も ちに させ ら

へ白銀の小さ い子供に、彼 が浅し1: この 1I訴か ら れてし主_ '、D この ことを或る席で警告を以って話 し

彼 が義務教育に持 する 信報の深 さを1:0る こと力行1' ， 1: ところ、提 八に総 力; 入つ1: 0 甲徐の「ー1< 、 rM 

来 る。二れによ って も教育 に狗する 信事貫 主、か〈 も女型軽に限 C，(，、お古ir の好きなインチ キレ ビュ ー
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でも 、 ゐれでなかなか 、 修 ｾＺ ｪ 鍛しいのに 、 女の

子力; 舞台で線で訟げ ' J tごりの もんではないぞ ! J  

と、なる; 往さもめらん L 夫、乙恰の日< r護送修

業の鍛 しいのは 、なんでも閉じこと fご、き びしく

ないのはお前やってゐ る述築だりピ ! J !: 、参ゐ

つ-f: 、れしかにその湿りでめる 。甲 槍、乙槍i苛ご

もっとも 、然し相手になってゐると 、持金つり袴

を. ' れ 、て、レビ ュー を見んならんことになると悶

るから 、こ こで本筋に立ち締へらう。そこで前記

の必から二三の話を抜降してお闘にかげるとしょ

コ。

( 抜伴 ι1}.践することは凡 合はしておいヱドJtt の隼

.[f.liに(:1ァ際世い1: のであ るが、あまり長くなるの

で ｊ 背番 に話ｾ ｾ＠ ¥ ¥守lJ ｾ＠ J伐つ1: 。それよりも 、三宅民

の普番を直按凡られ? こL 、。〉

文聖書の話( 主 、 これ位にしておーこう心平i ( よ、 ここ

で矢畿の ＱＺ めに誕， ｾｔ ｚＮ持つｾＭへ Ｑ Ｑ 少しもな い。凡

そ袋迭と いふものが 、安易なものでないこと 、か

くの 如l しと語り にかつにのみであ るかそ こで文集

の著書道修業が如何にきびしいかを了得せじれ1: も

のとして 、我々 がil む逮築霊長道z . 考へて見ょう。

享 幾i辰・不平混・周耳i J i

さで今日 、我が閣 の述築:ぷの主流をなす 3 涯を

ここにあげてみると 、IijJち 、上記の滋りにな る。

何事によらす' 要領よ〈、なるだり骨' z . { 斤らぬよ

う、 しかし効果はめがるよう 、頭を働かして利巧

に立ちま わる。 立身 lI 'dl tのこつを心得、遊泳の街

に 長げ 、が ｩ 事 古 ｢ｆ 自ザでゐる ｯ Ｇ￦ 際的 ｲｾ 仕 事にはう柊

:滋 [e持? こない、溢り - i 亙の職業意識で片附げ、研

究的でな し、 o 1:t:' し、その 仕事の結果に就いて求

むる慮は大き L、。その反面に空想的な問題 lミなる

と態度が鎗って然情的になる、頭や指先が映に鈎j

〈。一旦空想的な仕事に取りか〉ると生年五を機ぴ

て来 る。そして、総富昔、首 紫、遊 ltl 、香氷感覚の

禦 しみなど 、す べて大な る骨折をなさす' に感覚を?

? 終しま すことを' 以って 、建築家としての素議の刻1

くに 考へ、かか時とこ ろによき作 ll Lのー泌が台: する

かの立11 くに考へてゐる. 連中 、 これ が ♀禦首長で ib

品 。

本: に 、大言壮語j孔があ るか、 或ひ( 士尻重苦に低 音

つぶや き ｾＱＺ 、 何かにつげて 、 不卒を 持 って ゐ

る。ひとつの不卒が解消すると 、巧みに次ーぎの不

ｚｦｓＭｾ考へつ い 恐 る べき不卒製造家 、 れ とへ成功

して建築大臣になって 色恐らく不卒は片附かねで

みらう口上役、同僚、 ド役、或ひは同業者に、戒

ひ( : i 社舎に 、い やそれど ころ ではなし 、、この 人主主

は、おー天泉 や風向き に望きしてい・叉、遜命のよう

などうにもならな いも のに潤しですら も、 ー遁の

不不全抱いてゐるのでめる 、自 分に聖書しでは求め

す・に、他人に封じですべてを求める 、こ れがこの

不卒涯の懐誇なの でゐる 。

馬王手伝といふのは 、前二者が十日常毛の生へ仁心

臓 を持つに錯し 、 これはもう心機のとまつによラ

な人達でゐる 、ほめられでも喜;: { なりれば、"t ら

れでも活苦悩するのでもなし、。馬耳東風4の故語より

このなまへが主れれ。この人をは夢の如〈 に生 き

てゐて 、将来 とい ふ ことを? 考へな L 、。? こだせつな

伝次のせつなにつないでゐ るTごげのはかない逮築

家でめる。

我が闘の述築家の多〈は' i { にこの 31辰の何れ刀、

に縁がめる。この 3i辰の人々は自らをむち うって

修業す。といム風なことを考へ1: こと もない o そ

して浅りゅ怪〈僅かの人塗が、心 をく fごL、て考へ

命を絡めて研究し熱意を 以つ で 殺 を み がL、て ゐ

る。明 11 の雄築を考へる l得本s' に1: のみになるの

はこの少目立の人々で ある。しか も、ここに擦 をた

にして 問題にしてお き1: <、のl士、 それ らの人々の

歩むべき( 彦君促進が完成 されてゐな小ことへの憾み

であ る。

日本建築界の明日

建然界には定型化しれ畿道修業進が ない z 職人

界には、ねんきを入れで修業するといふ結機な修

業泣が完成 して ゐて、大なる効果を あげて ゐる。

然 るに 一般也築界に( I 之れが なL 、ν 逮築事務所で
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例 年 設d1 に従事し? 寸 某隠士の助手を務めて何 年 める。 何 ?こ る淋しし、ことか。

研究を重 ね 1: 、誇長曾祉で何年工争の資際に携つ 老 匠 l 人ゐ り、僅かに古法 を五重塔に生かして

1: 、なる 程それらの一主主りの修業はあ るo 然しそ 朱を吐く 0 1こどそれだげ、 それがす べてである建

れ らをさき の文集の例 に比べれば、或ひは変に害者 築日本である ｯ 七言絶句でも作ってこの ｉｬｴｾｾ 読む

君が長もよ〈知つで居られる何か{ 也の畿道の修業 より 外に手はあ る まい。

に比べれば殆ど問題にならぬのであ らう口総衝の 改めて明日する o B 本建築の進展向上lま、教育

彫刻の、首禦の必リの 、舞踊の、 その他のゐ らゆる の方法を改むるよリ外になし、敬育の方法lま如何

事事選の血肉をし 11 ' る難行苦行に比べうる 艇の修業 に改むる古勺 他なし、騒然たる修業主置を定型化し

は今日 のm: 築界のどこにもな L 、。我が閣の建築家 選築家が精 l同をみがき、技をねるの11に供せんの

主主は、こう して修業道のない慮にのびやかに若勢 み o ( 15. 3. 27・〕

知らするに育ってゐ るから 、やることがのばらやで

取りとめがない ，1'¥e，l t t : し、 や iここみし、っ1: ｾ、問 忠

が抜げれりして 、精紳カを内臓辻山のは 、 その背

後に修3促進がまた如せるが故であ る。今 IJ 、教育と

いへば、建築に於ては 、q，等筆校の ，W門皐校の 、

大多の、建築科に於げる救育をしか期{ きす ること

t:UI H艇な い ω しかも 、 それらの教育が過 去に於い

て作りめげれところのもの現主の] 1 . 11 きU本建築舛

でめる。抵はそれらの教育に就いて、せんえつな

批州を試みる柄 ではなし 、、然 し、ー仁川のように色

h と考へて米' " e 、必然的に| 、の主11 < 希認を申し

述べねばならなくなってくる G

第 10 皐校に於げる教育は現. ( f よりはる/ J ' に

多〈の惣Ｚ技の修業をきびしくＱｴ施され ＱＺｾ 、。

第 2 " それが不可能三ら li 、ぜ めて多校卒業

者に 、員長校舎卒業しれfごりでは逮築修業進を未1 : :

l O 7 も踏ん で いないことを 臼突させてもらひ f:

L 、υ

手L は又、 こんなこ主も考へる。 ー浴 U本に往築

教育のにめの筆校がなかっれら' 普のように 、名

人上手が現はれz 、f"J. tL  1: IJ 本現代の慾築を作り

1!日Lかも知れな L、、 などと考へる o 1I 本 の述築の

さお校は 、' J t に智識を' 普遍f七lン、建築[ 彦ヨ促進i ' 解消

し、現代日本の建築を救ひがにL 、程の低位に導い

れ 、 と私は硲f書する。現代日本の義衡の rドで 、建

築館低位にめるものはなし、 、 それは貨に、 これが

日本語見代の建築でめると 湾り1 t トるものがない 院で
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今 ｧ｛ 忠、ｾ培の設計闘実に就き言々するのも例う

かと忠、lまれ土すカヘ ヨ長Tご該笠; 皇室司案に依る計動1 . 1

1町施 3 れでは! 万ら1 " ' 、J t の施工に1' l . t . つては吹 lf の

係地ありＮｬｬｸＮ忠、霊塔な るも のは今後矧 Ｇｉｩｾ［ 長い聞に

数多く之が建立を凡るも のと 4f へられ土す飲今菊i

建 築 3 ｊＱ ｬｬ ｾ の商町行自＿受げ感興を新 ｦ ｌ にする協に乙

に闘し些か感す，る民主を漣べるのも弘ち無意義では

な いと 考へる次 ｾＱ であり土す口組 ｊｇ 二 千六 ｙ￯Ｆ ｦＧ・の

紳唯す吋きＧ｝Ｚ｜Ｍ手権の ｾＧＮＮＡＱＺ る忠、 ｾｴ 苔の設， ＱＱ 岱選凶ヨ尽

力Ｚ重量ぶされ Ｗ 二 ｯ 我等隠募者 ｴｩ 勿 ｊｮｬ の Ｎ ｾｾ 一 般人にめ

つでも定めし比の1 J i ' 期待して婦におと忠ti tL 土

す。 rやj んな忠、5屋上告が一等になるか』之は誰しも

が叡心して居つれ慮です o lfri して玉手付lは閲t J 、れ

れ。瞬間1アツと l奨撃を漏しれのは堂筆者のみなら

ん説でめりま す。 尤 も筆者の嘆童書ti 正直の鼠自分

の梁が落選せる角にまをせられれ ｾｾ ｴ 土否めません 。

が次の疎開1こfi )1. >)11の意味の失認を感じれとがもの、

総らさ' る盛です。 『之が一等かJ I:! IJ ち之れです D

而も比の;11¥ょに 於で失望i ' 感じ1: 人l士相 'Et みると

忠ばれるのでゐります。

i &がi谷に n枚軍の将兵を託ら十』とか、jiUに日士

約の吉は兎角: f t り惜みと Ilrl え易〈之を敗者の僻み



!:AA将さ h よれ、ものですo が今はあ b・ひJJi カ・る ノl、

来的感情[ ま捨て人: = * 的凡地より今度の忠、簸塔Itii案

を検討して凡 s f _ ひと忠、ふのであります。

Ｚ￞ｊて今度のｾｾ笑〈勿 Ｑｩｮｨ 第一 ｬ 市営主主ｾとして〉

11些かなりとも共の訟に I立を踏み入れ1: 者よりし

ては貨に卒凡の 一 言 ｬ こ ｾ ｾきると忠ひます。凡俗と

よで極討する人もゐる伎卒凡でめりますo が1王者

はー織に卒凡であると言ふ - I与を以って之を抜殺

しゃうとするものでありません。平凡であると言

」、本は大して支〈もないが; 伝〈もないと云ふ IJI で

めります。包［ｾするにげに欠仮り相＿古な も ので

すo 決して拙劣とは言へょせん。普池の人が維が

凡 てもまめまめと足、はるものです o ｉＡ｜ｬ ち ｩｙ ｾ 人 ｼ 品 ｊ ｾ＠

のする物ですO がr，1i!抵f1J 1t 彪です O 大衆的である

ー:1トー - 1 ¥. 衆も) r x . る位と納得するものでめる事、之

Ｑ Ｑ 今度の場合Ｈ￯ｩ ｊ の ￰ｩ 窓口の奴にもあつれ ｾ ｊ ｏ［Ｚ ! : 思11

れますo 勿論それは必要な事ですo 凶民全骨量の忠、

媛塔である o i並々創立者自身にしか理解さ行ない

と言」、以なものは勿論問題になりません。

徒らに新奇なものな橋なるものが交い筈はあり

ません。が只々 li ' i に大衆的でめると云ふ事のみに

終止することは何うでせうかo 桂出佐官よりも東照

宮の ｪｈｲＺＧ 結協であると云ふ大衆の ￹ ｾＧ ｩ 足する 一一 今

度の案はそう云ふ大決でさへ渦i止するか何うか疑

問ですが一一 そんな伎皮のもので頁いのでせう

か。

今度の突は全々従米のものを一歩も mては舟ら

ない と思( まれます D そんな事はな い留査の批評し

でも従来のもの 、型破りで ib る主言ばれてゐ 3 で

はな いかと云ばれるかも知れ土せん。成る程入口

の取り} i とか祭壇の具ー合等 lま戒は従米のものより

謹んでゐるかも知れょせん o が忠、霊塔の要黙は入

口具合でも祭壇の様子 r もない筈です D 桜 本 '1塔

そのもの象徴性でめると忠ひます o i普及共の周囲

より穆み ｉｂ る銭高なるＺｓｽ、怒 ａＡｩｪ ｩ￬ＧＡＧの後ｾが問題でゐ

ります。

今度の賞選案が従* のものより特に此の結に於

て優れてゐるとは ill 憾乍らや'1 うして もどへられな

いのでめりよす。 i市も態々規定要1;( に説明合して

みる素朴単純辺高J比重を充分に具現してゐるかやI

うかも];:1ご疑l土しいのでめりま す。

大衆的でめると共にa : に一歩進んに何 物かがな

げればならない47へられます o 1il&が新しいも の と

なると兎削リヂ者の泌りよがりの主観的濁駒iに照

り易いものです。新しいものを要望せる否h に於

てきへ主主底解し策ねる秘な奇矯なるものが今度の

惚ぷ図案の '1' にもあっ? 二様に見受げられま すD が

或はぎムでせう o 尖れはそ れ を理解する 迄 に米Tご

永? ご吾々の政が共感迄ZEEをして照らぬの にと 。吾

等が大衆的 なるにt絞らぬが知 〈JL等の人 々より し

ては吾等も向大衆でゐる と云はれるか も知れませ

んo が新し< ifo も! l t に頁きもの 、美しきもの にあ

っては大衆にも倫且つ何等かピ Y と担、へる民自がめ

るものでめる事は古来の例が之を示して帰りま

す。彼の器製の極是主主言はれるベ ートー グエンの

第九シンフオ= ーの主f J ｾ＠ ｉ 主改表常時 ＱＱ 全然批許ｾｽ誌

に11受り入れられなかっれが大衆が先つ' 之 にni，¥釆

を主主り批評家は後から 11' つぽつ尖れの支さを認め

て来1: ! : 云ム事です口大衆的にして而 も重華街的な

るものそれは文筆に於ても復活や，ｾと ｒｕ 等に見ら

れる民主です o が元より斯かる紳品は之等の大天オ

に於て tl ' i めて均し得る業でゐりませう。

放に今吾等; に況の窓、窓塔 とは煩んな ものか と問

lまるれば浅念乍ら瓦心的でめる |集 りそれは今 の我

等の到底考へ及ぶ民自でな いと 白状する の外 あ りま

せん o ift にra.、壌の精紳を具現せ る一大モ =- "・7 ン

がその一朝ータ に創造されれトるものとは考へられ

ません。忠、空軍港のj歴史は永Tご浅いo ift の完壁なる

定、銭塔とは今後の敵 |仕組の洗練、守主ねられ司了甫め

て笈現するものである t 考へられます o 況や五年

や十年の建築的政悩よりして伊j が創造され得ー る も

のぞと去はさ' るを得ません o 卒直 に言って今は到

底完全なものは1 I
1

，来な い と筆者は考へま す。説か

が認めて之こそ挺の忠、霊主著なり とし共の前に{宇め

5 1  v  



ば自 ら機? 直し双の l るを佼えしめると云ム終の

ものは恐らく今後ぽ釘の後でらげればたれて妹 三

いのでは ff ヤかと考へられます o tごが今は剥底そ

んたちのは ｮ ｾ 米ぬからとて何時よでも 誇 J漫iこ滞つ

てゐるの外! _¥: いと云ム法はゐり ません。 要はその

完全なるものへの稜喪主会ヒに新しい第 ー歩を払〈み

ｈ ｊｾ す事であり 土 す。而も只 ｨ 新しく風波りでめれ

ば瓦 い と云ふので はめりません 、 ｾｾ ｟ Ｎ ｾ ｚｊＷの迭は多

端であります 、後らに存続に流れ或(i 全身ー見常法

ひの力向に ili: んで行〈迭もめりませう。五歩 II -1-

歩色号室んだ とて方向を談って居ればMにも なりま

せん。要は l f ( に正しいものへの第一歩を踏み lHす

事い肝要です。而して何れがl i ' t ，に正しき 途 上にゐ

るかを剣，! ! IJ する事こそ今度の場合に於げる経験 ib

り造詣深い各審査の役目であつれと忠はれるので

めります。

今迄のものがJ I t の正しし、活 1'. に乗って，: ; 1(1: もの

とは -?i' へられません 、若しそうなら今夏事新し〈

投 J十のやり直しを する迄も なく荘米の中のやIれか

に統一 すれば夏い，怒りです。今迄のも のがよt れ が

況に正しい聖堂展、途上にない本が現在では統に分つ

1: のであり ます。之は脇主主でめっ 1: のです 、{限り

借 家 真ま 突

に山 iV液つ .( ｾ司令へ之カ Ｚ協 ご会でな力、つ ＱＺ にせ よ此

の ￭ Ｎｊｾでは不可で す 。何うし ＧＨ｢ 一 歩前進しＧよりれ

ばなりません。斯かる際に1 . < 正らに w活全国執する

事士i f i ， の正しいをま漢に 謝 する非常 rl 妨げであり土

す。具1f1! 、る鰭でめれば百年滋っても{ P l ! 尽¥Z 1 l 同じ

感銘のｾ ， ｮ 、以のドら ＿μ 、忠、鐙塔であります。

今 ｎ の掛合ｾｾｾ然 ｙￆ Ｚ 苫＿ 一 歩も ｈｾ でぬものは談役

せられねばなりません o 而i して正しく 一 歩進ん1: : :

も のが 凡 ｮｾ さる可きでありよ す 。夫れは新し い第

- 'iVで めります口 而 して第一歩であります、放に

大衆にも理解し得る筈であります。又四 iV も五歩

も凡' 品法へ rn]ってゐると云ふ危険性もめり; ) : せ

んo tごが叉第一歩なるが放に尖れは永t:: 幼Ai 主でゐ

ります。未熟であります。が一歩でも準むは. t ! 1 l ち

我がま住むであります而して次の時代に又一歩 又 次

の時代に久ー歩と歩一歩と完成へ lli づくのでめり

ます 0 ，) 1: の|前に治: って方向を訣れ るも のは時代が

之をtt 殺 し-c uきませう。民に頁きもの況に正し

きも ののみが最後の勝利を得るでゐらうミ Ａ ｲＮｾＧ 筆者

は花:1吉してl ' 1 : はぬものでめります。

紀 元二千六百年の定、窓塔(i 買に此の新しし、第

少でめる pJ きでめっ1: と忠ひ ますo ( 2600. 4. 7. )  

破 の 48 手

こんな値上 It 話廻 れ 右 増 築や 改築 の 主 範 囲lま

先づ家賃や地代などの臼α科はITI l 和I : l 年目月 l 日以 昭子は家!7の契約習を家主:二1"i さぬど( - ， ｾ 伐 の 家
後I.J年]0月: n 日までの問にl( i l ・改築して値上したもの 主か家ＱＧｪ ｱ Ｉ ｩｬｬ￭ ＱＱ ｛ｩ を貸せと侍 っ て行矛，新 し く ｩｬｬｾ へて
は差支へあ りませんが，Mもしないで[直上ーするのは御 元の安い家nをわからなくしてしまふのがありますか

法度になってゐます。若 ｌ その矧 ｾｉｾ に値上 ｌ てあるも らｩＱＧＱ￮が必ｾです。 ＡＺｴＧｩｩ 梁や故奈の宜図 は ＿ 精奈は銘Ａ￘
のは14年l J 月分から8・'lIrt 惰こ引突さねばなりません。 しで故梁は噌棄や修繕でない大目立裟，大規筏の1帥苦で

l問明和1:1年8月4日以後に引越したものlは主閉悶j の家i白:' iを調 す泊か，ｾら ＩＱ 領罰恨や絞Ｇ洗而而，明 を 瀞新 ｦ しく ｌ ても ｡改 ｺ 司梁 ｅ ではあ ｊり )  

竺ξ て見ること， f借首主がE蕩望つた草符理

ｴ筑 ｒ いので，新Ａ侶苫子は附のＡｉ時 ｬ守寺 ｚη 〉 家 ｴ釘ｾ Ｇ ，問 ｦ代｜［， I時時f代tなどを 桐 品沼Ｎあり主す ｨか ， ｾら 矛 ，不審の ｲ烈 ｨ は一隠 Ｕ交 ｅ 番など［にこ同附 Ｑ ，Ｚ汚与す
知即ら切》なb しい、のが多いのを幸ひ; こ獄中地主が下げなレの るこど付。家自以外の陥 餅 も8 ・4の契約を動か

が随 it あります。またruってゐても攻慢してゐる白子 せません。 11可: 8 月4 の，('J こ反して放金を倍lこしたり

や，笛局から注なあるまで成って置がうと云ふ家主も 控，建呉の修椛 !!i をてド悠1:史f( 'Jに密へたり， I苫子の全E司

令りますがs これもドシドシf安当するなり知らせると 民俗ごあるものも&1ズCすo ｾｗＨ に限らず一切の ｭＱ
とです。 1康問二も 8 月'J EIおl守の契fりでなければなりません。

値下げと lま櫨 Z 表と裏 金 を還 し給へ 主催 主 へ

貸主や Ｑ 首主の妥協で拶在自主 了 袋ふはほ物 ｉｾＧｩ 政司ｾＺこもと 去年 11月以後の規定外也i位した家主f( ，! 也代，間代な

ります し家主のおどかしで Ｚ ｉＧｾ 語 ｪ￟ｦ 向な値上がある な か どは[ 主主が{ 自主iこ返すぷf告があります。アパ ート， 11 

りでなく，大家と庖子由主活し 合って値下L たやうに裟 問，下宿常のtt ，Q ，かうし味、刀而では<! i : 話料，踊漁料

ってゐるのがありますが，かうした室長t ' l の値下も高波 維侍従事の各国で{孫分の金をとり事賢一!ニの阻上があり

千波の高物Irl を生んで結局ぉ亙が図ることになるので ますが，これも込! と長です。おし ]1月から蹴って主れば

す。 i返却を求めるこ k が出来ま す。
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司 王 町 悶

( ア メ リ カ ) 8erkshi re の 交 響 集 演 奏 場

反 響 板 詳 細

コiF札]

時 節i 而 圃

Berkshire の: m& 客 の罵の交響奨演奏場で，最初 日iel Saari .  

nen が設計し て償型 までttI * たものであるが，計mが立源過ぎて

ｎＡ ｾが 足り なかった 尽 に ｓ｡ ｡ｲｩｮ･ｮ は 手を翠 ぎ ， t官担覇者協書の一

員でs ' l l 術者である明の I. Franz が更めて設計したものである。鰐

毘に見る如 く告書母隠遁，アスフアル ト防水叫窃易な上家であるが

経済灼な建築が必ずしも非美術的ではなし、品、ふ一例 である。

床は士朗，入場科を徴収する場合には木製の戸を絞め込むこと

が出来る惚こなってゐる。舞台の部分は建物の銭骨と付金〈 型自立

L た木の伴のおこペニヤ板を張ってある。関i回闘に見られる僚こ

背面 倒E状柱列の上部にペ= ヤ板型の幅と下 3 0 択の反響板が木

俸 の 上 ［こ 取 ｾ ｎ け ら れて ゐ る 。

(Archi l ecl ural  F orum.  M arch.1940より 〉

f実術 - ・J .，aeph Fr ll，l1z  1  v  

J . 崎

ι s  



祭! f l Cガラス戸を開けた所〉

( Moderne B3u(or men. M五rz.， 1940よヲ〉

柱 廊 及 型普段

祭担( ガラス戸を閉めた所)

Lp 悶 悶

v 2  ( ド イ ツ〉 ケ ル ン の 火 葬 場 建築家・ Ha03 Hei o% Lut t geo 



説 明 附

どこのホテんでもさ うであるが，このマ イアミホテんも亦，

御問答分二もれず泊答用施設以外二， 敏多tt 設備をf侍ってえる。

ｺｰ［ 百凋 ［ こ見る Ｇ ｾｐｉ ｛ｊ く ， ホテ ノ ｌ の外，大食 ｪｴ ・ ｴ 若Ａ苫納， tヨ部長

所もあれば，プ ー ノｾ，ダ ンシン グル ー ムまでもある。

外曜日はホテル玄関白1) 及び貸后舗の則を見たもの P白l右万がホ

テル玄関 で，大♂な日i l I ひのおりてみるのは貸J苫創 C ゐる。

( Archi tectural  R ecord， Ma rch， 19.10 よ 少〉

1 階 Ｑ ，玄関ｾ ， ロビ ー ;t ，受 付 4，給仕人宅 5，事務室

G，綬型軽室 7  水放 ｩ ｾ 8，ボイ ラー室 9， デイゼノL 俊t調; i a

10，仕事室 11，プール J2， 溢治量産置歪 1:1，テレス 11，ダン

シング・ルーム 15，厨房 16，食堂 17，庖鏑 Ib，アーケ F ド

2 階 1， 玄関 2，ロピー 3，パノL コェー ( ライテング及 ヵー

ド室 ) 1，客室 5，プーノL ・テレス口，プ

ーノレ 7，中庭 8，給仕入室 。，キ ヤバナ

1v，ピ F チ 11 ，庖餓露

Ｓｾ 皆・ Ｔ 階 ] ，標世西宮室 2，事E苦言

2  

2  

3 階 ・4 l i Y 平面開

1  r符 苧 商 幽

ーヰム--""- _ 一一ー:ン

2  !若 苧 面 魁

( ア メ リ カ) マイアミのアJ I. t : オン，ホテル 趨築家 '，'I gor B.  Pol evi t zky. ・T. Tr i p Ru. . eJl 3  v  



敵 外 侭Il f有の 分割l 濁唐

客 室 部 の 外 観

0・0 ・・d U. 01剛 側 b

ｕＴｺｌＴ ］ 主ｾ ｾ 占

ZJ5 面 図

v 4  〈ア; A ! I カ ) ベ ル 号 ン ト @ ス キ ー 小 屋

中 央 の 居 間

寝 台

とれはスキー小屋とは云ふもの L 夏も快j'OOJ こ泊

される傑，計t証されてゐる。Z J 5 面聞こ見るが如く

中央の大きな li vi ng rOOm rこ2 つの認が迷って

をり，その東の万l土-1i 有者がJ 年 Jコの蒋折をi位す

べく召使ひの部原までとられてえる，西は客用の

J st套で 14人まで宿泊LII 来る悌こなってゐる。

中央部分の外〔をは米締の下見i j I . 赤備主!jこ塗ら

れてをり. f也は羽目級協こなってゐる。天列 ，U!

A こ完会こ熱のA l 散を防ぐベく工夫されてゐる。

くArchi tectural Record. March.  1940より〉

掴 鴎 . .  Royal  Bar r y W iII. 



寝 室

ー ｟ｾｲ＠ ・・ E  

1 階 苧 面 圃

2 階 苧 函 国

ストウツ トガノレ トの嘗察官運動聯盟のおのJ j 小

屋で大ぎな一校E塁線の下にス イスカツテ ージ1!1i.¥の

木造建物である。ー罪事こ談話室殺食堂，調理委，

便所等をとり二階及三階，こ男女別の綬室をとり寝

台は二局こ重ねてある。

CModerne Bauf ormen. Feb. .  1940 より〉

( ド イ ツ ) Wu...ttenberg の 山 小 屋

表 側 外 観

裏 側 外 観

談 話 室

組策家. Wal t er  Zol l er・
5 v  



古 建 築 新 抄
(15  )  藤 原 義

特 殊 建 築 〈そのー〉

妙心寺 ｅ 草間Ｈ展周Ｑｩ Ｒ 年よ棟Ｉ庫健は寺ｾの ， 怠明で坊さ

んの食事の調度は勿論，大法雪その他，事ある時の大聖書

の食事もＡ比国主で作る。その例織なり平面なりは寺ｾ，寺

丈

島

下

院に依り多少の沼遼はあるが大慢に於てはー処遇した符鍬

な形感k 備えてゐる。妙心奇妙法号E，三渡淀，端厳寺

等の恵問はその中でも大規模なものであり，夫 k 興味あ

る潟遣や設摘を有してゐる。

) . .  

ー

1，妙心寺康裡平面略圃

正而入口より先づ土問にへり，士官上 1) 大諮問に上る。士官の一方lこ;1調

理場があり大径が ｬ 甑ひ炎口 Ｔ 設けてゐる 。 土閣のＱｉｾ喫場と反釘側の一隅に は
怠駄天堂があり廊縄郭門の; j ! : 駄k . さんを祭ってゐる。大I i f i ( l j j の肖後にづ崎慢

があり，叉切さんの食事をする食堂があり ，こ川こも仰僚を祭ってゐる。大

騒縄から大廊下が出て大方丈，小方要二こ通じてみる。

2，竃 焚 口

士却の一徹にある掬暦場の湿の焚口，その市j にも

ー列の還が臨んでゐるが之は後世に造った t の。

焚口の ヒ部には健E置きが活られ℃ゐる。

v 6  



3，調 理 翁

直径 4 尺もある大径が幾つもi l Hri 之だ

けを宿題させれ::r数白人の食事は忽ちに

出来土る。暫O l ii 一般のi去裂などの際は此

1巷を佼唱するまでもなく大抵は小廊l ' 1 I l 0

間に合せて了」、。

4，小康慢の績

かまどの河ふ! 主流しである。

5，大 廊 下

坊さんは食堂で食事合 L 容 ι 土警高大方

丈を使用する。大方伎と臨l ' 1 I l との苅に19i

くの如き大;鼠下があり，そのー側，こ多く

の柵が設けられ， ! 叱遺ニ膳却を臨ペる。

! 句ふ! こ切さんの立ってゐる遜りが大砲下

の折烈で，し、ざ( - . 云ふ時こは! 叱返りを '1'

心と L て百el i 1 l 作業が行はれ，傑傾げの羽

さんが! 比隠い大l廊下を狭ま L と沼海し

峨場の畑孝状態を呈しご百~ 三位i のJ i ! l

l i 見る見るヤに手左上く主主られて了ふ。

7 v  



阪窯業セメント京朱式曾祉

6  HOURS CONCRETE 

I  :  2 : 4 71ctt 65 Ｖ 瞬間 ＲＱＷ Ｇ Ｑ￁ｾ 28日4- 10'1.ノ伐

1:2:4  71，t t 45 6隣閉 300'110;:; 288 580'.1';;-品

施 工 6 時 間 後

完 全 使 用 が

出 来 ま す

美 幸 新 築 住 宅 市 入 の 山 川

ヂFぞ古い住宅七新築同様 ι な否 f
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新 1I 午 代 の 木 .屋組プ
:1t 

，g  

燭 L に 於 ては、 t，E近、 11:宅.;_tt築、 産 業ltr築すも の締逃の詳細{ t ' 説明しゃう。

に、新 興オ号機ili にて小1丞視を巡 るこ とが多〈行(i 第l 悶は Voll mar 氏によって波地されれ医根小

れてゐる o !! "b等新興木依:ι皐の目的と する所'士、 屋組の詳細闘で、 f子学にキ日常する 材は中高 4 c m、 成

(  1  )  木材並びに核合用餓材全保皮に f金約す Ｑ Ｘ Ｎ Ｘ ｣ｭ の き はめて ｩｩ｜ｩｾ 、材 で 、 こ れを間隔 ＷＵ cm間

ること 。 に聞置し、 !司 に!明かなやうに 、 所々 II!M7  cm J反2. 5

(  2  )  成るべく小屋高 ｦｬ に ｜ｉｾｾ ￇ［ の疋・ ｩ 責材ｾＭＮ ｾｲＮ て cmの材を雨i可よりあて雄屈長さを減じれ構造で 、

るさ与をやめ、 l丞fR災にた さな官!(I 盆舎と

り1 : 上るやうにすること 。

(  3  )  長 い 大きな木材のＨＧＱＺ川公 ｮｬｬｾ 七 ｦ i  ｬ ｾ るだけ

さり 1: こと。

の三宅占にゐる。

この＿こめ木材 ｬ［Ｚ 縄， Ｑ 、な 、 ｬｌ Ｇ ｪ Ｑ｛ｴｦｾ の材ＧＮ、ものＨ，［ｦ ｉ ｊ

閉し ｦ ｾｽ ることになり 、 Ｉｾ Ｎ Ｉ｛ＡＡ 15  :ド 7':; 長 20 Ｚ ｉ ｾ 伎の樹

齢のものにで充分役ににつやうになっ -: :0 )(.1111 り

くねって木苅1 の怒ってゐないしのも平IJ 川し得るや

うになっ? 二D かくの虫n ＼して Ｑｾ 材のｻ食約ＺｩＳ Ｐ ｾ の う

王手 ｾＵＰ Joにも及」、ものがめる。次に 'a例についてこ

第 2 宿1

ｾＢ｜［＠ 1  ｾＡ＠

持 Neuzeitli ch ｈｯｬｺ､￤ ｣ ｨ ｾ ｲＮ＠ Von C.  1くεrst cn. Zentralblatt. FebruM.  1940 
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勺1-:材 、 ［ｾｮ 手 ｅ 企 Ｇ ｪＮＺ恰悩 ｾￚυ Ｏ ＱＮ立 ｵ にこ ｦ 命命 Ｚ ｾｩ 匂 ｊ し7二L  のtで雪 めるο  千布f のχ4 ノj氏; す、い，ｾ節 Ｇ ｾ 41i，川i丙刈1可! 、 江泊 ｾ 5  [j，卜川.，れ:

Ｕ浪 Ｇｦ， Ｑは ｉ この ｴ符下 ｩ正刺釧、』訓 ｈ聞 Ｑ を営 ｾｪ 亦示王 ｦ［ し Ｗ こ斗Ａ白のでゐ る ｏ るご乎f.三?法とで 、この 小l昆丞組[ は土小』材司に t 、 1  )形f杉2をを?7形診j成侃lし， 、

4: の第 3 肉に示 す ものは Maerz の月W 1こ木製 仁左して好打によって、1せを;ji' lf' ，元し7・ノ叫l である 。

ヂ イル で 、 ｡ 幽 ｉ ＺｊＺｾ笹木製の 閲 筒形ヂイんで 、 b  ｛Ｚｾ， ｩ＠

[ 土長方形の木製ヂイ んで 、 この巾 心に釘を 打つれ

L のでゐ る 。

この釘打 長方形 ヂペルと 、_Ifl .な る釘打とを'iJ，!; m

lノ I ｊｦｾｻￇ［＠ ｻＨＭ構造 する のでゐる ｯ ド ｬ 土之等のお民ｾＮＧ

F Fヨ
"'-，'1同町ー ，

ι iUミミヨ1

Ｍ ｌ ｾｾ＠

1-! G- ー「-

i  oi 

1  I  

. J 3c.._:". 

、Horfhol z ・

Rl lnddu'o宮i

Abb.5  ( oben) .  ] -(/ uerschni tt e  1Iat  Rnnd.  

und RedLl eckdiibr!n. A bb.  6  ( d品nml er)

Hω.t hol zdol l en， R r; '/J '" のse M a eγz  

第 3 問

，"( i; b.  i  /(，'Idf. I I I ! ; : t: lldccth. J Ju叫 即 日 ， .!/ αt '  r  ｾ＠

v 5 4  
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m 8 出i

第 9 悶

第 8 ｾ簡は この締 迭問 で 、 Ｑｩ￯ Ｙ 問Ａ士之ｾ Ｎ ｾに 煩 しれ小 ｆ 量純 の詳細 阿 でめ る 。

1/.1" /人 (../ .." ，.  / 州、 /，. / " " 、 /1削 /. ; m . 1吋ん川 : l /，h. 1.'1 

{ (.  I' M、J. I 川 ，_I.，../.". 1-' '' ( 1111 '1  ，1，球 人 I.I It1 I r. 雪 S/)(Lrl J ; II，i( "; 、

第 10 li' ，i  

第 11 1苅

IhlJ .  1.1 Ｈ ｩｩ ，Ｎ Ｇ リ ｦ ｊｩｬ ｬｬ ， ，ｾ ，ｊ ｬｬｲｨ :rl i l  l ir !J r r. t{l' i ) l  .( '{111: 1  ( a ) . ;，‘  

r:叩F 刷 l円 高It llllll [J 之um". . ( J . }) uc!t g: 円 r!t er lJ.川 /j': I' ( b).  B 川 der .

ｉ ｬｨｾ ｴ Ｈ ｭ､＠ 4，9  /11， s (・uti p/" f.j_ .) -m.  ; l bU.  Ｎ ｾ ＮＡＱ＠ _( o!J en) :  ..Das 

ι K  .(J' . /)(Lch  i1n  A  ulbal l .  

第 10 ｩ 割 、 第 Ａｉ か Ｎ［｜ ＱＱ 此 ｾ Ｎ ［ ｾ Ｇ ｪ 、設 ｭ の μ 択であ る 口 比等 ｾ誕質 し て 、 我 閣でｬｊ ｕ ｅ ｛ｬ ｮ 起になってゐるヂ

ペ ル燃 用の木綿泣 よ 1) 、 よ i) 符 i界的に水造建築をな す，1. '、切 れH感するしのである 『、 〈明 r l i¥よ'，¥)

電 気 熔，接 に よ る 銭 骨 造 の 煙 突 の 建 物 特

t践'Yi.誌の:膜炎の泌物 で、初遜に於てrt 施 され 1:

f日lであ る。第 l 聞はこの建物の凡 '[{ ｾ 側 、 第 Ｒ r，ヰ

11卒 宙開 と隠li 而闘であ る。

このラ ーメ :/1士不紳 i E椛) j li 物で、材料市Tを似定

して鱗〈 ので あ る が、 )，'1.#Jll( .1 I1"; 3  1，.;1に、 こ.1 1に

よっての7こモ ー メン ト::..; t  1  ，:t;3 ｪｾ＠ 1:第41川に以 す凶

第 3悶IJ: D- E - G  j ー メンのモ ー メY ト間で 、

Ａｘ ｾ＠ 4  1，.¥11士C の縦 刀 打rorの 7 ーメ y のモ ー メン ト;ぉ;

であ る。

央 G esch weIsst c St ahlrah menkonstructI on  fiir eIn  K esscl hal l3.  Dεr  St ohlbau， D εzember  1939 
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韓基造詳細憧iLt 次の第 6 倒 1: 、 この潟 築[主第 9 闘に示す。

，，ｾ＠ 7  !ぶ
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次の表 は、短; 気熔桜=の J 主と、 !止、 ]J! :-j立のぷで みる o C捌 IJ 法吉 J

一一

一ーヱーチー…一

戸

川

」

|

門

ー
ロ

ー

一1J. 仰 1 J J.(j 1  10..55  1  1， 05 

705 1  19， 1  1  .5;5 1  0. 55 

7Zo 1  J 2， 7  1  5，8 ド 0，58

'158 I  22， 7  I  J， 6  I  0， J5 

65' / I  2'(6 1  5， 13  I  0. 51 

主笠d2'1. 65 I  10. ふ I 1，08 .;J 
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開

4)j 9  :.}  Ｏ Ｑ ＺＮ Ｑ Ｉ［Ｚ Ｖ ＡＱ ＮＧ ｾ ｾ ｏ 分ー Ｍ Ｘ Ｑ Ｑ， ＩＢ［ Ｐ 分

1* 列ャ;

伴 ｪ ｲＮ Ｚｬｾ 主

常任 怜: 11.

f ト .'j ;

下品Ｂお ， Ｑｾ ｊ ｊｻ

1. ufu員1-<. 者m:築 業 者 よ り 外 地 の 事 怖 を 聴 く 合

2 製 法工 易一九撃の件

3. I"J染者 座 談向ーの件

4. 材 料匂i誠 普 及 講 座の件

H与 4)J 913 午 後611寺30分- 8時

所 倶楽部室

出 席 者 委 長 長

委 只 伊 様、

協 ｩ［ 茶 ｚ ｬｩｾＨ

!. : [ !J，:llt 築ノコ越屋恨 のげ 製式の資 料 蒐 銘 の 件

Tt. A:rfii 並 に鋭 2主 〈貨物〉 を順次に凡主義す

ＱＮ 午後 Ｓ ＱＱ 守 ｾ ｏ 分 凡慰 金百 Ｑ ｜ 絡 了 一 同随意散を ｔ す

材 料 委 員令

ｮＺｾ＠

ｉｾ 甘

;tl  

4)-J411 午 後61時50分 - 81時40分

供与信Ifj{ 室

妥. Q長 ｾ ｹ ｾ 久 保

ｲｾ＠ n  I'J

c

桜、

烏 問 、

前蹴 ｾ ぷ後に 於げる本協合員中軍務公月 ｊ 者下記の通 りであ ｢ ます Ｈ受 付 Ｉ Ｑ 頂Ｉ

原 、

4  JJ 11 1I 午 後6日記OJ} - - 81時30分

以W，ll¥主

幹事 池UI ｾｪＢＮ＠

恰久保

0 "';4伊1)

c; 前 回 〕

( 第3閲〉

) (  

〈第3回

lJι  

認

後

t' :1J '，i.品:j. J)(

ト ヮ ト Ｈ ｾ 寸品ｾｾ胤 Ｚ た ｬ こ 山 ｬ する件

ーτ ・

ー丘

r:I 、

名

尾、

Hi 

，¥事

陳列者Z斡事合

本 協 曾 員 中 軍 勢 公 用 者 氏 名

設 備 委 員 曾

法 制委 員 会

也

ト

げ

t

'

!

 

新

川

布

白V:.... ー 一 白 . . . . :  ｾ＠ " ; '， '，' ・・... .. ー 、 . ー....

Ｔ ・ Ｑ ・一 Ｍ 一・Ｎ‘ ｾＮ !-..・] 一 円山一 九 J

IlJ 

FJj 

11' ' '泊者

If、

Ａｾｪ＠

1I'，Jf百74

11，，¥'  

!i!j 

ｾ＠ ｉｩ ｾｈ ｦ ［ 旨

Jk Ｎ ｾＡｾ＠

卜}l ' 1尚モf :! 主主主減数i会合併ljlli のイ牛・・・承認

Ｒ 材料ｾ貝合ーより委氏妥協 Ｉｪ 要求 の ＱＪ ・'i i¥i:]'

3. ＮＺｾ ｾ ＡｲＮｾ 長 ｦ 交 委 員合より「 パン フレツ ト 」作成 授

¥' J. Ｉｪ 要求 の 件 ・・・ Ｊｾ忍

4. i狩州火災i机篠経 i'Vi !i $主の件・ "7l¥五t、

5. 千T勢 幹 事合 よ り幹 事委 明 j J :要 求の件 。. ー・承 ii :s

6. i合員詮 衡

報 告

I. ｾｂ 征 、 ｬｩￍ＼ ｩ 示級官Ｍ

時 3112813 午 後 111幸一311ヰ30}上

!i!j 凶天王守 五竜塔凡祭

lii 席 者 JJ、松{彦氏 外266名

1. 本 11天 気H市矧にして11ft:ーかし 、午後零時半以よ

り片 ｾ ｦｲ ＺＮＱｴ 続々 め ｨ 午後 Ｑ Ｑ 時ｑＡ￩ ｬ こ ＲＰＰ 名以上に 達

し、控 所1: る本l ) j ) 資1/] 11.， ｹ 合 んど 満 員 の ￭ ｾｴ 兄

ト午 後 l 時20分 伊i W常務P ; fl 舎 の 挨拶 を主Eベ 伽 蛍

復 興工 事事務 所吉村「制唱を紹 介 す

l 技 師 吉 村 孝義民 1;I:.1i. 0 ) 告のill 設に 仰 し約 ! 日午

同 Ｑ に 直 り設 言十 回 ｾＺ￧［ に よりてＺｴ ｲ 細且 つ 怒切なる

説 明 ゐ り

l 午 後 H 手20分(J' t 磁 常務よ b 講演者 に狩し E射針

__，ミ主ベ 犬れよ り270名 の nl，席者 全数班に分ち

若ー

ｾ ｲ Ｍｬ ｬ ｴｊ＠

ｦ 七 ｾｩ ｬｊ

Ｍ 主 ，Ｚ ｾ

編比

3  Jj2訂 l 午 後5時40分- 61樗40分

陳列Jt; )]l j室

ｊｬ ｴｴ Ｚ ｬ ｾ＠ 今材、;¥¥IJ <2r長

段 事 井 上 位JJi

常 務 伊l峰 三1: il日
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委 員 鳥 島手、 高 木 、 付 中

卒 畢 子、 森 口、 織 見

協 議事項

ト建築制係法規抄編英霊堂行のf牛

ト委 員士曾貝のイ牛

住宅委員曾 〈第3回〕

時 4J) 11 n午 後6時- 8時 10 Ji"

内I 陳 列せ; : ，81)室

II -' J席者 幹 事 矢 凶

出席者 幹事 勉 弁、 重品 開

委員 中 村、 手専 問、 1糸 口

/  J I¥ )f;Y、 松 緑、 寺 1尚

協議事項

1. 全園都市主主協議合議題研究資 料の件

陳列場幹事曾小委員曾 ( 第 l 回 j

日

同委

PF

各
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委

境事義協

l  住宅26∞1f - 史編染 J コ件

2. 住宅訳本原稿完成 lこf、J'常務台に袋行要求 の件

3.建築現務凡事のf牛

常務 官ｾ ( 第8回〉

時 4)J )  511 午 後61Ff - 7時20 '，1' 

所 陳 列場別 室

出席 者 主 主 事 今 林 品l附 長

監事介ＩＧ Ｎ 段 Ｇｬｾ

常 務 lヒ用 ｲＮｾ｣＠ 玉 是正 . t. JiL! 

三浦 主 ｾｦｩｾ 久{ 果関主 '，;¥

総J t - 編章it 政問 編 E昨

議 J J-r  

1. 常 務 ー名説任中 :Hの件 ーー承認

2 許認 u合併Hlli の f斗 ・承沼

3.閲J l 例 合 に 附する件 .. '1' 止

4. 合事。幹事件一性能凡皐fi 開催のf牛・ ・・ 承 認

う 法制委員合より法規類集 ｈｾ 版に附する件 ・

- 承認

ＶＮ ｜ 司委只合より委只委苅 ｽｪ 要求の件Ｎ ＮＮＮ ・・泳ｾ［ｧ

Ｗ Ｎ 全園都市美協ｾｾ合に ＱＱＧ ，Ｉ市の 件・・ 承認

B. 合 只 詮 衡

報 告

l 合箇都市問題千r; ，ki 型事合絡了報告

2.m況カイ呆俗説盟大阪支部幹事委腐の件

; . 三 J ) o司令終了報 告

4 三 JJ 分合計報告

5. 1+' ，征者報告

時

所

都市計壷委 員舎 〈第5図〕

4  J-1 ¥6  rJ 午後b時30分- 9時

倶 楽 部 室

v 6 0  

見 畢 曾

払予

防I

4)J  17 日午後 l 時一4時30分

川島織物工場、大徳寺、孤自室庵見当住

出席者有、松 l彦氏 f外64名

1.本日天然日昔瑚主主かく絶好の凡 準 H1' 11 

ト午 後 l 時20分 出席台員 一 同川島総吻コ: 泌に主主

合、 ¥"JJ ヲf休憩室に於て同工場の技師よりー携

の説明を磁以

1.夫れより同工泌氏。系内により各工場内 の総

物質況を? 見墜し午後2時頃 よ 6第2の凡身長先大

Ｚ･ｾ 寺 に向ふ

l 午 後2時半 一 同大徳寺 山内部l に集合、間関孝

!g民 より大徳寺に関する講演を約30分間1に亘

り瀦正式、夫れより山門二階、法堂等{ t ' 凡皐の

l カ丈に至り 休 憩〈方丈にで茶菓の接待をな

す〉

ト午 後3時牛より大徳寺内を凡怒し夫れよ り2斑

に分れ孤慾庵に向ム

l 孤遂! をに於ては各茶室{ t ' 附図E主の案 内に より

説明石「聴きつ〉凡皐

¥. 午 後41博中金叩凡製 絡 了1投合す

時 4月21 日午前9l寺一正午

所 11;本 郵 船 新 訟 船 新 岡 丸 丸 皐

I 出 席 者 約200名

¥. 築港住友岸壁 に繋釘の H本郵 船の新造船 の新

主立荻議船新関丸{ t ' 午前 9時より正午土での 聞

に 路 怠凡ｾす

災害強度委員含 ( _;s4回〉

4刃20 日午後6時: 0分- 8時時

所 保禦音si 色・



tl:'.席者 委 員 長 渡 部

幹 事 浅 野

委 員 問 問 、 中 野、 占星

波 川、 塚 本

協議事項

志 村 克 巳 君 IIJ 鋭 r[' 之仏大阪市役所土木音E公園

課 内 〈大阪市役 所土木部公園課〉

鈴 木 武 沼 住 吉 凶 鷹 合 町 185 ' ( 株式含i i r l : 鴻池

組〕

防j ; 本辰磁活 尼崎市長洲字i工端4の1 C同ヒ〉

1.風 窓規準パン? レツ トI! 日以に腕Jする f牛 :  Jii ft 川 伶 彦 君 困成阪粉吉町w: ノ1l!T2の33C同上〕

Ｒ 熔様子技術検定 Ｉｪ Ｇ￬ 去に闘 し 報告 ｲ ＱＧｾ { e 工業品規 I 武 同 健 三 R 紳戸市税同琵琶町 l の 17C位躍栓築

柏市IJ7主調資委員 合に主主附せる J J _ : の後め経過報白 事務所〉

よと

同

3. 釘 構法に百1I するま主験計十I f . パンフレツ トのf牛

j- x一一会7- F 7

玉 木 久 三 君 天王寺iv; 石ケ辻II! T92 C株式合社鴻

池組)

野坂占i' [ ; k :f'l 榊戸市林間以池回成町90 ( 白後〉

橋 本 位 治 活 必1茨L' ，，; 鹿島情雨 ノド!T Iの5778( 同上〉

藤 尾 r. i j : 介君 明石市大磁町6丁目新屋敷2.399

( 兵庫版建築課〉

合 員 :  1: 公本 敏 夫 沼 京都市 仁tl ｽ ｾ ￜ ｾ 正 予 定川通 河 原町［［ｴ ｩ ミラ

岡 本 明君 旭 版 屯I馬田T&29 株式台位竹中工務 I ノ工務J占内( ミラノ工務庖〉

J占) : 松本彦吹点ー がf f 中河内郡大戸村石切980( 大阪

木島徳太郎潟 天王寺以上本町 10の36 :  I好:t苦虫普謀〕

牛若毎後 - Ar 大京阪泉尾ヒ; N 3 の31 C栂 ;連工 務 : 牧 野 [原 次 沼 Ｑ 盟中市岡町松原￬ｩＱ￭ Ｒ ノコ ＱＰｾ C株 式合

防i) 枇鴻池組〉

足立芳助君 兵 庫燃氏康 Ｗ ｭ ｲ ｬｬｾ 尾村鳴尾 字 砂漬新 Ａ男 波岩夫君京都市 ｕ［Ｈｖ ，［［ ， Ｉ、山 ｬ ニ 線、町 ＷＱ C株 式

同102乃 121 Ｈ株式合 ｾｴ￬ 裕也事且Ｉ 合批清水組〉

+目 I京 排 一 君 紳戸市須磨滅大手町3の340ft 中戸市 ; 宮内日露征君 布施市足代 l の265 ( 株式合枇 鴻 池

役所建築課) 組〉

烏 野 民 男 倉 治 区 入 傭 屋 中 通3の97( 株式合社鴻 i 縁 関 羽1菩君ー住吉阪国主盛本町7の2S( 大阪市 電 気

池組 〉 。 局管繕諜〕

蛙 谷 盛 一 君 堺 市菅原逼3の19

大 野 府 f言 君 磁j蕊w. ; : 南紳今町 13問中占法方( 大

変革且)

奥 村 啓 吉 君 住 吉 区 昭 和 田J以 l の 19C大阪市宮糸

局主; 71部言「塊諜b. f 総係〉

香 取 彦 一 君 京 都 市 左 京 阪 下 鳩 町 11原 l灯53 ( 株

式合前士清J}兄弟且京都文 j占)

木 本 政 一 沼・止b;(t 阪春日1 I ll
l
lJl 5の28 C株式合計ー

奥小E官級工所〕

』じ中治雄君 兵庫県系武JT制! 日鳴尾村時l ニF闘9 ォリ

柳 川 正 支 局 紳戸市通産以徳井町字弓木 II ( 株式

長T量土鴻池S且〕

波 没 義 雄 J守 尼 崎 市 今 扇 町 大 関 16 ( 同ヒ〉

地 方 曾 員

安 部 忠 君主活・ 天津市 U 本，fJ:l:界3'fi 熔 街 14の 12 ( 脳

昌公司天津 IIH長月li)

大塚久11山吉元 米岡市山方新悶 33 (J. R洋紡絞株式

ir:I-面土去I1 悶工場〕

木 野 栄 育 長i 天津市待ＵＮＡ Ｑ Ｑ 三 ａｴｌ 二 二 経路 Ｘｾ

佐々木保- F l 灘崎市字 竹屋42 ( J . f . ( 畑謙三建築事

すンハウ λ 内 ( 株式合社鴻i也組 ) 務 所 )

小泉 ｉ ｾＺ 虫 ｬｩｬｬ 君 ｦ を占 ｾ ＧＮＺｾ天王寺町 ＲＶＹＳ 菌・代ア パ ート ｦ 鈴 木 ｪ 員 ｩ H Al 普通賛助員より特格

内 ( 大阪市役所数育 J¥i l均設課 ) ;i'， r  1  武夫J - l ・ 1話、 !t 駁奥岡町昭利図〈東洋紡絞株

小早川謙治R 住吉版 IG開法問f352タコ2C同建築課 ) :  式合社〉

佐 必 静 也 君司 品f ド，11J :r. r内l!日友尽 岐村宇治¥1. 390 Ｚ 烏 ｴ＿ｾ Ｎ 守肴天津市待j J rJ ニtdE与安街5貌〈似昌公

(  ｉｾｾ 洋紡総 株式千 ｲ ｩｬ 止命総，ｩＩｉｬ Ｉ 百] 天津出張所)

坂本成大日[1沼 東淀川以卜三点ノ Il! JI の 170 ( 大阪 111 W 議 犬 A .IIJ 海道空知郡三崎村幾春5 . ! 'J ( 住友

市 役F流出善説u 悩事長株式含枇奔5 . ! IJ鍛i業 部工{ 科系 〉

6 1  v  



特別賛 助員

奥村安太夫: # ［ｉＱＡ ｕ ， ｬｾ 市 附潟地 Ｕ の Ｒ Ｘ ｃ 白 ＧｉＧ｜Ｇｾ )  

獄図善三 邸主主 JI:b;f Er.r，; 上樋島南3の49C ｾ Ｎ＠ )  

川 島 末 吉 君 天 王寺区掌 ケ芝町42 c- ｾ＠ )  

小 ｾＡｾｧ ｾ＠ ｾｊ 君 :I¥:; 応都品北辺2の 19 古川力〈建築

資料混信社長 ・ ａ 抗議文 ｾｦ ｊ 妥協合〉

岡 村 31 佳子主i 商品五江戸骨il l l¥:; 主主二了 日 ( 炭t Q食品

工業所〉

閉村七八) j j l;+:l 凶宮市南昭和11可71 ｣ｮ ｾ ｬ 有 ｬ 築業株式

合最士〕

伊 ｩｬ ｩ，ｾ MJ ..i-l 中 ｩ 仙 ｬ 山市脳 ｪ Ｚ ｾｬ ｬ ｪ I保 級 事 務 所他殺 ，iJ!(

小 山 式: : 1 : 川町市; 先手 IIIノ f l5

i沼 島 議 iill 君 京 ｪ ぷ凶 ｾ ￬ＮＱｩｬＺｦ・同島口 ｊＴの Ｒ ｪ 1  

組問裕久君耳ｾＱｩＧｦ Ｗｊｾ ｩＳ主 Ｕ の Ｑ Ｓ 長谷部竹＿盟主ｊｴ築主ＱＧ［Ｚ

務所内

山 i広 正 夫 rl 西 ｉ ｏ＼Ｎ ｉＧ ，，Ｎｾ ｕ ｾ 提出 ｦＷ 支以道内

宮 坂 一 也 君 Ａ，ｦｾ＠ ｊ ［ｴｔ ｬｦ ｾ ム 谷 ｢ｌＴ 代 ｨ 木 ｍ ヶ谷開 ｩ

J. 461  竹内孝三方

並立原卒 f左京ー 与三天市大 ｾｩｬ Ｇ Ａ ，， Ｇｾ Ｇ ｉ ｊｉｬ Ｑ 削 ｦＱ Ｖ 大林組 iI消

i1H@染均l

ｻど Ｍ ￰ｾＧ ，［ｾ 探 ｩ ＲＧＺＡｬ ｪ 凶 l の 32

1問中市 民遅塚 本並7の 136

水戸 ｔｬｩ 砂久保 ＱＢ｝ＢＴＮＸＶ Ｗ 水 戸 ｉ ｾｾ ｪ 等製

校内

{上己f ｨ Ｇ， ｩｾ＠ｾ 易Ｑｊ ｬｉ ｩｪｦＵＴＶ

宝 .1¥:; TI l 昭和IUT413

普 通賛助 員 補 rl i ｾ 各方

秋 本 義 夫 ;( l j也弘正樹 Ih町 二 rl' 山tJi I筑 ; j C大阪市 新 名 秘 犬 ;f i

Ｓ 役所 Ｑ 文育 ｾｾ Ｚ ［ ｩｬｬｾ 設課〉 問 j五{ 級 犬消

火 西 正 二 ;'R j也!r'.G.iJf. 川PI J 718 ( 小西組〕

Ｇ ト佐悶 ｾ ｲ￳ 税君・ ｴ［ｾ ｾ ￭Ｇｩ Ｚ ｮ ｲｦｔ小川町 十毎年工機墜校内

( 入木工 務 j占〉

i事 本 雄 - X'l' Ｎｬｬ ｈ｜ｪｾ 今 橋 Ｔ の ｬ 三菱信託ピ ノ レ点 焔 泣 Ｚ ｊￎ ｉ ｾ＠ X，f
i 主主流; 干J 兵庫脱政 ｌ ｴｦ｛ ｾ Ｑ Ｑ ｜ ｾ［ｾ ［ Ｇ ｩｬｬ 村 Ｎｦｔ ｗ ， 如Ｏ 内 ＱＰ

築 事 務 所 Uk畑 謙三i 1t築事 務 所 ) 凶 IJ IL 手 - ) j  

辻 ｾ ｾ ｜沼 市中戸市淡 Ｆ Ｇ ， ￎｾ 梢 ＱＱ 汀 Ｗ の Ｑ ＴＲ C材、式合祉 官同秀機. f l ' I!J( fIl ￯ Ａｩ議 ｊｊｾω ゎ Ｕ

l"j -' lt 工 務j占泊中戸支j占 ) 伊 隊 ; i ( lli ￆ ｾ＠ ‘ii t'{lll 係;;li ' j J : g 安ヒ付常縫=を

古川必 ｩＧｩＧ 耳 Ｓ ・米淀川仏 新【 ｾｬ ｕｬｲ 雨 量 ｊｩＮ Ｒ の ｊ Ｗ Ｈ 古川工 若 山 信 夫 正 ! 大阪府野族郎ill 築 課

採 点 ) W:本 一 f 2潟ー { 主占&"，.; Vt i今 )lllijrうの 14

' 白岡j J ! J お ;f..; 紳戸市林間以前11策 jUf4の6 ( Ji.!i村ill: ・谷 口 向 i Ul 堺市大;iu軒町r231

ま従事 務 所) 地 方 曾 員

校、 政総: : i ..; ・ ｩｾｊ ＧｩＭ ｉＡｊ Ｈ ｈＧ ト怯 ｈＡ ｩｬ ， ［い ｬ 本製以ｾ ｾ，Ｇ ｩ Ｍ ｉＡ 工 ｊｴ ［Ｚ

住 言生エサ ｩ ・ ￬ ， Ｚｪａｾｾ Ｎｬｬ作業 ｉｾｲ 内

1b'f' 仕トー; ( A-l' ｊ 浜 ｩ お ￎｉ 日 ｊ Ｈ，ｦ 廊ｊｬＧＮＮ ｊｩ ｉｾ 葉市 ｩｬＡￌｊ 旦附Ｚ｡Ｍ Ａ 渇エ

説［ー新築工事清 水組ＺＱ ｭ 主 ｉｾｲ 内

出泌' ; i . ｲｾ Ｎ Ｚ＠ ，1.: 大 i¥¥ 1I ，4;;，f孔!制面，(:，1封797/ 1 株 式 合

逗 曾 者

曾 員

11I U:! JI:i 明 刻 、 4 川 地 点 、 I¥:; J L 従 二 点 、

-* 究基;

地 方 合 員

点 111 I特別
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